
令和４年１２月定例会

会 議 録



令和４年１１月３０日



◎副議長（塩 原 未知子 議員）

皆さん、おはようございます。

地方自治法第106条第１項の規定により、私が議長

の職務を行います。ご協力よろしくお願いいたします。

これより令和４年12月定例会を開会いたします。出

席議員も定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。

本日の会議は、議事日程第１号によって進めます。

まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

12番 奥山格議員、13番 鈴木由美子議員、１番 菅

野修一議員、以上の３名を指名いたします。

次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。

議会運営委員長の報告を求めます。議会運営委員長。

〔議会運営委員長 奥山格 議員 登壇〕

◎議会運営委員長（奥 山 格 議員）

おはようございます。議会運営委員会の審査の結果

についてご報告申し上げます。

去る11月11日招集告示になりました今定例会に関わ

る議会運営委員会を11月18日午前10時から、市役所会

議室において開催し、当局から総務課長並びに財政課

長の出席を求め、提出議案の概要を聴取しながら、会

期及び議事日程について慎重に審査を行ったところで

あります。

その結果、本定例会の会期につきましては、タブレ

ットに掲載しております会期日程表のとおり、本日か

ら12月８日までの９日間とすることに、意見の一致を

みた次第であります。

何とぞ、当委員会の決定に対し、議員各位のご賛同

をお願い申し上げ、ご報告といたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

お諮りいたします。ただ今、議会運営委員長報告の

とおり、会期は本日から12月８日までの９日間とする

ことに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、

本日から12月８日までの９日間とすることに決しまし

た。なお、会期中における諸会議の予定につきまして

は、会期日程表をタブレットに掲載しておりますので、

ご了承願います。

次に、日程第３、諸般の報告でありますが、事務局

長に報告させます。

◎事務局長（斎 藤 健 司 君）

諸般の報告をいたします。最初に、監査委員より、

議長宛てに、11月に執行した例月出納検査の結果及び

定例監査、財政援助団体等の監査の結果について、そ

れぞれ報告がありました。

次に、市長から議長宛てに、損害賠償額の決定につ

いて、専決処分の報告がなされております。

それぞれ、その写しをタブレットに掲載しておりま

すので、ご参照願います。

最後に、９月定例会以降、今定例会までの市議会事

務処理状況、並びに議員の派遣状況について、タブレ

ットに掲載しております議会事務処理報告書のとおり

でありますので、ご了承願います。

以上で報告を終わります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で、諸般の報告を終わります。

続いて、議案の上程を行います。

日程第４、議第61号「令和４年度尾花沢市一般会計

補正予算（第８号）」から、日程第20、議第77号「尾

花沢市教育委員会委員の任命について」までの17案件

を一括上程いたします。

これより、提案理由の説明を求めます。市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

おはようございます。提案理由の説明に先立ち、一

言ご挨拶申し上げます。

議員各位には、本市の市政発展のため、日夜ご尽力

いただいていますことに、衷心より感謝を申し上げま

す。

新型コロナウイルス感染症の第８波に入ったとみら

れ、県内でも感染者の増加がみられます。11月22日に

は山形県における１日の新規感染者が2,207人と過去

最多となり、収束までには、まだまだ時間がかかるも

のと思われます。

オミクロン株に対応したワクチン接種については、

10月30日から集団接種が始まっており、生後６カ月～

４歳の乳幼児の初回接種についても、年内の接種開始

に向けて準備を進めております。そのため、市内医療

機関の皆様や、事務に従事される市の職員の方々には、

大変ご苦労をお掛けいたしますが、なにとぞよろしく

お願いいたします。

去る10月26日に、除雪オペレーターの皆様の健康と

安全運行を祈念いたしまして、除雪車出動式を行いま

した。

11月22日には、流雪溝管理委員会を開催し、委員の

皆様に委嘱状を交付させていただき、流雪溝の利用マ

ナーの徹底や安全管理に努めていただくようお願いを

いたしました。



明日から12月に入りますが、一段と寒さが厳しくな

ってきております。市民の皆様の除雪作業の負担が少

しでも軽減されるよう、今年度も、きめ細かな除雪体

制をより一層強化してまいりますので、市道除排雪作

業へのご理解と雪下ろし等の安全対策について、市民

の皆様、議員各位のご理解とご協力をお願いを申し上

げます。

それでは、今定例会に提案いたしました予算議案の

概要について、説明申し上げます。

議第61号「令和４年度尾花沢市一般会計補正予算

（第８号）」についてですが、既定の歳入歳出予算の

総額に、それぞれ４億7,533万円を追加し、予算の総

額を140億9,330万8,000円とするものです。

歳出の主なものについては、新型コロナウイルス感

染症に係る緊急対策第23弾として、公立保育所Ｗi－

Ｆi環境構築事業、配合飼料価格高騰対策支援事業、

子育て応援給食支援事業費補助金を追加するほか、今

シーズンの降雪期に備えた各公共施設等の除排雪・雪

下し委託料、「雪とスイカと花笠のまち」ふるさと尾

花沢応援基金寄附者記念品代、「雪とスイカと花笠の

まち」ふるさと尾花沢応援基金積立金、引越しワンス

トップ支援サービス・申請書作成支援システム導入事

業、山形県議会議員選挙費、徳良湖室内遊び場運営事

業に係る備品購入費、環境衛生事業組合負担金、観光

費に係る指定管理料、新型コロナウイルス感染症対応

支援金、原油価格高騰等に伴う燃料費、光熱水費など

を追加し、職員の人事異動及び決算見込みに合わせ、

給料、諸手当、共済費等を調整するものです。

歳入の主なものについては、決算見込みにより、個

人市民税、法人市民税、市たばこ税を増額し、花笠高

原スキー場リフト使用料、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金、山形県議会議員選挙委託金、

「雪とスイカと花笠のまち」ふるさと尾花沢応援寄附

金、「雪とスイカと花笠のまち」ふるさと尾花沢応援

基金繰入金などを追加し、普通交付税により予算を調

製するものです。

第２表債務負担行為補正については、市営路線バス

運行業務委託ほか２件について、債務負担行為の追加

をお願いするものです。

第３表地方債補正については、基幹水利施設ストッ

クマネジメント事業負担金について、借入限度額の変

更をお願いするものです。

議第62号「令和４年度尾花沢市国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）」についてですが、事業勘定の

既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億7,575万

8,000円を追加し、予算の総額を20億8,554万7,000円

とし、中央診療所施設勘定の既定の歳入歳出予算の総

額から、それぞれ10万円を減額し、歳入歳出予算の総

額を４億1,509万8,000円とするものです。

事業勘定の歳出については、一般被保険者療養給付

費負担金、返納金などを追加し、歳入については、普

通交付金、その他繰越金などにより予算を調製するも

のです。

中央診療所施設勘定の歳出については、光熱水費な

どを追加し、医薬材料費を減額、歳入については、診

療収入を減額し、予算を調製するものです。

第２表債務負担行為補正については、窓口業務、外

来クラーク等業務について、新たに債務負担行為の追

加をお願いするものです。

議第63号「令和４年度尾花沢市簡易水道特別会計補

正予算（第２号）」についてですが、既定の歳入歳出

予算の総額に、それぞれ1,481万4,000円を追加し、予

算の総額を２億6,771万円とするものです。

歳出については、光熱水費、施設等修繕料、公営企

業会計・固定資産管理システム構築業務委託料などを

追加し、歳入については、市債の公営企業会計移行事

業、一般会計繰入金により予算を調製するものです。

第２表地方債補正については、公営企業会計移行事

業について、借入限度額の変更をお願いするものです。

議第64号「令和４年度尾花沢市農業集落排水事業特

別会計補正予算（第２号）」についてですが、既定の

歳入歳出予算の総額に、それぞれ164万5,000円を追加

し、予算の総額を9,496万9,000円とするものです。

歳出については、光熱水費、公営企業会計・固定資

産管理システム構築業務委託料を追加し、歳入につい

ては、一般会計繰入金、市債の公営企業会計移行事業

により予算を調製するものです。

第２表地方債補正については、公営企業会計移行事

業について、借入限度額の変更をお願いするものです。

議第65号「令和４年度尾花沢市介護保険特別会計補

正予算（第３号）」についてですが、既定の歳入歳出

予算の総額に、それぞれ20万円を追加し、予算の総額

を19億9,265万1,000円とするものです。

歳出については、還付金を追加し、歳入については、

繰越金により予算を調製するものです。

議第66号「令和４年度尾花沢市後期高齢者医療保険

特別会計補正予算（第１号）」についてですが、既定

の歳入歳出予算の総額に、それぞれ1,317万8,000円を

追加し、予算の総額を２億2,664万4,000円とするもの

です。



歳出については、後期高齢者医療広域連合納付金

（保険料等負担金）などを追加し、歳入については、

後期高齢者医療保険料、繰越金などにより予算を調製

するものです。

次に一般議案の概要についてご説明申し上げます。

議第67号「尾花沢市職員の定年等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について」ですが、地方公務

員法の一部改正に伴い、条例の整備を図るため提案す

るものです。

議第68号「尾花沢市一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定について」ですが、山

形県人事委員会勧告に準じ、一般職の職員の給与を改

定するため提案するものです。

議第69号「尾花沢市職員の高齢者部分休業に関する

条例の設定について」ですが、地方公務員法の一部改

正に伴い、職員の高齢者部分休業について定めるため

提案するものです。

議第70号「尾花沢市地域子育て等拠点施設の設置及

び管理に関する条例を廃止する条例の設定について」

ですが、尾花沢市地域子育て等拠点施設が入居する民

間施設の閉館に伴い、条例を廃止するため提案するも

のです。

議第71号「尾花沢市老人福祉センターの指定管理者

の指定について」ですが、尾花沢市老人福祉センター

の管理を行わせる指定管理者を指定するため提案する

ものです。

議第72号「尾花沢市共同福祉施設の指定管理者の指

定について」ですが、尾花沢市共同福祉施設の管理を

行わせる指定管理者を指定するため提案するものです。

議第73号「尾花沢市中心商店街活性化センターの指

定管理者の指定について」ですが、尾花沢市中心商店

街活性化センターの管理を行わせる指定管理者を指定

するため提案するものです。

議第74号「尾花沢市徳良湖周辺施設等の指定管理者

の指定について」ですが、尾花沢市徳良湖周辺施設等

の管理を行わせる指定管理者を指定するため提案する

ものです。

議第75号「尾花沢市徳良湖温泉「花笠の湯」の指定

管理者の指定について」ですが、尾花沢市徳良湖温泉

「花笠の湯」の管理を行わせる指定管理者を指定する

ため提案するものです。

議第76号「尾花沢市花笠高原施設等の指定管理者の

指定について」ですが、尾花沢市花笠高原施設等の管

理を行わせる指定管理者を指定するため提案するもの

です。

議第77号「尾花沢市教育委員会委員の任命につい

て」ですが、尾花沢市教育委員会委員の任期満了に伴

い、その後任委員の任命について同意を求めるため提

案するものです。

以上が、今定例会に提案いたしました議案の概要で

ありますが、審議の過程において、必要に応じて関係

課長から説明いたさせますので、慎重なるご審議の上、

原案のとおりご可決、ご同意くださいますようお願い

申し上げ、説明を終わります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

続いて、議案の審議を行います。

お諮りいたします。日程第21、議第70号「尾花沢市

地域子育て等拠点施設の設置及び管理に関する条例を

廃止する条例の設定について」の審議については、会

議規則第37条第３項の規定により、委員会付託を省略

したいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって議案の審議について

は委員会付託を省略することに決しました。

日程第21、議第70号「尾花沢市地域子育て等拠点施

設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の設定

について」を議題といたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので、終

結いたします。

これより、議第70号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第70号は原案の

とおり決しました。

以上で、本日の日程は、全部終了いたしました。

これにて散会いたします。ご苦労様でございました。

散 会 午前10時24分



令和４年１２月５日



◎副議長（塩 原 未知子 議員）

皆さん、おはようございます。

地方自治法第106条第１項の規定により、本日より

12月８日まで私が議長の職務を行います。ご協力をよ

ろしくお願いいたします。

それでは、出席議員も定足数に達しておりますので、

直ちに本日の会議を開きます。

本日の会議は、議事日程第６号によって進めます。

日程第１、一般質問を行います。発言のあった議員

は、１番 菅野修一議員、４番 菅野喜昭議員、５番

大類好彦議員、６番 小関英子議員、７番 塩原未知

子議員、10番 鈴木清議員、11番 和田哲議員、12番

奥山格議員、13番 鈴木由美子議員、以上の９名であ

ります。

発言の順番は、議長より指名いたします。なお、質

問、答弁を含め、１議員１時間の持ち時間制となりま

すので、質問に対する当局側の答弁は、質問者の時間

制約もありますので、ご協力お願いいたします。

まず、７番 塩原未知子議員の発言を許しますが、

議長の職務を遂行中でありますので、会議規則第51条

第４項の規定により、同議員の発言を打ち切ります。

次に13番 鈴木由美子議員の発言を許します。鈴木

由美子議員。

〔13番 鈴木由美子 議員 登壇〕

◎13番（鈴 木 由美子 議員）

おはようございます。議席番号13番鈴木由美子です。

早いもので今年も残り26日となりましたが、新型コロ

ナウイルスが発生してから約３年が過ぎても、未だ収

束せず11月頃からは第８波に突入しております。市内

でも感染される方が多いとお聞きしておりますので、

早期のご快復と平常の生活に早く戻られますよう願う

ところです。

それでは、一般質問をさせていただきます。初めに、

間口除雪と今後の除雪体制についてです。

間口除雪の対象となるのは全戸であり、平等にサー

ビスを受けられると市民は理解しておりますが、行政

は各戸の出入口や車庫などに、市道除雪による雪をで

きるだけ置かない間口除雪に努めるとしており、市民

との考えに隔たりがあります。また、今年度の除雪計

画で、特に高齢者のみの世帯や、ひとり暮らしの世帯

には、なるべく硬い雪を置かないように配慮するとの

報告を受けましたが、その間口除雪した際の雪をどう

処理しているのでしょうか。実際に作業を請け負って

いる業者からは、制約されている時間内では全戸の間

口除雪は無理であるとのご意見をいただいていること

から、今以上に人員と除雪機械などを投入し、除雪体

制の強化を図らなくては、制約時間内に作業を終える

ことは難しいと考えます。そこで間口除雪を請け負う

仕組み作り、特定地域づくり事業協同組合の立ち上げ

が急務と思いますが、進捗状況はどのようでしょうか。

また、具体的にどのような除雪作業に取り組む人員を

募集し、支援していくのですか。

尾花沢市は間口除雪を推進しているので、県道の管

理をしている県も同様の対策が必要です。また、市道

より県道の１日の除雪回数が多いため、歩道や空き家

の前の積雪も多くなります。市道以上に定期的な排雪

作業が必要と考えますが、県とどのように連携なって

いるのでしょうか。

消雪道路の老朽化により、ドーザでの除雪が必要な

道路が発生し、昨年度より除雪距離が190ｍほど延長

になるとお聞きしております。今後、ほかの地区の消

雪道路の維持管理についてはどのようでしょうか。

温暖化の影響で雨の降り方も変わってきていて、こ

のまま二酸化炭素の排出量が増え続ければ、将来の水

資源にも影響を及ぼすとされております。現状でも、

流雪溝の毎年の水量はその時期でないと分かりません。

特に本町地区は住宅地も拡大してきており、限られた

水を分け合うため、思うように投雪ができない地区も

あります。また、グレーチングを自力で開けられない

高齢の方が増えてきております。そのため、間口除雪

を徹底していくには、本町地区に雪捨て場をさらに増

やす必要があるのではないでしょうか。特に車両、歩

行者の通行の妨げにならないように、幹線道路沿いの

空き地や空き家を雪捨て場として活用できるよう、市

が積極的に購入していくべきと考えますが、いかがで

しょうか。

続きまして、財政計画のシミュレーションから将来

の計画についてお尋ねします。

今後計画されている統合小学校の建設や、ごみ処理

施設の更新、公立病院の建て替え、消防の指令センタ

ーの共同運用など、大規模事業が目白押しであります。

中でも統合小学校建設、用地買収などの具体的な予算

計画が示されておりませんが、本市の児童数に近い規

模の県内の小学校建設費を参考に、財政計画を令和３

年から令和７年までをシミュレーションしていただき

ました。円安、世界的規模での紛争なども収まらない

ことも重なり、材料費や人件費、エネルギーなどが高

騰しており、現在推定される学校建設費を計画に入れ

ただけでも厳しい状況ではないでしょうか。令和７年

から12年に現在計画されている建設ラッシュがあり、



そのほか、中央診療所などの公共施設が次々と老朽化

してきております。

また、尾花沢市大石田町環境衛生事業組合の下水道

の維持管理費や工事費の返済が積み重なる上、人口減

少や節水が進み、収入が減ってきております。今後の

市民、町民への負担増も危ぶまれております。そのよ

うな状況の中、リサイクルセンターを含むごみ処理施

設を１市１町で更新、その後の継続運営は可能なので

しょうか。尾花沢市は何を第１優先させていくのか、

お考えをお聞かせください。

最後に、尾花沢市のＩＣＴ教育が目指すものとは何

でしょうか。児童、生徒に配付されているタブレット

端末の活用状況はどのようでしょうか。有効活用され

ているでしょうか。

これからは応用力が求められており、アクティブラ

ーニングが提唱されております。その根幹である課題

の発見、解決に向けた主体的、協働的な学びを実現す

る手段として、ＩＣＴが役に立つとされています。し

かし、現状では児童、生徒のＩＣＴ利活用を制限する

方針があり、他者と協力し社会の一員として、主体的

に課題に取り組む姿勢を身に付ける教育に、活用しに

くくなっているのではないかと思います。尾花沢市は

児童数、生徒数が少ないからこそ、指導者の目が届く

ということを強みにして、本市の特色ある学習を推し

進めていくことも必要と考えますが、いかがでしょう

か。お考えはどのようかお聞かせ願います。

以上が質問席からの質問になります。再質問は自席

にて行いますのでよろしくお願いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

おはようございます。鈴木議員からは、大きく３点

についてのご質問をいただきました。３番目の尾花沢

市のＩＣＴ教育が目指すものにつきましては、教育委

員会より答弁をいただきます。

１つ目の、間口除雪と今後の除雪体制についてお尋

ねでありますが、初めに間口除雪の際の雪処理につい

てお答えをいたします。

市では、各戸の敷地と道路の境界に、市道除雪によ

る硬い雪をできる限り置かないようにすると間口除雪

を実施し、作業については、早朝除雪に加え、幅員確

保のための幅出しや圧雪処理も行い、大雪の際には１

日３回出動しながら、きめ細やかな除雪を実施してい

ます。

また、国道や県道につきましても、家屋の出入口付

近に、できる限り雪を残さないようお願いをしている

ところであります。

間口除雪と併せ市道除雪では、路線ごとに雪押し場

に雪を置かせていただいており、堆雪状況に応じ攪拌

や排雪作業を実施しております。また、交差点付近や

通学路は特に早めの排雪作業を行う等、歩行者や車両

の安全確保に努めています。

なお、雪置き場の確保につきましては、各地区の区

長さんからご尽力をいただいており、市内全域で約

1,400ヵ所ありますが、住宅が建つなど場所の選定に

年々苦慮しているようでありますので、今後とも地区

と連携を図りながら、また住民の方々からのご協力を

仰ぎながら雪置き場の確保に努めていく考えでありま

す。

間口除雪については、住んでいる地域環境や大雪な

どの自然環境により、さまざまなご意見を頂戴してい

るわけですが、さらに住民の皆さんの意見に耳を傾け

ながら、今後も持続可能でより良い除雪のあり方を考

えていく所存であります。

次に、間口除雪を請負う仕組み作りについてであり

ますが、総務省が進める、特定地域づくり事業協同組

合制度を想定しています。この制度は、季節ごとの労

働需要に応じて複数の事業に従事する、いわゆるマル

チワーカーの労働者派遣事業となっております。マル

チワーカーの働き方の例といたしましては、夏場の農

作業や冬場の除雪作業を組み合わせるなど、１年間を

通した雇用が創出できるものと考えています。こうす

ることで、農業の担い手や除雪作業などの人手不足の

解消にもなり、また、都会からマルチワークを希望す

る若者を呼び込み、移住定住のきっかけや、市内の意

欲溢れる若者から高齢者までが働ける窓口になるもの

と考えています。この制度を活用した組合の立ち上げ

につきましては、現在、先進事例の自治体から情報収

集など、準備作業を進めております。引き続き、どの

ような組織で、どのような仕組みであれば持続可能な

事業となるのか市民ニーズを把握しながら、次年度で

あります令和５年度中の設立を目指して取り組んでま

いります。

組合設立後、除雪作業に係る人員を含むマルチワー

カーの募集につきましては、ソーシャルメディアを最

大限活用するなど、携わる業務の紹介や尾花沢の魅力

も発信していきたいと考えております。

次に、間口除雪に係る県との連携についてでありま

すが、県が道路管理者である主要な幹線道路は、交通



確保の除雪が優先となり、市道のように沿線にある全

ての家屋を対象とした間口除雪は難しいとのことであ

ります。そのため、県道等の間口除雪につきましては、

引き続き県への重要事業要望の１つとして要請してま

いりますが、市の窓口に県道の除雪や排雪についての

問い合わせがあった際には、市で現場を確認しながら

県に除排雪を依頼しておりますので、今後とも連携を

密にしながら道路の除排雪体制の強化に努めてまいり

ます。

次に、消雪道路の維持管理についてですが、市道の

消雪施設は運用前に毎年、維持管理作業を実施してお

ります。当該施設は直接雪を融かすため、家屋が連坦

し機械除雪による雪置き場が確保できない地域には有

効な手段であり、また、除雪ドーザ等の排土板による

道路の劣化や破損も発生しないことから、井戸水の水

源の確保を前提といたしますが、今後とも維持管理し

ながら活用してまいります。

次に、本町地区の雪置き場の確保についてですが、

街区の雪置き場の確保は重要な課題であると認識して

おります。議員からは、空き家や空き地を市で購入し

雪置き場を確保すべきとのご提案ですが、除雪路線で

有効な場所に必要な空き地があるとは限らないことや、

空き家等が発生しても市で購入してもらえるというモ

ラルハザード等、複数の課題があると考えております。

次に、財政計画のシミュレーションについてですが、

鈴木議員からは、施設の老朽化や人口減少という現実

を踏まえ、今後予定している大規模事業について、何

を優先していくのかとのお尋ねであります。

まず、各種事業の位置付けについてですが、本市が

実施する事業は、基本的に第７次尾花沢市総合振興計

画に掲げる将来像を実現するためのものとなっており

ます。ご承知のとおり、将来像の実現に当たっては、

「まちづくりの将来像を実現するための基本目標を示

す基本構想」、「基本構想に基づき、５年間に取り組む

主要施策を体系的に定めた基本計画」、「基本計画の主

要施策に基づき、具体的な事業計画を定めた実施計

画」に沿う形で各種施策に取り組んでおり、予算編成

に当たっては、毎年見直しを図っている実施計画を指

針としております。

事業化、予算化にあたっての優先度合いについてで

すが、基本計画及び実施計画に位置付けられている事

業であることが大前提となり、その中でも市民の生命、

財産を守るための事業については、特に優先度が高く

なります。近年、地球規模の気候変動に伴い、全国的

に災害が頻発しておりますので、災害に迅速に対応し、

市民の安全安心を確保していくことは、特に重要であ

ると考えております。

そのような中、今後予定している大規模事業につき

ましては、基本計画、実施計画に位置付けられたもの

であり、本市の将来像実現のために必要な事業である

と認識しております。特に、鈴木議員が挙げられた大

規模事業につきましては、全て必要な事業であり、計

画開始年度が定められていることから、その時期ごと

にしっかりと予算化できるように努めてまいります。

予算編成に当たっては、実施計画を指針とし、その

実施計画については、毎年、本市を取り巻く情勢を踏

まえ、見直しを図っておりますので、その際に、事業

規模、財源構成、後年度負担、財政状況等の複合的要

因も考慮しながら事業を取捨選択しております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

教育指導室長。

◎教育指導室長（工 藤 雅 史 君）

続きまして、鈴木議員からのご質問にお答えします。

尾花沢市教育委員会では、尾花沢市学校教育が目指

すＩＣＴ教育を、学習指導要領に記載されている情報

活用能力を育成する教育と位置付けております。具体

的には、課題を解決したり、新たな価値を創造したり、

そういったことをするために、必要な情報を収集し、

それらの情報を活用しながら、他者と協働していく教

育のことだというふうに捉えております。

また、ＧＩＧＡスクール構想により整備した１人１

台タブレットの活用を推進するために、昨年度からＩ

ＣＴ教育推進委員会を年３回行って、各校の実践につ

いて情報交換し活用の推進を図っております。

まず、本市のＩＣＴ教育の現状でございますが、１

人１台タブレットにつきましては、インターネット検

索、カメラ機能、プログラミングアプリ、Ｍｉｃｒｏ

ｓｏｆｔのＷｏｒｄやＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔなどが教

育活動のさまざまな場面で活用されております。例え

ば、ＭＥＳＨ（メッシュ）というプログラミング教材

ソフトが小学校に整備されております。ＬＥＤや人を

感知するセンサーなどについて、実感を伴ってプログ

ラミング学習できるようになっております。また、Ｍ

ｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｔｅａｍｓを使って、１つのシー

トに自分の意見などを同時に書き込むことのできる協

働作業も行われており、有効活用されてきていると捉

えております。

次に、ＩＣＴ利活用時のデータのやりとりにつきま

しては、尾花沢市学校情報セキュリティポリシーによ

り、個人情報を保護する観点などから、タブレットへ



のＵＳＢ挿入は禁止されております。ただし、児童生

徒の作品はクラウド上に保存されるため、ＵＳＢを使

わなくとも教師もしくは児童生徒間での閲覧は可能で、

学習に関して支障はないというふうに捉えております。

ここで、特色ある教育活動の今年度の成果について

２点紹介させていただきます。

まず、全国自作視聴覚教材コンクールにおいて、尾

花沢中学校芸術部が作成しました「築堤100周年 私

たちの徳良湖 花笠おどり」が全国で入選に輝いてお

ります。また、11月23日に遊学館で行われました、郷

土Ｙａｍａｇａｔａふるさと探究コンテストで、宮沢

小学校が「幻の米さわのはなを通じて、宮沢の良さを

発信しよう」というテーマで、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ

を使って発表し、審査員の方から高い評価をいただき

まして、小学生部門で見事大賞に輝いております。

本市の特色ある教育活動の１つに、ふるさと愛を育

む教育活動の充実が挙げられます。尾花沢市の特徴な

どについて、タブレットを活用して調べ、タブレット

を活用して発表する教育活動が各学校で行われており

ます。今後も推進していきたいと考えております。

ＩＣＴ教育に関しましては、小中学校段階では、冒

頭でも申し上げましたが、学習指導要領に示されてい

るように、学習の基盤となる資質能力の１つとして、

情報活用能力の育成に努めてまいります。具体的には、

全ての教育活動の中での効果的な活用のあり方を、Ｉ

ＣＴ教育推進委員会を核として今後も検討してまいり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木由美子議員。

◎13番（鈴 木 由美子議員）

一昨日から初雪も降りまして、いよいよ冬本番とな

るところです。毎回、間口除雪のことに関しましては、

高齢者のみや、ひとり暮らしの世帯だけでなく、皆さ

んが道路の除雪で、両脇に置かれる硬い雪の片付けに

困っております。あらためてお伺いしたいのですが、

市長のお考えになる間口除雪とは、どこをどう除雪す

ることとお考えなのか、お聞かせ願いたいと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

お答え申し上げます。先ほどご答弁させていただい

たような基本的に内容でありますが、いわゆる今、主

要道路を１日数回除雪した場合に、できるだけその雪

を玄関前に、道路に面しているところに大量に置いて

いかないようにというようなことが基本というふうに

考えております。それを今工夫しながら、なるべくそ

こに雪が溜まらないようにやっていただくというよう

なことを徹底してもらっておりますので、徐々にそう

いう効果が出てきておられるというふうに私は認識し

ております。とは言いながらも、必ずしもその場所場

所によって、いわゆる市民の方々がお困りの状態とい

うのは、先ほども申し上げました、皆さんが同じでは

ないというふうに考えております。したがいまして、

そこら辺のいわゆるそれぞれお困りの状態というもの

を、いろいろこれからも確認させていただきながら、

できうればそこにピンポイントにでも対応できるよう

な方法を、できるだけ早急に何らかの形で対応してい

けれればいいのかなというふうに思っております。

したがいまして、間口除雪そのものは、今もう既に

実施してもらっておる中で、できるだけ目の前に、特

に硬雪を置いて、そのままにということのないような

方法が可能であるなら、お願いしたいということで実

施しております。議員のほうからご質問の中にもあり

ましたが、例えば人員、機材、これを倍にすればとい

うようなお話もありましたが、そもそもそういう形に

なればもちろん、何て言うんでしょうか、どこもかし

こもうということはありうるのかもしれませんが、限

られた予算、そういう中で実施していく最善の方法で

今やっているというふうに私も認識しておりますので、

これからも皆様方がお困りの部分をしっかり調べさせ

ていただきながら、実施していきたいというふうに思

っております。以上であります。ありがとうございま

した。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木由美子議員。

◎13番（鈴 木 由美子議員）

私も何度も申し上げますが、市民みんなが間口除雪

の件では困っております。先ほどのお答えの中にも、

市道のように沿線にある全ての家屋を対象とした間口

除雪は、県道のことなんですけれども、市道のように

はいかないと、間口除雪は難しいというご答弁をいた

だきましたけれども、この県道に住む方たちも市民で

あります。ですから、こちら４年ほど前から間口除雪

を推進されてきているわけですけれども、実際にでき

ているのでしょうか等、お尋ねしたいところです。

また、このマルチワーク、特定地域づくり事業協同

組合を立ち上げてという市長のお考えなんですけれど

も、前回市長からのご答弁の中に、自宅周辺の除雪に

お困りの方のためにも、作業請負仕組み作りをしたい

というご答弁を受けたと思います。それに関しまして、



私はシルバー人材センターや、ほかの団体さんとの整

合性も取るともお聞きしておりますけれども、そうい

った方との共存共栄というのは、どういうふうになる

のかとか、あとはその自宅周辺の除雪というのは、奥

行きの除雪であって、間口除雪とはまた別なものであ

ると思っております。市長の公約にあります、マルチ

ワークを希望する若者や、意欲あふれる高齢者による

地域づくり組合を立ち上げて、冬季の間口除雪などを

請け負う仕組み作りを進めますとありますので、あく

までもその地域づくり組合は間口除雪を強化するため

のものであると私も認識しております。

それでその組合の運営についてでありますが、今い

ろいろと先行事例などもお聞きしながら進めていくと

いうことでありますが、そちらの運営経費についてで

すけれども、私があの調べた範囲ですけれども、２分

の１の範囲で公費支援があります。その内訳は、半分

のうちの国が２分の１、市町村が２分の１です。残り

の２分の１は利用者負担というか、利用料金収入する

というふうになっているわけですけれども、そういっ

た地域づくり協同組合を立ち上げた場合に、実際に稼

働された時に、その利用料金はどなたに請求するとお

考えなのかというところもお聞きしたいんですが、い

かがでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

お答え申し上げます。前段のほうで今ご質問あった

県道の部分の間口除雪につきましては、いわゆる今現

在、必ずしも完璧ではないというようなことなんでし

ょうけれども、そこは少しずつですね、今、４年前の

お話もありましたが、少しずつやはりこちらのほうか

らも依頼しながら進めてもらって、いわゆるその出入

口直接のところに溜まらないような、いわゆる方角を

少し変えてやったりとかですね、いろいろ工夫しなが

らやってもらっているというふうに認識しております。

もちろんこれからも引き続き、非常に厳しい場所につ

きましては、特にそういう場所につきましては、これ

からもしっかり県のほうに実状を申し上げて、しっか

りやっていただくような形にしたいというふうに思っ

ております。

あとは地域づくり事業協同組合につきましては、再

三ご説明させていただいているところではありますが、

その経費的なものにつきましても、これからどういう

形でやっていくのが一番いいのかというところはこれ

から詰めていきたいというふうに思っております。

たまたま今、山形新聞さんのほうで連載されたとこ

ろがまさにございます。そのいわゆる先進事例からし

ますと、2019年から検討を開始され、昨年2021年に立

ち上げされたというような、実質２年ぐらいかかって

いたわけです。これからしたがってその組織体制、組

織がどういう形が一番利に叶っているのか、いわゆる

雪の降らない時期、夏場、そして冬場、そこのいわゆ

る仕事の仕分け、そういうものも含めて、どのぐらい

の人員でどういうふうにしていくのかということも含

めてですね、これからしっかり検討していきたいとい

うふうに思っております。

いずれにしろ、これはあくまでも協同組合というこ

とでご賛同いただいた、いわゆる企業さん、もちろん

個人の方々、そういう方々が中心となって進めていく

協同組合の形になります。したがいまして、協同組合

に賛同していただいた方々が出資を募って、それも財

源としてやっていきたいというふうに考えております

ので、これから早ければ来年度ぐらいには、およそ形

作りが見えてくるのかなというふうに思っております

ので、もうしばらくお時間をいただきたいと。特にそ

の冬場の除雪につきましては、今冬の除雪、排雪体制

をしっかり確認させていただいて、先ほど再三再四申

し上げているんですが、特にどのどういう方々、どう

いう場所で、どのようなお困りごとがあるのか、そう

いうこともしっかりこれから調査させていただきたい

というふうに思っております。ありがとうございまし

た。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木議員。

◎13番（鈴 木 由美子議員）

私も某新聞のほう、毎日拝読しておりまして、特集

で出ているというのを拝見しました。そちらの町の事

例から言いますと、その地域づくり組合はすばらしい

ことではあるんですが、尾花沢市の間口除雪にあうの

かというところで、私もちょっと自問自答を、その記

事を見るたびに思っております。４、５人の体制で協

同組合を設立される場合が多いと、私もちょっと資料

見ましたけれども、間口除雪は４、５人ではとても足

りないような気がします。そして、賛同いただく方に

出資をしていただくということは、これは建設業組合

さんに賛同していただかなければならないのではない

かなと思います。間口除雪でありますので、一般市民

がそちらの出資者になる。間口除雪に関して依頼をし

たいという方が組合員さんになるというのは、ちょっ

となかなか難しいのではないかなと思うところです。



実際、押した雪というのは雪押し場に置かれるという、

先ほど最初のご答弁ありましたけれども、雪押し場が

ない、かなりのｍ数のところがございます。一部のと

ころに配慮したとしても、その雪というのは、結局押

し場がない限り、頑張って除雪している方のお宅に置

かざるを得ないというのが現状でございます。オペレ

ーターさんにとっても、本当にもうこの間口除雪とい

う施策ができてからは、住民もオペレーターさんも本

当にお互い気を使いながら冬を過ごすわけなんです。

オペレーターさんにとっては、本当にその住民の目も

厳しくなっておりますので、仕事もなかなかやりづら

そうにやっておられてまして、実際は、雪を置きたく

なくても置かなくちゃいけない時もあるんだと、本当

に泣いておられます。そういった点から言いますと、

本当にこの間口除雪、高齢者の世帯の間口でさえも、

なるべく硬い雪を置かないように配慮するということ

ですから、現実的に間口除雪はできているのでしょう

かとお伺いしたいところでした。なかなかこれあの、

雪押し場の問題は、区長さんから頑張って確保してい

ただいている状況とはお聞きしておりますが、借りて

いた土地が売れてしまったり、またそこに住宅が建っ

てしまったり、さまざま変化する中で、一度とは言い

ませんので、ある程度目ぼしいところもしございまし

たら、少しでも市で購入する、または借用する、そう

いった考えになっていかないと、排雪をどんどんする

というのも、これもう排雪費はもう年々増大しており

ますし、その辺もやはり考えていただかなくちゃいけ

ないところかなと思います。

次に財政課より、令和３年から令和７年までの財政

計画をシミュレーションしていただきましたけれども、

先ほどのご答弁では、どれもこれからの大規模事業は、

全て大切なことである。そうです、もちろん大切なこ

となんですけれども、その中でもやはり財政というも

のがある限り、一度に重ねて、その本当の計画どおり

やれればいいんですけれども、シミュレーションして

いただいた内容見た限りですと、令和７年の段階で、

経常収支比率が98.7％、これあくまでもシミュレーシ

ョンでありますので、小学校の建設費だけを入れたも

のとお聞きしております。土地購入費などは含まれて

ないということでしたけれども、もうその大規模事業

の入り口である令和７年の段階で、経常収支比率が

98.7％、実質公債費比率が13％など、どんどん余裕が

なくなっているようにその数字から見えて取れるんで

すけれども、令和５年度の予算の概算要求基準を５％

マイナスで予算を立てられるということをお聞きして

おりますけれども、それぞれの事業や計画をゼロから

見直す必要もあるのではないかなと私は思うところで

す。中長期的な財政計画も必要だと思うところであり

ますけれども、このような財政問題に市長はどのよう

に取り組んでいかれるのか、お考えをお聞かせくださ

い。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

お答え申し上げます。先ほど私のほうから答弁させ

ていただいたものが基本的な考えでありますが、さら

に細部ということでございますので、やはり事業その

ものは本当にたくさんあって、それも全て大規模なも

のになっております。しかし、取捨選択して、いわゆ

る後送りと、どんどんどんどん後送りしていけば、必

ずどこかの時点で、いわゆる同じ状況が待ってまいり

ます。したがいまして、今議員のほうからお話もござ

いましたように、マイナス５％、いわゆる事業をもう

一度見直ししまして、今まで既定に、既定予算として

進めてきたものでも、もうそろそろ新しいものに変え

ていくような事業がありましたら、いわゆる削除、削

減させていただいて、一方で新規に、これはどうして

も新たに進めなきゃいけないというようなものは、し

っかり予算化していく必要があると。いわゆる５年度

からそういう事業、いわゆる見直しをしていくことで、

これから先の事業、新たな大きい事業に対応していこ

うということの今、最初の一歩のスタートだというふ

うに思っております。

一方、大規模な事業については、今まさに物価高騰、

いろんなものが非常に値段が高くなってきている状況

の中で、今々精緻な数字を算出したところで、なかな

かこれもあまり意味のないところでありますので、現

段階では詳細な数字というものは出ておりません。し

かしながら、間違いなくある一定金額が必要になる。

それをいかに平準化して、実質公債費比率が18％を超

えないようにやっていく。過去にそういう事例があっ

たわけですので、もうそれをしっかり踏まえて、そう

いうことのないように進めていくということが今非常

に大事なことではあろうかと思っております。

したがいまして、予算を編成する過程において、し

っかりそこを念頭に置きながら、そしてメリハリのつ

いた予算を令和５年度作って、以降の６年度、７年度、

８年度につきましても、これからしっかり毎年見直し

をし、これで進めていってこの18％を超えないような、

少なくともそういうものにならないように進めていく



ということが、非常に大事なんだというふうに肝に銘

じているところであります。ありがとうございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木議員。

◎13番（鈴 木 由美子議員）

今市長の仰られたように、メリハリのある予算、事

業をお願いしたいと思います。支払わなければいけな

い金額だけでもういっぱいいっぱいで、今までのよう

な市民サービスがなくなるというのも、私たち市民と

して困りますので、本当に重要な事業は残していただ

くようにお願いしたいと思います。

私先日ですけれども、ごみ処理施設の更新の件で環

境省の職員の方とオンライン研修をいたしました。焼

却施設の耐用年数というのは、だいたい15年～20年程

度と言われている中で、全国の老朽化の現状として、

全国で1,056施設あるそうですけれども、築20年以上

が434、築30年以上が183、築40年以上が55施設、その

55施設の中の１つに本市と大石田町の焼却場施設があ

るわけです。それでその施設の建築年数が古いからと

いって、補助申請が優先的になるわけではないと。む

しろ、現在、申請件数が多数であるため、なるべく１

年でも先送りしていただけないでしょうかとお願いし

ている状況とお聞きしました。そういった状況ではあ

りますけれども、今まで本市と大石田町のみ広域化が

進まず、１市１町の財政規模問題など、地域の現状を

強く国に訴えてもらいたいと、環境省の職員の方から

もお話ありましたので、ここは本当に結城市長の力の

見せ所ではないのかなと思いますけれども、今後のご

予定など、お考えをお聞きしたいしたいと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

ありがとうございます。今ご指摘のあった件につき

ましては、まさに仰るとおりで、補助事業として非常

に厳しい状況にあるというふうに認識しております。

55施設の１つ、多いか少ないかという議論はあっても、

55の施設も全部更新の時期に来ているという中で、い

かに当方のごみ処理施設をしっかり認めてもらう、そ

れが非常に大事なことなんだというふうに思っていま

す。

したがいまして、例えばそのごみ処理施設そのもの

が当方と残りの54施設の違い、どういう違いがあるの

か、それも分からない中でお話申し上げるんですが、

この地域に置かれている環境、豪雪地帯である、併せ

て何て言うんでしょうか、農作物、第一次産業の非常

に大事な場所、そういうことも含めた時に、いわゆる

ゴミをいかに処理していくか、これ非常に大事なこと

でありまして、環境、そういう問題もあるでしょうし、

そういう中でやはり、当方がこの施設をこのままにし

ておいて、それによる影響が、どういう影響が出てく

るかというところをしっかりご説明申し上げて、なん

とか早期実現できるように頑張っていきたい、そのよ

うに認識しているところであります。ありがとうござ

いました。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木議員。

◎13番（鈴 木 由美子議員）

ぜひ結城市長には頑張っていただいて、併せまして、

国の前に県などにも、まず県が先にこの広域化のほう

で、指導のほうを担っていらっしゃると思いますので、

そちらの県のほうにも要望をお願いしたいと思います。

続きまして小中学校の建設予定地が決まっておりま

すが、いよいよ新しい学校建設に向けて取り組まれる

と存じますけれども、設備の整備はもとより、教育の

中身や質も大変重要であると思っております。そこで

10月の市報に掲載されていました、市長コラムの中に、

デジタル人材育成について触れられておられました。

義務教育の中で、特にデジタルに興味関心が湧いた子

どもたちを、どのようにすくい上げて意欲を持たせて

いくのか。市としてどのように応援していかれるのか、

市長のお考えをお聞かせ願えます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

ありがとうございます。今ご質問のあった、いわゆ

るデジタル教育というんでしょうか、細部教育の内容

についてはちょっと私のほうが、細かいところは申し

上げられないんですが、いわゆる考え方として、なぜ

それが大事なのかというところにつきましては、ちょ

っとお話申し上げたいと思います。

昨今、新型コロナウイルスの蔓延によりまして、い

わゆる仕事そのものが、必ずしも職場に行かないで、

いわゆるインターネット環境を使いながら、ネットで

やり取りをするというような場面が、まさにそういう

状況で仕事をするというものが出てきたわけですけれ

ども、例えば尾花沢市にいても、東京の企業さんとい

ろいろやり取りができるというようなことであれば、

これから例えば尾花沢市に住みながら、東京の企業さ

んに入社してこちらで、こちらの場にいて仕事ができ

るというようなことができるんであれば、非常に今の



時代に合っている部分があるのかなと。必ずしも全て

が全てそういうわけでもいかないんでしょうけれども、

そういう部分もあるんだろうと思います。そういう中

にあって、例えばその我々世代もそうでしたが、なか

なかそういうデジタルの環境になかったもので、なか

なかとっつきにくいというところがあるんですが、本

当に今子どもさん方、もうすぐそういう、例えば何か

プログラムをしてコンピュータを使っていくというよ

うなことでも、本当に幼少のうちからそういう環境に

あると、もう瞬く間に新たなプログラムを作って、い

わゆる学校教育、自分たちの今、教育環境の中でも、

自分たちで何とかそういう課題を解決しようというよ

うなこともできるようです。私も細かいところは、な

かなかあまり不勉強で分からないんですが、そういう

いわゆる子どもさんのうちから自分たちで課題を見つ

けて、その課題を解決するためのいわゆるデジタルを

使ってやる、やっていくというのがまさに今の時代に

すごく合っていると。学校の教育そのものも探究型、

いわゆる一方的に先生方が指導していくだけではなく

て、子どもさん方が自分たちで自分の課題を見つけて

それを解決し、そのまさにきっかけ作りとして、そう

いうデジタルを使ってやっていくと。それが将来に、

まさに先ほど前段で申し上げたような、仕事に直結し

てくるような人材が出てくれば、やはり今、言われて

いるのは人材不足だと。そういうデジタルに精通した

方々が非常に少ない。そこがいわゆるこれから日本も

世界戦略というか、世界に打って出ていくような場に

おいては、やはりそういう人材が非常に大事だという

ことで、尾花沢市の小中学生が将来そういう場面で活

躍できるようにということで、今のうちからそういう

環境を準備できればいいなという思いであります。長

くなってしまいました。ありがとうございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木議員。

◎13番（鈴 木 由美子議員）

先日、市長も来られましたけれども、10月28日に尾

花沢市内の小学校５年生、一部４年生、６年生も含ま

れているようでしたが、今の尾花沢市の義務教育の中

にも、センサーなどを使ったプログラミング教育のシ

ステムがあるともお聞きしましたが、その時も、セン

サーなどを使ったプログラミング体験学習が行われま

した。私もちょっと参加させて、見学させていただい

たんですけれども、あの時は小学校の中でやられたわ

けですけれども、やはり義務教育の中では、ある程度

平準的な、みんながある程度のことを覚えられる水準

に達するというのが目的でありますので、その程度で

しか先生方もなかなかそこまでなのかと思います。で

すがその中で、少しでも興味関心湧いた子どもさんを

市として、やはり市長の考えるデジタル人材構想の中

で、育成の中で、そういった芽生えた子どもさんを救

い上げるというところにも力を注いでいただく必要が

あるのではないかなと思います。厳しい財政状況では

あるんですけれども、なるべく教育費というのは削減

することなく、デジタルの専門家をアドバイザーとし

て契約できるように予算化して、この前のような、あ

れは学校でやりましたが、また違う場所で興味のある

方を募集してやれるようなやり方を、継続して事業を

進めていただきたいと思います。

今朝、某新聞また私、愛読しておりますので、見ま

したら、東根市でもＳＴＥＡＭ、スティームという教

育を推進されていて、そちら公民館活動という、義務

教育のとはまた違う企画でやっていらっしゃるようで

す。またデジタルに特化するわけではないんですけれ

ども、天童市の天童中部小学校では、さまざまな子ど

もたちに自由に、その自分の得意分野を自主的に学習

できるような仕組みでやってらっしゃったりとか、今

までの画一的な教育だけじゃなくて、一歩前に進んだ

やり方もされているということも、今朝の新聞で知り

ました。こういったこともまたいろいろと参考にされ

て、尾花沢市独自の子どもさんの育成に取り組んでい

っていただきたいと思います。これで私の質問を終わ

ります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で、鈴木由美子議員の質問を打ち切ります。

ここで、換気のため10分間休憩いたします

休 憩 午前11時02分

再 開 午前11時11分

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

再開いたします。

次に11番 和田哲議員の発言を許します。和田議員。

〔11番 和田 哲 議員 登壇〕

◎11番（和 田 哲 議員）

議席番号11番、和田哲です。よろしくお願いします。

尾花沢市空き公共施設解体計画の現状と今後につい

てお尋ねします。尾花沢市空き公共施設解体計画が平

成30年11月に策定されてから、今年で４年が経過しま

した。これまで解体経費に要する財源確保と解体スケ

ジュール管理に努めてきたことから、本計画に基づく



事業は、おおむね順調に完了してきたと検証できます。

しかし、昨今の原油価格高騰や物価高騰等による本計

画への影響は、不可避と言わざるを得ない状況であり

ます。計画の目的である将来に向けた持続可能な行財

政運営に資するためにも、このような外部的要因を把

握、共有し今後の解体費用に反映させた財政計画が必

要であると考えますが、当局のご所見をお伺いします。

また、対象施設の解体に関わる優先順位は、計画策

定時において暫定的であります。本計画は公共施設等

整備基金の取り崩しを要することから、優先順位の決

定は極めて重要であり、市政運営全体を考慮した再確

認が必要と考えますが、当局のご所見をお伺いします。

次に、徳良湖周辺施設整備の進捗状況及び課題と判

断について２点お尋ねします。

１つ目は、現在徳良湖自然研修センター内に整備を

進めているコワーキングスペースについて、進捗状況、

完成までの見通しはどのようか。また、課題等があれ

ば併せてお尋ねします。

２つ目は花畑造成工事について、進捗状況、実状や

課題、見込み経費、方向性の判断をお尋ねします。

以上、通告にしたがう質問とさせていただきます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

和田議員からは２点についてのご質問をいただきま

した。順次お答えをいたします。

初めに、空き公共施設解体計画についてのお尋ねで

すが、当該計画は本市が所有する空き公共施設につい

て、解体経費、解体に要する財源を示しながら計画的

に解体を進めることにより、地域の安全安心を確保す

るとともに、将来に向けた持続可能な行財政運営に資

することを目的として平成30年11月に策定したもので、

計画の概要については、市報等を通じて市民の皆様に

もお知らせしております。

和田議員からは、物価高騰など計画策定時と現在で

は社会情勢も異なることから、現状に沿った形で解体

計画を見直し、その内容を財政計画に反映させる必要

があるのではないかとのことであります。解体計画に

も記載のとおり、計画策定にあたっては、当時、庁内

で保有するデータ等を参考にしながら、概算費用を算

出いたしましたが、計画策定からこれまでの間、資材

や労務単価等が高騰し続け、計画と実績に乖離が生じ

ているのも事実であります。そのため、より精度の高

い財政計画を策定するためには、空き公共施設解体計

画の解体費用について見直しを図る必要があり、空き

公共施設の利活用及び管理に関する検討委員会を中心

に、議論を進めてまいりたいと考えております。

また、解体スケジュールについては、閉校した小学

校を中心に、計画に基づき、順次解体しております。

今後とも近隣住民の安全確保や景観保全のため、市民

の皆様にお知らせした計画に沿って実施してまいりま

す。

次に、徳良湖周辺施設整備の進捗状況等についてお

答えをいたします。

徳良湖周辺の施設整備については、徳良湖周辺整備

マスタープランに基づき実施しておりますが、コワー

キングスペースの整備につきましては、自然研修セン

ターの利用促進を図る方策の１つとして、老朽化して

いる施設の改修に合わせ取り組んでおります。今年度

は、県内の先進事例の視察を行い、９月からは内装工

事と併せ、インターネット回線に接続できるようＷi

－Ｆiの整備を実施しており、11月には「ＹＡＭＡＧ

ＡＴＡ Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｍｍｉｔ ２０２２」の尾

花沢市エリアセッション会場として利用されています。

また、改修を進めていく中で、建築当時のままであ

った空調設備にも不具合が確認されておりますので、

感染症対策も考慮した空調設備への更新を図ってまい

ります。

次に、遊休地を有効活用する花畑につきましては、

令和２年度に測量設計を実施し、令和３年度からは造

成工事に着手、今年度８月に地盤成形が終了していま

す。その後、地質等調査と土壌改良を施し、現在、試

験植栽を実施している状況であります。これまでも議

員の皆様からは、工事費や維持管理費等に係るさまざ

まなご意見を頂戴しておりましたので、周辺施設の指

定管理者である、株式会社ふるさと振興公社や関係団

体からも意見を拝聴し、再度検討してきたところであ

ります。その中で、おばなざわ雪まつりの会場として

も多くの市民が集う場所でもあり、その足元へ花卉を

植栽するのはリスクが大きいとの結論に至っておりま

す。また、過去には似たような失敗があったとも聞い

ておりますので、方向転換も視野に入れながら再考し

ていく考えであります。そのため、ワークショップ等

で出されていた意見をもう一度見直し、冬期間の活用

も十分考慮した形で、また、試験植栽の結果も踏まえ

ながら、新たな整備計画を早急に示していきたいと考

えておりますので、よろしくお願いをいたします。

以上、私の答弁といたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）



和田哲議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

それでは、再質問を続けさせていただきたいと思い

ます。

まず初めに、尾花沢市空き公共施設解体計画の現状

と今後について、再質問させていただきたいなと思い

ますが、その前にですね、今回テーマにさせていただ

きました現状について、事前にお伝えさせていただき

たいなと思います。この現状という意味合いですけれ

ども、これまでの経過も含めた現状という意味で質問

させていただいておりますので、あらかじめご了承い

ただきたいなと思います。

それと併せまして、今回の再質問をするに当たって

ですけれども、今回の目的は、先ほど市長からご答弁

いただきましたように、尾花沢市空き公共施設の解体

計画がテーマになっておりますが、これに関するほか

の計画であったり、これに関するほかの組織であった

り、市民の声という部分も存在してまいりますので、

再質問を進めるに当たってですね、本計画に付随した、

幅が広がった再質問になる場合もございますので、あ

らかじめご了承いただきたいなと思います。

それでは早速再質問させていただきたいと思います。

まずですね、この尾花沢市の空き公共施設を今後進め

ていくに当たって、まず現状をですね、もう一度お尋

ねさせていただきたいなと思います。解体対象施設の

状況でありますけれども、これまで解体を進めてきて

残った、まだ解体未着地の施設のですね、着工年数と

経過年数について、共有を図る目的として、ご答弁い

ただきたいなと思いますが、よろしくお願いいたしま

す。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

総合政策課。

◎総合政策課長補佐（阿 部 秀 人 君）

それではお答えいたします。尾花沢市空き公共施設

解体計画書には、全部で９つの施設が記載されてござ

います。これまで４施設の解体が完了してございます

ので、残り５つの施設となっております。残る５つの

施設につきましては、旧福原中部小学校、旧常盤小学

校、旧尾花沢地区公民館、文化体育施設の研修棟、最

後に旧市民会館の５つでございます。こちら５つの施

設につきまして、建設からそれぞれ、旧福原中部小学

校につきましては43年、旧常盤小学校につきましては

51年、旧尾花沢地区公民館につきましては54年、文化

体育施設研修棟につきましては50年、旧市民会館につ

きましては59年となってございます。以上であります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

今あの総合政策課のほうからは、経過年数という形

で丁寧にご説明いただいたなと思っています。今これ

まで、４つの施設が解体完了して、残り５施設であり

ます。その中には、今お答えいただいた５つの施設が

残っているわけですが、そのうち２つは小学校の校舎

ということで、これまで同様、この計画に沿ってです

ね、財政計画も鑑みながら解体が進んでいくと思われ

ますが、やはりこの問題はですね、尾花沢地区公民館

と旧市民会館なのかなと思っております。今お答えい

ただいた経過年数も、実はこの２つですね、旧市民会

館に関しては59年、尾花沢地区公民館については54年

ですね、経過しているということであります。本来で

あれば、こういった経過年数が経っている施設は、優

先順位に、上位のほうに入ってくるはずではあります

が、現在、この解体計画書の中には、先ほど質問席で

申し上げましたが、暫定的となっております。その理

由についてですね、どういった理由があって、まだ解

体計画の中に盛り込まれていないかお答えいただきた

いなと思います。よろしくお願いします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

総合政策課。

◎総合政策課長補佐（阿 部 秀 人 君）

お答えいたします。尾花沢市空き公共施設解体計画

書の中では、旧警察署の跡地の利活用を図る北町地区

の再整備計画を進めていく中で、その解体年度も明確

にしていくというふうなことになってござます。以上

です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

解体計画書の確認のような質問になってしまって、

ちょっと申し訳なかったんですが、ここに明文化され

ていません。この２つの施設を優先順位に含めるため

には、北町地区再整備計画の方向性が定まった時点で、

優先順位に組み込まれてくるということであります。

その計画を進めるに当たって、どのように北町再整備

計画が進んでいるのかなという部分をちょっと考えま

すと、冒頭申し上げましたように、おそらく尾花沢地

区区長会さんもですね、要望書という部分も、尾花沢

地区再整備計画の中には密接に関係しているかなと。

これまでの経過の中でも確認されているところではあ

りますが、あらためて北町再整備計画を進めていくに



当たって、尾花沢地区区長会さんから出された要望書

という内容についてですね、どのように関係している

か、お尋ねしたいと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

総合政策課。

◎総合政策課長補佐（阿 部 秀 人 君）

お答えいたします。尾花沢地区区長会から出されて

いる要望書の趣旨につきましては、旧警察跡地や現在

祭りのお神輿、祭りの山車を格納している旧市民会館

敷地の有効活用でございます。具体的なものとしまし

ては、地区公民館機能を付加したコミュニティセンタ

ーの設置を要望するものとなります。以上でございま

す。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

こちら平成27年２月６日に受領された要望内容が、

今お答えいただく内容になっているかと思います。や

はり空き公共施設解体計画を今後進めていくには、北

町再整備計画の決定が必要であって、北町再整備計画

を進めるためには、やはりこの要望書に対する市の考

え、方針がですね、決定しなければ、今後の空き公共

施設の解体、優先順位というのは計画が立てられない。

よって本計画の目的である行財政運営に資するために

は、今解決すべき点というのは、実はこの計画から外

れた部分にあるんだなという部分をちょっと共有した

いなと思っています。当時出された要望書に対しまし

て、市のほうは受領した上で、既にですね、警察跡地

の利用方法も含めて、尾花沢地区区長会さんのほうに

既に提示済みであります。当時の市長の考えもあった

上で進んできたわけではありますが、その要望書に対

する今後の市の考えとしてですね、新しく結城市長は

どのように進めていくお考えか、お尋ねしたいと思い

ます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

お答え申し上げます。今空き公共施設の解体計画で

しょうか、それをご提案いろいろいただいているとこ

ろでありますが、やはり私としては、まち全体のいわ

ゆる整備計画というものをやはり念頭に置きつつ、個

別にそれぞれどういう形がいいのかというところを、

これから皆様方と特に区長の皆様方からいろいろご意

見をいただきながら、整備をしていきたいというふう

に思っております。30年にできました解体計画も拝見

いたしましたし、ただやはり、年数も経っていること

から、先ほど答弁にもさせていただきましたが、やは

り見直しがかなり必要なのかなというふうには思って

います。したがいまして、経費のみならず、全体をも

う一度見直させていただきながら、またその委員会を

通して、いろいろ皆様方と議論をさせていただきたい

なと。なおかつ、私が就任以降、何度もまたお話申し

上げているところでありますが、これから小学校統合

を念頭に置きながら事業を進めていくわけですが、そ

の中でまたさらに小学校が閉じてしまう、そういう状

況を今迎えているわけでございまして、その辺も可能

であれば再利用、まだまだ使えるところもたくさんあ

りますので、そこをまず中心に、そういう可能性のあ

る方々にもしっかり調整していけれればなと思ってい

ます。その上で、増えてきている公共施設、いわゆる

用が済んだようなところを、もう一度どういうふうに

していけばいいのか。それと合わせて財源、そして優

先順位。優先順位においては、いわゆる災害等、いわ

ゆる人命に関わるような部分については、やはり最優

先で実施していかなければいけない、そういうふうに

思っておりますので、そういう観点でもう一度見直し

をして、しっかりしたものに作っていきたいというふ

うに思っております。ありがとうございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

引き続き解体計画その目的を達成しながら、結城市

長におかれましては、この全体のまちづくりを含めた

この解体、あるいは今後計画されている学園、当時は

学園構想でしたか、それがスタートした新しい小学校

の建設地を中心としたまちづくりも進めていきたいと

いうことであります。ぜひその中でですね、これまで

の背景を踏まえまして、尾花沢地区区長会ですね、か

ら出されたその意見に対する、市のこれまでの経過の

中で北町再整備計画のことですけれども、もう既にＡ

案、Ｂ案という形で示されております。こちらがです

ね、もう令和２年12月22日の段階で、総合政策課さん

のほうが尾花沢地区区長会さんのほうに提示されてい

るわけであります。その時点で、まず空き公共施設解

体計画も含めながら進めていくということで、既に説

明をされているかと思います。そのあと、その進捗状

況ということで、令和３年12月ですね、１年後に開催

しようとしましたが、こちらは残念ながらコロナでこ

の会議が開催されておりません。よって、北町再整備

計画の進捗状況につきまして、併せて尾花沢地区区長



会さんへの市の回答としては、令和２年12月22日から

ストップしている状況であります。今後計画されてい

るまちづくりを進めるためにも、やはりもう一度です

ね、今度新しくなった結城市長が、尾花沢地区区長会

さんのほうとですね、その要望書に対する市長の考え

と、そして方向性という部分をですね、ぜひ示してい

ただきたいなと思いますが、結城市長いかがでしょう

か。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

ご質問ありがとうございます。先ほどちょっと私も

ちょっと舌足らずのところがございましたんですが、

区長会のほうからいただいたご提案につきまして、全

く無になるということではなくてですね。私も北町地

域を拝見している中で、やはり旧市民会館、警察署跡

地、あそこの再利用というのは、やはり早急に考えな

ければいけないところの１つだというふうには認識し

ております。したがいまして、そこをご提案いただい

たことをしっかり念頭に置きつつ、やはり市民会館が

あそこにあったことは現実ですし、警察署、地区公民

館、そういう本当にまちの中心となるような場であっ

たわけですので、そこをしっかり皆様方からご意見い

ただいたものを踏まえた上で、そうしましたら、どう

いうものがいわゆる北町地域に特にいいのか。そこら

辺をまさに区長さん方ともう一度お話させていただい

て、まち全体の配置というものもこちらからお話させ

ていただいて、より良い配置にさせていただきたいと

というふうに思っております。よろしくお願いいたし

ます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

分かりました。これまでちょっと再質問を進めてい

る中で、本来のテーマから逸れた形で、今立ち位置と

して質問させていただいておりますが、やはりここが

進まないと空き公共施設解体計画は進まないというこ

とは、やはり再認識できたかなと思います。これまで

も一番近いところで言えば旧明徳小学校の跡地を除雪

基地にすると。あるいは旧名木沢小学校をコミュニテ

ィセンターにすると。解体で留まってしまうものもあ

れば、利活用するものも、これまで実施してはきまし

たが、今後の残された施設を考えますと、小学校に関

してはこれまでどおり計画書に沿って可能かと思われ

ますが、今テーマに取り上げましたこの２つの施設に

関しては、解体が先ではなくて計画が先じゃないとこ

ちらの解体が進まないのかなという点は、これまでの

計画書の中でも確認することができます。先ほど答弁

いただきましたようにですね、今後の旧警察跡地の中

には、新しいコミュニティセンターだけではなくて、

今の旧市民会館の中には格納庫という部分も存在され

ております。これまでも過去の私の一般質問の中でも、

積み上げさせていただいた部分がありますので、こち

らに関しては後ほど確認していただければと思います

が、やはりその格納庫を建設するためには、用地用途

の分類から、今の場所ではなくて、旧警察跡地でない

と建設できないという部分もあります。さまざま課題

点はあるかと思いますが、ぜひ計画を立てていただい

て、急いでいただいて、その計画が方向性が見据えた

ら、この空き公共施設の優先順位の中に組み込んでい

ただきたいなと思います。これから令和９年に向けて、

新しい学校の新設、先ほどの鈴木由美子議員からもあ

りましたように、今後の行財政を考えれば、建設だけ

ではなくて、こちらの解体という部分も併せて考えて

いく必要があるのかなと思います。解体はまちづくり

の一環だと思っておりますので、ぜひ今後ともですね、

ご善処いただきたいなと思います。よろしくお願いし

ます。

次に、徳良湖関係について再質問させていただきた

いと思います。主に２つの施設を取り上げて、質問さ

せていただきました。まず前段のコワーキングスペー

スについて、ちょっと詳細な質問をさせていただきた

いなと思いますが、実際中身は整ってきていると。今

年度ですね、令和４年度の新予算、こちらも全会一致

で可決された上で進んでいる事業であります。コワー

キングスペースそのものについては、おおむね完成し

て、11月に「ＹＡＭＡＧＡＴＡ Ｙｏｕｔｈ Ｓｕｍ

ｍｉｔ ２０２２」も開催されるまで進んできたとい

うことでありますが、やはりこの大元の施設が古いと

いうのがやっぱり現状ですね。そういったことから、

先ほどの市長答弁の中では、建築当時のままであるが

ために空調設備に不具合が生じているというのが、確

認された課題ということで認識しております。この空

調設備の不具合なんですけれども、具体的にどういっ

たところが不具合が生じているのか、お尋ねします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。徳良湖自然研修センター、こち

らの空調設備でございますが、先ほど市長答弁ありま



したとおり、昭和61年の建設当時からあったものでご

ざいます。ここ近年全く起動しておりませんで、とい

うようなこともございましたが、このコワーキングス

ペースとする２階のロビー部分を司っているもの、あ

とは３階の宿泊部屋について、感染症対策、要は換気

機能の付いたものを新たに設置するというようなこと

を予定してございました。しかしながら、この予定数

を設置した場合の大元であります電力の不足という部

分も判明いたしまして、新たな動力電力を引き込む必

要があるという電力会社からの指摘もあったところで

ございます。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

大元のやっぱり電力部分が供給できないという状況

がですね、コワーキングスペースの整備を進めている

中で見えてきた新たな課題かなと思います。もう中の

ほうは整備が整いまして、なるべく早くいろんな方に

利用していただきたいなということではありますが、

大元の電力が供給オーバーということでは、非常にオ

ープンに不安が生じてまいります。これからですね、

降雪の時期に入ってきますが、なるべく雪解け以降、

徳良湖の魅力を発信しながら、ぜひコワーキングスペ

ースを十分な形で提供していただきたいなと思います

が、その不具合に対する今後の取り組みというのは、

電力関係をですね、もちろん整備しなくちゃいけない

と思いますが、今後はどのように対処されていくんで

しょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。今回見つかりましたその電力不

足、やはり新たに電力を引き込むという作業が必要に

なってきてございます。今回、今年度頂戴しておりま

す予算の範囲内では、当然改修範囲を超えてしまうと

いうようなことでもございますので、ある程度その動

力を引き込む新たな予算措置等も必要になってくるか

と思います。現状を精査しながら最終的な経費を算出

しまして、新年度から計画的に整備できるように準備

していきたいと思います。

なお、雪解けからの開所、ゴールデンウィーク前後

の開所を目指してはいきたいと思っておりますが、こ

の電力の進捗につきまして、夏場の冷房の使用ですと

かに間に合わせられるような、工事進捗をしていきた

いと思ってございます。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

来年のゴールデンウィークを目標に、あとは進捗状

況ではまだどうなるか分からないけれども、やっぱり

夏場までにはですね、しっかりこう整備を進めていた

だきたいなと思います。あくまでも今回は、コワーキ

ングスペースの事業を行うためだけの、令和４年度の

予算で整備してきました。今回の不具合というのは、

徳良湖研修センターそのもののやはり不具合でありま

すので、ぜひ可能であれば、来年度の予算、また当初

予算に間に合えば、当初予算でぜひ対処していただき

たいことの一つでもありますし、遅くても今、課長か

らいただいた時期までにですね、整備を進めるように

ぜひご善処いただきたいなと思います。

それとですね。さらに整備が必要ということであり

ますが、若干提案になってしまうんですけれども、や

はり施設が老朽化していて、よくその利用者から、徳

良湖の利用者ではありませんけれども、コワーキング

スペースの利用まだ始まってませんので、徳良湖でこ

の研修センターを利用される利用者からよく話を伺い

ます。今度コワーキングスペースになるんだよなんて

話をすると、やっぱりこの外観がですね、可能な限り

でいいので、もっと見栄えのいい形にしてもらえたら

いいのになという声があります。もちろん施設そのも

のの改修というわけにはいきませんので、可能な範囲

ということでありますが、こちらの外観整備、私は研

修センターの老朽化に伴って外観をという声がありま

すけれども、市としてはこの外観についてですね、ち

ょっと提案になりますけれども、どのようにお考えか、

お尋ねしたいなと思います。課長もしくは市長、よろ

しくお願いしたいと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

お答え申し上げます。やはり建物そのものが結構老

朽化しているというもので、いわゆるそういう建物で

あっても再利用、何とかしなきゃいけないというよう

なことから、今回そもそも整備計画が出てきたという

ことなんだろうと思います。元々このこういう状態じ

ゃなくて、その例えばコワーキングスペースを入れる

建物として、なおかつ何て言うんでしょうか、少し時

代が遡る、以前にはあまり想定していないようなこと

が今少しずつ行われているということなので、必ずし

もやっぱり時代に合ったものではないだろうと私も思



っています。ただ先ほど答弁させていただいたものと、

これからたぶんご質問がまたあるのかもしれませんが、

花畑の整備も然りだと思います。やはり全体的に徳良

湖そのものが、いわゆる手を入れているところと、手

を入れていない部分が結構やはりはっきりしていると

私は思います。したがいまして、これからもっともっ

と観光客を中心とした、もしくはコワーキングスペー

スで勉強していただいたり、仕事、ビジネスをしてい

ただく方々をもっともっと呼ぶためには、いろんなと

ころに手を入れていかなきゃいけないというふうに認

識しております。したがいまして、その中の一環とし

て、今ご提案いただいたようなことも含めて、検討し

ていきたいなというふうに思います。ありがとうござ

います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

全体的な設備を整備していく中でですね、徳良湖は

やっぱり外観は最低限度の統一性であったりですね、

見栄えというのは大事かなと思います。可能な範囲で

差し支えございませんので、ご検討いただけたらなと

思います。コワーキングスペースについては、もう１

点だけ質問させていただきたいなと思いますが、今回

そのコワーキングスペースでありますけれども、実際

コワーキングスペースそのものを考えれば、だいたい

コワーキングスペースの設置環境を考えますと、ほと

んどがやっぱり街中にあります。街中にあったほうが、

コワーキングスペースとしての、やはりその可能性の

広がりという部分は、街中にあったほうが有利だから、

中に設置されている部分がほとんどです。その中で尾

花沢市は、徳良湖にコワーキングスペースを設置する

ということでありますが、あらためて徳良湖プラス、

コワーキングスペースの魅力について、尾花沢市はど

のような差別化を図っていくのか、どういった徳良湖

からの魅力を発信されていくのか、お尋ねしたいと思

います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。在宅勤務等働き方改革がこれま

での社会情勢を踏まえまして、いろんなことが進んで

きておりました。そういう中でも、徳良湖におきまし

ては、豊かな自然環境、そして、豊富なアクティビテ

ィなどを兼ね備えたこの場所にテレワーク環境を整備

するということで、余暇時間を有効に使っていただき

ながら仕事をしていただく。それによってほかにない

働き方ができるんだよという、そういう場所ですとい

うようなことを、他所との差別化としてアピールして

まいりたいと。当然市民ですとか、市内の企業の皆様

にも、もちろん使っていただきたいと思いますし、首

都圏企業の皆様にもご活用いただく。そこで新たな人

間関係の構築、アイデアの新たなひらめきなどをでき

る場所として、オンラインでもつながりながら、想像、

創出できる場所として、広く活用していただけるので

はないかなと思ってございます。これが実現すれば、

尾花沢にも新たな事業が生まれたり、いろんな雇用創

出にもつながっていくのではないかと期待してござい

ます。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

ぜひ進めていただきたいと思いますが、やはりこの

コワーキングスペースそのものの役割と、徳良湖にあ

るコワーキングスペース、これ利用してもらわなけれ

ば始まらないということでありますので、その利用を

促進してもらうためにも、先ほど課長がですね、新設

備の中でお答えいただいた、ロビーだけではなくて３

階の宿泊部屋ということでもあります。やっぱりその

宿泊施設が整っているという観点では非常に強味かな

と思われますので、ぜひそういった視点からもコワー

キングスペースの利用促進につなげていただきたいと

思います。そのためにも、まずは受け入れる体制、そ

の電力の供給ですね、検討が必要かと思われますので、

よろしくお願いしたいと思います。

それでは２つ目の花畑造成工事について、再質問さ

せていただきたいと思います。先ほど、これまで花畑

造成工事ということで、予算も通過して、事業も着手

して、これからだというところまできてはいるんです

が、これまではやっぱり振り返った時にですね、ちょ

うど１年前の12月定例会における産業厚生常任委員会

の現地視察におきましても、その現状もですね、調査

させていただきました。これまではこれまでで決して

無駄ではないとは思いますが、やはりどこかで方向転

換していかないと、先ほど市長答弁にありましたよう

に、おそらく徳良湖周辺整備マスタープランの中で、

市民が見てイメージするような、これまでイメージし

てきた一連の花畑というのは、おそらく実現困難なの

ではないのかなと思われます。過去のおそらく星川議

員の中でではですね、質問の中でも、花畑に掛かる予

算ということで、当時商工観光課長のほうから、掛か



る経費は数千万円だと。年間数千万円掛かる予定です

ということで、明確な答えがなかなか出ない、かつ多

額の金額を要するということであります。その理由と

しては、やっぱり方向性がまだ定まっていない。どう

いった花畑にするかも見えていないし、だからどれぐ

らいの予算が掛かるかも分からないけれど、ただあの

規模を整備、維持し続けるためには、数千万円という

ことであります。その数の最初の数字がどうなるか分

かりませんけれども、少なからずこの維持費というの

は、先ほど市長が徳良湖の魅力、創出を描いている、

全体的な予算の獲得に影響を及ぼすことは十分に考え

られます。ただ、これまで整備を進めてきたものを無

駄にしない範囲で、可能な限り本来の目的である安ら

ぎゾーンというそのゾーンを作っていくという方向に

方向性を変えていくという意味では、私も同じ考えで

ありました。この方向性ですけれども、今までは花一

面であります。市長の中でですね、方向性、具体的な

内容についてはこれから検討が進むかとは思いますが、

現時点でその花一面にするのか、それともしないのか。

大枠の方向性で差し支えございませんので、もしも市

長の考えがございましたら、お答えいただきたいなと

思いますが、いかがでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

ご質問ありがとうございます。先ほどちょっと触れ

させていただいたんですが、やはり徳良湖全体の何て

言うんでしょうか、これから観光地としてですね、ど

ういう場所にしていくかという中で、まさに今もう既

に走っている花畑整備というものでありましたが、今

までやってきた造成とか調査とか、そういうところは

土地そのものに関わる部分で、なおかつ今グラウンド

ゴルフ場から湖面も見えるような、こう整地もきれい

になってきておりますので、それはそれでしっかり何

て言うんでしょうか、成果が出ているのかなというふ

うに思います。ただ、今議員のほうからお話のあった

とおり、花畑そのものはすごくイメージがいいもので、

本当にキラキラした湖面に映えるような花が、いろん

な各花がこう咲き揃っているようなイメージだとすば

らしい景観になるのかなというふうには思いますが、

やはり今議員のほうからもお話のあったように、これ

を維持管理していくということになりますと、これは

なかなか厳しいものがあって、例えば有料で、入場料

とかそういうものが仮に徴収、いただきながら運営し

ていくとか、なおかつ民間のそういう分野に精通して

いる方々にやっていただくというようなことであるな

ら、管理そのものはできるんでしょうけれども、財政

的にかなりの出費が必要となるというふうに考えます。

したがって、必ずしも全域が全部花でなくても、例え

ば本当に徳良湖で、なかなかほかの場所では見れない

そのイヌツツジとか、いわゆる尾花沢にゆかりのある

というか、縁のあるような花もあるわけでしょうし、

そういうものを所々に植栽していく。花が活きてくる

となれば、その場所そのものが、いわゆる私のイメー

ジとしては、グリーンの例えば芝生みたいなものがあ

ると、花も、必ずしも全部が花でなくても、ある部分

部分に花があることで、非常に花も活きてくる。なお

かつその場所もいろんな利用が出てくるのではないか

というふうなイメージを持っております。遊具がある

北側でしょうか、のほうは今芝もあるようですけれど、

遊具が必ずしもあそこまでいっぱいなくても、芝があ

ることでちょっと休んだりということが、若い人に限

らず、高齢の方もちょっと休める場所、癒される場所、

所々にあるようなお花も見れるよというようなのが、

比較的こう湖面とマッチするのかな、なんていうちょ

っとイメージを持っております。したがいまして、全

面花畑にするにはちょっと経費的に非常に厳しい。管

理、なおかつ、冬場の使い道、そういうものをトータ

ルして考え合わせると、そんなような使い方が一番徳

良湖には合っているのかなというふうに思います。い

ずれにせよ今後、皆さんのご意見いただきながら、ま

たどういう形がいいのかということを、また議論させ

ていただきたいというふうに思っております。ありが

とうございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

すばらしい構想をお持ちだなと思っています。やっ

ぱりこの徳良湖の今整備を進めているところは、徳良

湖周辺整備マスタープランに基づいて、さまざまな施

設の整備が進んでおります。まずはその安らぎゾーン、

今市長が仰るとおり、安らげるゾーンを作るというの

が目的で、その方法が花畑だったんですね。そのため

に、これまで地盤成形を今年の８月に完成させていた

だいております。ここまでは、今市長が考えられるよ

うな方向性にしても、花畑にしても、ここまでの取り

組みはほとんど必要だったことかなと私は思っていま

す。決して無駄にはなりませんので、ここまでやった

地盤成形を生かしながら、経費等も検討しながら、や

っぱり今の徳良湖で魅力をもう１回作り直していくと



いうのが大事かなと思っております。あらためてお尋

ねしたいと思いますが、やはり大元は徳良湖周辺整備

マスタープランであります。徳良湖周辺整備マスター

プランの整備の方向性というのは、大きくどういった

方向性で進んでいるのでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。徳良湖周辺整備マスタープラン

につきましては、令和２年にあるいは３年に改定をし

ながら、この安らぎゾーンのある程度変更しながらと

いうふうにやってきてございます。今後また新たなこ

の中期計画に基づいたところの整備が進められる予定

となってございます。この花畑も然り、東側の親水公

園等々も含まれているかと思います。ある程度そうい

う計画性を持って、またそのほか、当時のワークショ

ップ等でも出された意見、あとこれまで寄せられてい

る意見なども含みながら、微修正を加えつつ、やって

いくものがマスタープランではないかなと思ってござ

います。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

今準備されている計画もありますし、今後のマスタ

ープランのですね、進む方向は、今課長がお答えいた

だいた部分が主になってくるかと思いますが、やっぱ

りこの徳良湖周辺整備マスタープランはですね、今コ

ワーキングスペースも、花畑造成工事もそうですが、

やっぱり全面改修による機能の向上と、あとは部分改

修による機能の向上、そして管理運営による質的向上、

こちらは徳良湖周辺整備マスタープランの中に明記さ

れております。やっぱり今注力すべき点はですね、部

分改修による機能維持に基づいて、このコワーキング

スペースであったり、そのほかの整備も進んでいると

ころでありますが、この花畑造成工事は、一部のゾー

ンの全面改修であります。やっぱり今はですね、議会

当日、初日にですね、指定管理の上程もされておりま

す。まず今は、今の施設を今の運営管理でどのように

魅力を発信していくのかと。これまでは徳良湖周辺整

備マスタープランに基づいて、さまざまな整備がです

ね、計画を立てて、いわば急ぎ足のようで計画が進ん

でいて、それに伴う財源であったり、方向性というの

が追いついていないのが現状ではなかったかなと思い

ます。やっぱりこれまで進んできたものを、もう一度

足元を見て、今回のコワーキングスペース、そして花

畑造成工事の方向性をですね、機に一旦足元を見て、

本当にこのまま整備を進めるべきか、やはり今の既存

施設をもっと充実していくべきかという判断をする時

期に来ているのかなと思われます。

先日も指定管理者側のほうとですね、ちょっといろ

いろ情報をですね、今の利用者の状況はいかがですか

ということでお伺いしたら、やっぱり今キャンプ場も

利用者が増えてきてはいますが、１つの事例ですけれ

ども、もう電気自動車が進んできていて、ＥＶ車であ

ったり、ＰＨＥＶ車の充電設備がないという意見や、

あるいは、これまで議場の中でも花笠の湯のリニュー

アルという言葉が出てきているわりには、なかなかリ

ニューアルが進まない。そして今回の水温が低いこと

によって、重油の量が嵩むことによって、今本当にで

すね、指定管理者制度を導入しているその成果という

のが見えていないのが現状だと思います。まずは、指

定管理制度を進めるのであれば、その成果をアップす

るような仕組みであったり、今申し上げたコワーキン

グスペースを整備するのであれば、徳良湖に来て、そ

してそこからいろんなコミュニケーションが取れるよ

うな体制を構築するなりですね、まずは今の足元を見

て、徳良湖周辺整備マスタープランを進めていってい

ただきたいなと思います。その中で、最初の答弁の中

身ですね、ワークショップでいただいた意見をもう一

度原点に返って、そこを大事にして進めていくという

ことであります。ぜひ今回テーマで取り上げたコワー

キングスペースと花畑造成工事ではありますが、こち

らはこちらでしっかりと方向性と整備を進めていただ

いて、魅力ある徳良湖を発信していっていただきたい

と思いますが、最後にですね、市長、この徳良湖の魅

力創出はですね、第２期尾花沢市総合戦略の中でもし

っかりと明記されております。尾花沢の徳良湖の魅力

を創出、市長は今後どのように舵取りをされていく予

定かお尋ねしたいと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

ありがとうございます。やはり徳良湖は本当にいろ

んな場面で、私もあそこへ行っている機会がもう最近

増えてきておるんですが、とにかく100数年前ですか、

お米を作るために、いわゆる市民の皆さんが汗水流し

て作った非常に大事な尾花沢市の宝の１つであります。

なおかつ100年経った今、まさに髙宮常太郎さんが手

がけられた、いわゆるお米を作るための湖に、ヨット

が浮かんでいるというような今場面になっているわけ



です。本当に髙宮さんからすればですね、いやいやす

ばらしいなというふうに、天国で思っていらっしゃる

のかなと私なんか思うんですが、そういうふうに時代

とともに尾花沢の宝が変遷してきて、今や銀山温泉と

徳良湖、まさに尾花沢市にはなくてはならない場所に

なっております。したがって、まだまだその資源、い

わゆる活用されていないような部分があるように思い

ます。したがいまして、先ほど議員のほうからもお話

のありましたとおり、指定管理者として今お願いして

いる、ふるさと振興公社さんともしっかり膝を交えて、

どういう部分に力を注いでいけば、もっともっとお客

様に来ていただけるのか、そういうことも含めて、市

と一緒に、これから徳良湖をどういうふうに変えてい

けるのかというところをもっと議論して、さらに良い

場所として、市民の憩いの場と、なおかつ市外から来

ていただける観光の方々、癒しの場所というようなこ

とで、力を入れていきたい。財政計画とも兼ね合わせ

ながら、その何とか隙間の部分ででもしっかり整備し

ていけるように頑張っていきたいというふうに思って

いるところであります。ありがとうございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

よろしくお願いしたいと思います。以上で私の一般

質問を終わります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で、和田哲議員の質問を打ち切ります。

ここで昼食のため、午後１時10分まで休憩いたしま

す。

休 憩 午後０時10分

再 開 午後１時08分

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

再開いたします。

次に６番 小関英子議員の発言を許します。小関英

子議員。

〔６番 小関英子 議員 登壇〕

◎６番（小 関 英 子 議員）

令和４年12月定例会、通告にしたがい一般質問をさ

せていただきます。

初めに米の消費拡大についてお伺いいたします。

尾花沢の基幹産業である農業で、米の消費拡大は喫

緊の課題と考えます。身近なところから将来を見据え

た対策が必要と考えます。食べることと同時に、自然

に優しい新素材として活用する観点で取り組むことが

重要と考えます。３点お伺いします。

１点目、ふるさと納税の返礼品の拡大と体験型の返

礼品との連携を図る考えはあるかお伺いいたします。

２点目、米粉を使用し、パンや麺に加工し、学校給

食として地産地消の食育を図る。また、米の返礼品と

ともに米粉を返礼品として考えて、米粉を使用したお

菓子など、レシピなどを紹介していく考えはあるかお

伺いいたします。

３点目、ＳＤＧｓで持続可能な環境法が推進されて

います。米を活用して、環境に優しい新素材に原材料

としての活用の考えはあるかお伺いします。

次に、道の駅の観光、防災機能についてお伺いしま

す。

道の駅尾花沢ねまるは、観光案内の情報提供と新鮮

な地域農産物の提供とともに、自然災害や交通事故発

生時など、ドクターヘリのランデブーポイントで冬季

間使用可能な施設で、避難所として防災性機能が整備

されています。２点お伺いいたします。

１点目、道の駅尾花沢ねまると、尾花沢市唯一のＪ

Ｒ芦沢駅のスタンプを活用し、ＳＮＳなどで発信して、

関係人口の拡大を図っていく考えはあるかお伺いいた

します。

２点目、道の駅尾花沢ねまるは、災害時など避難所

としての機能を備えています。今後、観光客の方のみ

でなく、地域住民の火災の周知や訓練など、取り組み

をどう考えているかお伺いいたします。

次に、中学校の制服についてお伺いいたします。

新生尾花沢中学校は令和８年度に統合を目指して計

画が進められています。女子生徒の制服はスカートの

みで、冬季間の豪雪地帯であることを考えると、スラ

ックスの必要性もあると考えます。今後、在校生や保

護者の方へのアンケートなど、意見集約を行う予定は

あるかお伺いいたします。

次に、女性にやさしいまちづくりについてお伺いい

たします。

男性、女性ともに心身ともに健康で、お互いを尊重

していける社会は、女性にやさしいまちづくりにつな

がっていくと考えます。10代から100歳代がともに生

きている尾花沢市。それぞれの世代の女性の意見を調

査して、まちづくりに活かしていく施策の実施が必要

と考えます。２点お伺いいたします。

１点目、女性目線のまちづくり。健康、防災、地元

で生きる、生きがいづくりなど、具体的に各世代の女

性の目線を取り入れていけるよう、アンケート調査や



ワークショップなどでより多くの背景を集約する考え

はあるかお伺いいたします。

２点目、若い世代の女性が自分らしく生きやすい環

境づくり。若い世代、20代、30代が暮らしやすさの創

造の中で、職場環境の改善に取り組む考えがあるかお

伺いいたします。

以上、質問席からの質問とさせていただきます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

小関議員からは、大きく４点のご質問をいただきま

した。順次お答えいたします。なお、１点目のご質問

のうち、学校給食について及び３点目の中学校の制服

については、教育委員会より答弁いただきます。

まず、米の消費拡大についてのお尋ねですが、初め

に、ふるさと尾花沢応援基金事業、いわゆるふるさと

納税は、本来の趣旨である、心のふるさとや地域活性

化の観点から、本市の魅力と特産品を積極的にＰＲす

ることで、関係人口と尾花沢ファンの拡大を図ること

を目的としています。ふるさと納税における返礼品で

ありますが、お米は全国的にも人気の高い傾向にあり、

当市の返礼品の中では、尾花沢すいか、尾花沢牛に次

ぎ年間約7,000件の取り扱いで、寄附額については約

8,000万円となっています。これら尾花沢ブランドを

通して尾花沢ファンを拡大することにより、お米の返

礼品の需要開拓を図ることができると捉えており、引

き続き市場調査を踏まえた新規返礼品の開発も併せて

進めていく必要があると考えています。

また、お米の返礼品は、寄附者の生活スタイルに合

わせられるよう、グラム数に豊富なバリエーションを

設けています。さらに尾花沢すいかと尾花沢牛のほか、

お米の３品を季節に合わせお届けする返礼品など、寄

附者に寄り添った工夫も行っております。

次に、米粉についてのお尋ねですが、家族で米粉を

使ったお菓子や料理に利用していただけるレシピとセ

ットにした返礼品は令和３年度から設けており、今般

の巣ごもり需要を契機に、100件ほどの申し込みをい

ただいております。

なお、実際に尾花沢に来てもらう体験型返礼品につ

いては、尾花沢ファンや関係人口を経て、移住や定住

につながる有効な手段であると認識しておりますが、

お米を含めた生産現場での体験型返礼品は、寄附者の

ニーズを把握した上で検討してまいります。

次に、お米を原材料とした新素材についてのお尋ね

ですが、原料の一部に国内産のお米のうち廃棄米を使

用したバイオマスプラスチックは、100％国産である

こと、品質が高いこと、安定して供給できることなど

が特徴として挙げられ、ＳＤＧｓを実践できる効果が

期待されています。

バイオマスプラスチックのメリットとしては、原料

であるお米の生産過程でＣＯ２を吸収しているため、

総体的にＣＯ２が算出されないこと、また、石油系の

プラスチックにお米を加えるため、含有量分の石油系

プラスチックの削減につながること等が挙げられます。

一方、デメリットとしては、リサイクルができないこ

と、また、お米の含有量によっては生分解しないこと

等が挙げられます。

これらのお米の精製時に発生する食用に向かないお

米、通称くず米の新たな活用方法は、本市農業者の所

得向上手段の一つでもあり、ゼロカーボンシティ宣言

の先駆的な取り組みになると考えております。廃棄さ

れるお米の新たな流通を生み出すためには、集出荷業

者とバイオマスプラスチック生産に携わる企業との橋

渡し役として、市が関わることが必要であると考えて

おります。

現在、バイオマスプラスチックの原料調達に関する

問い合わせもいただいているようですので、十分に協

議を行いながら、環境にやさしいお米の活用を目指し

てまいります。

次に、道の駅ねまるの観光、防災機能についてお答

えいたします。

本市の道の駅は、ドライバーの休憩施設をはじめ、

道路に関する情報や近隣の観光情報の発信、また、地

域物産の販売や宣伝など住民との交流の場でもありま

す。さらには、地域防災拠点としてのドクターヘリの

ランデブーポイント及び大規模災害時の指定避難施設

としての機能も有しております。この施設の100ｍ圏

内にＪＲ芦沢駅があり、道路災害時の代替手段や鉄道

と連携した事業などにも幅広い活用が考えられます。

初めに、道の駅ねまるとＪＲ芦沢駅の連携による交

流人口の拡大についてですが、コロナ禍において全国

旅行支援が展開され人流が戻りつつある中で、道の駅

の存在は全国的にも注目されています。芦沢駅には、

平成30年度に、利用促進と観光誘客を目的として２つ

のスタンプを重ねて押すと１つの絵が完成するスタン

プを配置しました。２つ目のスタンプは限られた時間

でのみ押印できることになっており、その希少価値を

売りにしていることから、積極的なＰＲは行っており

ません。それでも週に２、３人は訪れているようです。



そのため、芦沢駅を訪れる観光客の方を、道の駅ねま

るに誘導することも交流人口の拡大を図る上で有効な

手段であると考えています。

現在の芦沢駅には、道の駅に関する情報を掲示する

ようなシステムがないため、例えば、駅舎へのポスタ

ーの掲示や誘導サインの設置、また、管理人からの観

光案内などができないか、施設を管理している関係機

関と協議し取り組めればと考えております。

次に、道の駅の防災機能についてですが、近年、全

国において大規模災害が発生していることから、国土

交通省では地域の拠点施設となっている道の駅の防災

機能強化を推進しております。本市の道の駅について

も、災害用蓄電池及び自家用発電機の配備に加え、防

災トイレの整備など防災設備の充実に努めてまいりま

した。本施設は災害発生時、芦沢駅前集落の指定避難

所にもなっていることから、全戸配布の防災情報ガイ

ドや市報、また、常時ホームページに掲載するなどし、

地域の皆様に周知しております。指定避難所として地

区民が利用すること、さらには道の駅利用者の避難所

としての活用が想定されていることから、災害発生時

に道の駅が優先して実施すべき重要な業務を明確にし、

その業務を確実に遂行することで防災拠点機能を適切

に発揮できるよう、現在、指定管理者と連携した、災

害発生時における事業継続計画の策定に向けた準備を

行っているところです。計画策定後は、地域の方々と

利用者の皆様が一体となった防災訓練の実施について

も検討していく考えであります。

次に、女性にやさしいまちづくりについてお答えし

ます。

性別にとらわれず、一人ひとりが能力を発揮し、個

性が輝く社会を実現するため、本市では尾花沢市男女

共同参画推進計画を策定し取り組んでいます。本市の

課題としては、いまだ性別役割分担意識や性差に関す

る偏見、思い込みにより、女性の意見が反映されにく

い状況となっていることや、就職先の賃金が低いこと、

上司の理解不足によりやりがいが感じられず、女性に

とって働きにくい環境になっていると捉えており、若

い女性の進学や就職を機とした市外流出につながって

いると考えています。これらの課題を解決するために、

地域づくりや政策、方針決定の場面への女性委員の登

用や、市内企業へのワーク・ライフ・バランスの取り

組みを浸透させ、仕事と家庭の両立の定着を図り、性

別、年齢にとらわれない多様な個性と能力を持つ人材

が、職場で力を発揮できる社会の実現に向けた取り組

みを展開しております。

具体的には、男女共同参画を促すための広報活動や

講演会の開催を継続して行うとともに、各種審議会委

員への積極的な女性登用をすすめています。また、令

和３年度からはワーク・ライフ・バランス実践企業支

援奨励金制度を創設し、その促進にも努めています。

この奨励金は、やまがたイクボス同盟への加入や、女

性管理職の登用などを要件としており、より実践的な

女性の働きやすさを実現するための一助になると考え

ており、今後もこの制度の活用促進を図ってまいりま

す。

また、令和６年度には、尾花沢市男女共同参画推進

計画の見直しを予定しております。その際には、全世

代の女性を対象としたアンケートの実施や、課題解決

に向けた女性に限定したワークショップなどを通じて、

現状を把握しながらより充実した内容となるよう努め

てまいります。今後とも、当該推進計画の基本理念で

ある、認め合い、支え合い、一人ひとりが自分らしく

輝けるまち尾花沢を目指し、多くの方々の意見に耳を

傾け、誰もが輝ける社会を実現する取り組みを継続し

てまいります。

以上、私の答弁といたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

こども教育課長。

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君）

それでは私のほうから、小関英子議員からのご質問

にお答えいたします。

学校給食における、地元産米の消費拡大に係る取り

組みについてでありますが、本市の学校給食について

は米飯給食が主体であり、尾花沢産はえぬき一等米を

使用して給食提供を行っております。また、県産米の

雪若丸やつや姫について、学校給食会を通じて購入し、

年に２回～３回ほど給食提供しております。また、雪

きらりについても、農林課を通じて市内の生産者より

ご提供いただき、年１回給食提供をしているところで

あります。

米粉を使ったパンや麺の給食提供につきましては、

学校給食会を通じて購入し、パン給食の中で年に数回

米粉パンを提供しております。米粉麺につきましても、

サラダなどで使用し給食提供しているところでありま

す。

地元産米の米を使用し給食提供することは、食育の

観点からも、生産に関わる農家の方々の取り組みや思

い、地元の米のおいしさを知る重要な機会であります

ので、また消費拡大にもつながることから、今後も引

き続き取り組んでいく考えであります。以上です。



◎副議長（塩 原 未知子 議員）

教育指導室長。

◎教育指導室長（工 藤 雅 史 君）

続いて、小関議員からのご質問にお答えします。

文部科学省で発行しております、生徒指導提要、こ

ういったものになります。この生徒指導提要によれば、

「制服は校則に含まれるものであり、校則を制定する

権限は、学校運営の責任者である校長にある」とされ

ております。現在、女子生徒のスラックスの選択制に

つきましては、北村山管内中学校10校のうち５校が導

入済、２校が導入予定となっており、また、最上管内

中学校11校のうち９校が導入済となっております。

選択制導入の理由といたしましては、ジェンダーフ

リーの観点が最も多く、教職員、生徒、保護者からの

意見を受け、検討した結果の導入とのことでした。学

校運営協議会、コミュニティスクールです。コミュニ

ティスクールの委員から意見が出てというふうになっ

た学校もございました。

導入の際の課題といたしましては、デザインが生徒

に受け入れられなかったり、経費面で保護者に負担が

かかったりしたことがいくつかの中学校であったよう

です。

現時点で、尾花沢市内の中学校で女子生徒のスラッ

クスの選択制をとっている中学校はまだありません。

防寒対策としては、時期を決めてストッキング着用を

促している状況です。もし、女子生徒のスラックスの

選択制について、さまざまな意見を受けて見直す必要

があると校長が判断した場合は、生徒会で主体的に話

し合う機会を設定したり、議員が仰るとおりＰＴＡを

対象としたアンケートを行ったりして、検討すること

が考えられます。

市教育委員会としましては、ジェンダーフリー、防

寒対策、経費などの視点を踏まえ、生徒や保護者の実

態をしっかり把握していただきながら、学校の判断を

尊重する方針でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関英子議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

では、順次自席のほうから再質問させていただきた

いと思います。

まず米の消費拡大についてでありますが、今市長か

らの話もありましたように、ライス、お米に関してで

すが、米の体験型の返礼品ということで、これから考

えていきたいというお話がありましたが、具体的には

どのようなことを考えていらっしゃるか、お伺いした

いと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

定住応援課長。

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君）

お答えいたします。答弁については、先ほど市長か

らありましたように、今後そのニーズを把握した上で

検討してまいりたいと思います。

具体的にと言う質問ですけれども、今のところその

具体的なものはまだ考えておりません。と申しますの

も、実は体験型のその返礼品については、かなり厳し

い状況ということを私ども認識しております。例えば、

他市町村においては、農家民宿体験ですとか、わさび

収穫体験、田舎体験、農家民宿体験等々ありますけれ

ども、年間に０～２件程度であります。本市において

も、例えば尾花沢まつりの観覧、花笠踊り、例えば尾

花沢牛肉まつり、徳良湖まつり、ラングラウフ、上の

畑焼陶芸体験プラス食事券、ほその村収穫体験などな

どありますけれども、実績はゼロというふうな状況で

あります。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関英子議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

やはりまだまだ周知というか、内容的にもいろんな

ものを提供はしているということの中で、なかなか利

用されていないというのが実状だということでありま

したが、やっぱり米ということに対して、徳良湖は以

前、米を収穫するために、水を確保するために作られ

た人造湖というのは皆さんご存知のとおりに、やっぱ

りそうやって歴史があるというところと、また今は新

鶴子ダムというのができておりまして、そういう米に

関したところに特化して案内をするというか、去年、

今年と、花笠高原荘のほうとか、ふるさと振興公社の

ほうで、新鶴子ダムのほうの見学会とか行っているよ

うですけれども、そういう形でそのお米の由来とか尾

花沢の米の歴史という形でそれを取り込んで、そして

今この一大、お米の産地になっているということも、

ストーリー性を持って提供するということも考えてみ

てはどうかなと思うんですけれど、いかがでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

定住応援課長。

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君）

貴重なご意見ありがとうございます。今仰られたよ

うなことも今後検討しながら、繰り返しますけれども、

消費者のニーズといいますか、調整しながら検討して



まいりたいと思います。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

ぜひ、良い形で尾花沢を体験、実感していただける

ようなことを考えていただきたいと思います。実際、

返礼品の中にいろんなものがあるということは存じ上

げてはおりますが、やっぱり、その中でしっかりとス

トーリー性を持って、また先ほど課長が言われました

が、体験型というと、実際、収穫とかそういうので厳

しい部分があるというお話がありましたけれど、必ず

収穫をしなくても、春から秋までの中でいろんな田ん

ぼの様子を見ていただくということも１つのやり方な

のではないかなと思います。例えばですけれど、やっ

ぱり徳良湖とまた新鶴子ダムを通したストーリー性に

して、そして花笠高原荘に泊まっていただいて、次の

日にまた尾花沢市内を巡るとか、そういうコースを作

って、お米がこうやって作られているということもし

ていければ、ストーリー性を持って、尾花沢に来る１

つのきっかけになればいいのかなと思います。

先ほどいろんな食材、米と牛肉とか地場の野菜を取

り合わせての返礼品も行われているというようにあり

ましたので、ぜひ地元で、尾花沢に来るとスイカのタ

クシーが乗れるとか、そういうことも含めて、丸ごと

尾花沢みたいな形で、１つの方法として、コースとし

て考えることも楽しい夢のあるコースになるのではな

いかなと思いますので、ぜひご検討していただければ

なと思いますので、よろしくお願いいたします。

あと同じ米の消費拡大についてですけれども、米を

新しい原材料としてＳＤＧｓということを考えた時に、

今市長からもありましたけれども、やっぱり米を使っ

た時には100％国産のものができる。そしてまた、高

品質なものができる。また安定的な供給ができる。そ

してお客様のニーズに合わせて作ることができるとい

うことで、お米がプラスチックに変わるバイオマスプ

ラスチックという表現をされていますが、しっかりと

ＳＤＧｓにしていけるということですので、具体的に

そういう話がある、問い合わせがあるということがあ

りましたけれど、具体的に今進んでいる部分はあるで

しょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

農林課長。

◎農林課長（岸 栄 樹 君）

バイオマスプラスチックにつきましては、最近あの

いろいろな企業さんがこの開発に乗り出してきている

のかなというふうに捉えてございます。その中の１つ

の会社の方から、原材料の調達という部分で、いわゆ

る通常のくず米ですよね、くず米の流通について、尾

花沢の対応について、問い合わせがあったところでご

ざいます。今のところはその段階でございます。以上

です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

でも関心が出てきているということは間違いのない

ところだと思いますので、ぜひ良い形でその話が進ん

でいただければなと思っております。やはりＳＤＧｓ

と考えた時に、二酸化炭素を減らしていくカーボンニ

ュートラルということで、尾花沢でもしっかりとこう

宣言をしておりますので、そういう形でしっかりと具

体的な取り組みがなされるということが大事なことに

なるかと思いますので、市長、仮にですけれど、そう

いう形で尾花沢にお米を原料としたバイオマスプラス

チックの工場なんか誘致するような考えはありません

でしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

企業誘致ということで、もしそういう企業さんがお

られれば、ぜひお願いしたいと思います。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

やはり本当にお米というのは、食べることも然り、

また加工することも然りですけれども、今までになか

った地球に優しい、環境に優しい素材としてできると

いうこと、メリット、デメリットはあるようですが、

しっかりとそういう企業がもし来られることがあれば、

やはり雇用にもつながると思いますので、ぜひそうい

うお話があることを期待したいと思います。

次に道の駅の観光、防災機能についてお伺いしたい

と思います。唯一の芦沢駅のスタンプ、２種類が重な

ると１つの絵になるというのは、このコロナ禍でもし

っかりと来られている方がいるということで、やっぱ

り鉄道ファンの方の中には、写真を撮る撮り鉄、また、

乗って楽しむ方、そしてそのスタンプを収集する押し

鉄というのがあるということもちょっと今回知ること

ができまして、やっぱりこのコロナ禍でもしっかりそ

ういう人気というか、あるということも知り得ました

ので、その芦沢駅と道の駅ねまるは、本当に100ｍ圏



内にあるということで、いろんなことを今提示してい

きたいというお話がありましたけれど、具体的に今で

きるようなことはお考えでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

先ほど市長の答弁にもありましたとおり、ＪＲ芦沢

駅でございますので、ＪＲ東日本さんとその駅舎の中

の掲示についてお話をさせていただくこと。あとは、

誘導サインということで、ちょっとしたこういうマー

クというか、道の駅が100ｍ先にありますよというよ

うなご案内を差し上げる、簡単なことはすぐできるか

と思います。またあの管理人、こちら業務委託してお

るところですが、その業務委託の案内人、担当案内所、

駅を担当されている方と話をしまして、そういうちょ

っとした観光案内などをぜひやっていただくような話

し合いをしていければと思ってございます。こちらに

ついては、そんなに時間掛からないでできるものと考

えてございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

ぜひやれることからということで、取り組んでいた

だきたいと思います。やはりその距離的に近いという

のは、やっぱりそこメリットだと思いますので、しっ

かりそこを生かして、そしていかんせん芦沢駅は、や

はり１回来ると帰るに１時間ないし２時間の時間があ

りますので、その時間を、以前お聞きしたんですけれ

ど、写真を撮ったり、近隣を散策したりとか、駅舎の

中を見たりするということはあるんですけれど、よく

よく時間が経ってから、「あそこの建物は何なんです

か」と、そういう問いがあった時に、もっと早く知っ

ていれば、道の駅に行けたという、そんな話もありま

したので、ぜひ１つの情報提供としてしていただけれ

ばなと思います。

あと最近はやっぱり若い人なんかはスマホで調べて

来るので、道の駅、ＪＲの駅なんだけれど車で来られ

て、やっぱりそうやってスタンプのことを知って、道

の駅に来たんだけれどＪＲ芦沢駅に寄られたという方

のお話もお伺いすることがありました。とにかくそう

やってつながっていくことが、また新たな関係人口を

作っていけることにつながるのかなと思いますので、

ぜひ課長が言われたように、時間を掛けなくてもでき

るのではないかという、心強い答弁をいただきました

ので、ぜひ、できることから実践していただき、実施

していただきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。

次に、中学校の制服についてお伺いいたします。

あくまでも校長の意思で判断していけるというお話

がございましたが、やはり父兄の意見、また同じよう

に、在校生の意見も大事なのではないかなと思います。

東根市の中高一貫校の東桜学館では、こちらちょっと

高校生のほうになるのかもしれませんが、昨年４月か

ら女子生徒の制服にスラックスを導入し、スカートと

併用制となっていますということで、これは冬季の防

寒対策や機能の観点から、スラックスの着用を求める

声が生徒から上がり、それに学校側が対応されたと聞

いております。こういう情報を見た時に、やはり実際

今学校に登校している在校生の方の意見も必要なので

はないのかなと思います。あとやっぱり機能的にもス

ラックスだと動きやすいとかという声も聞いておりま

すので、保護者もですけれども、在校生の方へのアン

ケート、また意識調査などは考えていらっしゃいます

でしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

教育指導室長。

◎教育指導室長（工 藤 雅 史 君）

学校教育法に、学校は毎年、学校評価をすることが

義務付けられております。そういった中にあって、意

見をそこに書くということはできるのかなと。また今

教育相談のいろんな体制が整備されておりますので、

そこで直にそういったお話を聞くなどということも可

能かというふうに思われます。そういった意見を収集

して、どういうふうに進めていくかというふうなこと

になっていくのかなというふうに思われます。以上で

す。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

やはりいろんな機会を活用して、またその時を逃が

さないで、意見をぜひ集約していただきまして、次に

つなげていただければなと思いますので、よろしくお

願いいたします。

次に、女性にやさしいまちづくりについてお伺いい

たします。

アンケート調査を予定されていると伺いましたが、

どういう形でのアンケート調査を予定されているでし

ょうか、お伺いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

社会教育課長。



◎社会教育課長（鈴 木 敏 君）

アンケートですけれども、具体的な内容につきまし

てはこれからになるんですけれども、アンケートの対

象者を市内在住の女性を対象としてということで、年

代別に調整しまして、無作為に選ぶ、抽出してアンケ

ートのほうしていきたいというふうに考えております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

アンケートの方法でありますが、アンケートという

と、無作為に抽出されたところに郵送でお配りして、

郵送でお返ししていただくというのがアンケート方式

だと思いますけれど、そういう受けとめ方でよろしい

でしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

社会教育課長。

◎社会教育課長（鈴 木 敏 君）

具体的にこれから検討していく形になるんですけれ

ども、あの無作為に抽出してお送りしまして、郵送で

返していただくということもありますし、またそのア

ンケートにですね、ＱＲコードなどを記載しまして、

郵送ではなくてそのＱＲコードを読み込んで、そのＱ

Ｒコードを活用して、スマホなどで回答もできるよう

にも併せて検討していきたいというふうに思っており

ます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

本当に今課長から提案があったように、やはりこう

郵送だけではなく、やっぱりその今だからこそできる

アンケートの方法があるのかなと思いますので、より

アンケートに答えやすい方法を考えていただきたいと

思います。仮にＱＲコードでした時にですけれども、

今回あのちょっと内容違うのかもしれませんが、コロ

ナの予約をする時に、コロナに関しては個別の情報に

なりますが、やはりなかなかスマホでできないという

方も、自分の家族ですけれど、そうやって呼び込んで

予約もできた状況なので、仮にですけれども、それっ

てアンケートに答える方の同意があった上であれば、

そうやってＱＲコードからでも無作為という言い方あ

れですけれども、こちらから選んだ方だけでなく、ア

ンケートに答えられることは可能なんでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

社会教育課長。

◎社会教育課長（鈴 木 敏 君）

スマホを持たない高齢者などだと思います。そうい

った場合ですと、アンケートの中身についてはまだこ

れからなんですけれども、そういった場合でも、その

家族の方の誰かのスマホなどからも回答していくこと

ができるようにしていきたいというふうに考えており

ます。

またあの今スマホがなくても回答できるということ

で、郵送でということもありますので、そちらのほう

も併せてということで、両方の面から回答していただ

くということで考えているところです。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

やはりより多くの世代、またより多くの意見を集約

することによって、よりきめ細やかな施策や対応がで

きるのかなと考えますので、ぜひ今まで尾花沢ではや

ってこないことに挑戦して、また新しい尾花沢をつく

っていくために、ぜひ多くの意見集約のほうお願いし

たいと思います。

次に女性が自分らしく生きやすいまちづくりのため

に、今いろんなことに取り組まれていると思いますが、

10月に就任された横沢副市長のほうに今後取り組んで

いきたいこととかをお伺いしたいと思いますけれど、

よろしくお願いします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

副市長。

◎副市長（横 沢 康 子 君）

小関議員にお答えいたします。男女共同参画社会の

実現と女性の活躍推進への取り組みが進められるよう

になって、着実に女性の取り巻く環境と人々の意識と

いうものが変わってきているなと今感じております。

例えば育児や介護についても、これまでは多くは女

性が担うものという現実がございましたけれども、最

近は男性の方も違和感なく、積極的に参画する姿が見

られますし、性別に関わりなく、男女がともに協力し

合うイメージというものが、特に若い人には定着しつ

つあるなと感じているところでございます。

また先ほど答弁にもありましたけれども、さまざま

な組織に女性の委員の登用と、職場における役職への

登用といったところも進んできていると感じておりま

す。こういった流れの中で、生活を含めたいろいろな

部分を担ってきた女性の視点、それから感性、それか

ら、例えばほかに共感する力とか、ほかの人とつなが

ろうとする力とか、女性のもう持っている特性こうい

ったものが、地域の活性化やまちづくりには大きな力



になっていくのではないかなと思っております。女性

がそういったまちづくりに参画することによって、多

様なアイデア、あとはマンパワーとなって、これまで

のまちづくりを一層柔軟な対策に実現していけるんで

はないかと思っております。

家庭や職場だけでなくて、地域、市政においても、

女性の意見がしっかりと求められて、市政にそれを反

映していけることで、女性がもっと活躍しているとい

う実感を得られるようになれば、尾花沢市、さらに女

性の方にも住み続けたいと思っていただけるまちにな

ると思っておりますので、まちづくりに対して女性の

参画という部分については、さらに進めていければと

思っております。

それからもう１点なんですけれども、女性の働きや

すい環境を求める取り組みといったものも、さらに進

めていく必要があるのではないかなと思っています。

今市役所では、男性職員の家事や育児への参加、育児

休業をはじめ、さまざまな活用できる制度の周知、そ

れから取得促進というところに力を入れてきておりま

すけれども、このような男女問わず仕事と家庭生活の

両立に心配なく働きやすい環境の整備が、市役所をは

じめとして市内の企業様に広く浸透することによって、

若い世代の方々が尾花沢で働いて暮らしやすいと思っ

ていただけるようになるのではないかなと思っていま

す。そういった取り組みが、市内全体の大きな魅力の

１つともなって、女性や若い人たちが市内に定住して、

市内の企業にお勤めいただく。また一旦学校等で市外

に出られた方もＵターンして戻ってきていただけると、

そういったきっかけにもなるのではないかなと思って

おりますので、さらに進めていければと思っておりま

す。

何より、私自らが、まずは女性としての視点、先ほ

ど申しました視点、感性を、これからのまちづくりに

しっかり活かしていけるように努めていきたいと思っ

ております。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

大変心強く、またそして本当に温かくなる、真心を

感じるお話を伺えて本当にありがたいと思います。本

当にこう今いろんな面で、市役所のほうでも取り組ま

れているということで、イクボスとか、本当にこう、

なんかこう宣言するというのが目標ではなく、それを

継続して、お互いが尊重して、お互いの良いところを

発揮していくことがもう大事になっていくのかなと思

いますので、やはり私自身もしっかりといろんな細か

いところに気が付けるような、そしてまた、男性の良

いところ、女性の良いところを活かしていけるような

施策ができればなと思います。やはり男性、女性、そ

してまたいろんな考え方の方がいる中での尾花沢市、

そしてその中で定住していただいて、尾花沢市が言葉

が発しやすい、自分の意見を発しやすいという環境が

整っている、また、働きやすい職場だということが、

一朝一夕でできることではないのかもしれませんが、

そこが一番大事なベースになっていくのかなと思って

おります。急ですけれど、市長はどのようにお考えで

しょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

私自身もやはり、女性だから、男性だからというこ

とではなくてですね、全くそういうことを何かこう課

題にするとか、問題にするとかということでは、もう

男性と女性しかいない世界で機能しているわけですの

で、ましてやこの市役所、私は市役所の職員としてで

すね、今仕事をさせてもらってるわけで、その中で、

男性の役割、女性の役割ということを区分して仕事を

するということは、もう今の、何て言うんでしょうか、

社会の中で、最小限のやっぱり人員で最大の能力を発

揮していくためにはですね、もうそういうことでは仕

事が進んでいかないというふうに私は思っております

ので、まさに男女区別なく、しっかり仕事をしてもら

うように、私自身が環境づくりを率先して実施してい

きたいというふうに思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

小関議員。

◎６番（小 関 英 子 議員）

やはり今､副市長､また市長にもお答えいただいたよ

うに、それぞれが本当に、それぞれの力を十分に発揮

していけることがお互いを支え合い、そしてまた前進

する力になるのではないかなと思っております。とに

かく尾花沢で住み続けられるような、笑顔あふれる尾

花沢になっていくことを希望しまして、私の一般質問

を終わらせていただきます。ありがとうございました。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で、小関英子議員の質問を打ち切ります。

ここで、換気のため10分間休憩をいたします

休 憩 午後２時02分

再 開 午後２時11分



◎副議長（塩 原 未知子 議員）

次に５番 大類好彦議員の発言を許します。大類好

彦議員。

〔５番 大類好彦 議員 登壇〕

◎５番（大 類 好 彦 議員）

それでは一般質問を始めたいと思いますが、今まで

の議員の皆様方と質問が重なる部分もあると思います

ので、よろしくご配慮をお願いいたしたいと思います。

まず、これからの財政についてお伺いいたします。

先日の県内のニュースで、加茂水族館の改修工事の

入札が、工事の予定価格と業者の見積り価格に大きく

差があり、入札する業者がいなく、不調中止になった

との報道がありました。長引くコロナ禍とロシアとウ

クライナの戦争の影響で、建築資材、建築費は1.5倍

と言われています。これから尾花沢市では、尾花沢小

学校の建設、ごみ焼却場の建設、７年後には中央診療

所の建て替え時期にもなります。さらにおもだか保育

園の今後、広域では北村山公立病院の建て替えなど、

財政負担しなければならないものがたくさんあります。

第７次尾花沢市総合振興計画では、実質公債費比率の

令和７年度の目標値は12％を下回ることとしています

が、実現可能でしょうか。今後の財政負担により、長

期的な道路の補修や水道事業などのインフラ整備は大

丈夫でしょうか。

平成20年～24年の５年間、実質公債費比率が18％を

超え、起債許可団体となりました。鶴子ダムの償還金

が主な原因と考えます。25年間、４億5,000万円の返

済と聞いておりますが、どのような問題があったと考

えていますか、お伺いいたします。

続きまして、尾花沢まつりについてお伺いいたしま

す。

新型コロナウイルス感染症により、おばなざわ花笠

まつりは３年連続の中止となりました。大変残念に思

います。しかしながら、徳島の阿波踊りでは3,200人

の踊りの参加者のうち、800人がコロナに感染したと

いう報道が後日、新聞テレビ等で報じられました。実

に４人に１人の割合での感染者です。また、市内の小

中学校では、「後日、運動会や学習発表会、文化祭な

どができてよかった」などの声も聞こえてきて、まつ

り中止もやむを得なかったかと思います。来年になれ

ばコロナが収まるとは考えにくく、コロナとともにウ

ィズコロナでまつりに取り組んでいかなければなりま

せん。コロナ対策と実現可能なまつりにするため、氏

子の皆さん、まつりの関係団体とまつりの役割分担を

見直していく必要があると思います。市が中心となっ

て考えていかなくては、他の団体中心に変えていくこ

とは難しいと思います。市ではどのように考えていま

すか、お伺いいたします。

続きまして、除雪などについてお伺いをいたします。

去年と一昨年、尾花沢市は２年続けて大雪でした。

特に昨年は雪が多く、毎日のように雪が降り、私も朝

５時ぐらいに起きて除雪をしました。向かい側では高

齢者のひとり暮らしのお宅もあり、４時半ぐらいから

除雪を始め、３軒分と車庫２軒分を、向かいのお父さ

んがトラクターで払い、奥さんが流雪溝に雪を入れて

いるということが、毎日、毎朝のように続き、重労働

が続きました。今年の雪の量はどうなるのか。除雪で

仕事をしている人もいるので、一概に雪が少なければ

いいというわけにはいきませんが、多くの皆さんは大

雪にならなければいいなと思うところです。尾花沢で

は雪は多くても少なくても降るというものです。その

ために対策をしなければなりません。市長は選挙中に、

除雪作業組合のような組織を作って取り組みたいと言

っております。いつ頃から立ち上げようと考えている

のか。組合員の夏の仕事は何をするのかなど、どのよ

うな立ち上げを考えていますか、お伺いいたします。

以上で質問席からの質問を終わります。なお自席よ

り再質問をしたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

大類議員からは３点についてのご質問をいただきま

した。順次お答えいたします。

初めに、これからの財政についてのお尋ねでありま

す。

まず、初めに本市のこれまでの財政状況についてご

説明いたします。本市においては、平成16年度から実

施された三位一体改革以降、財政状況が一層厳しさを

増す中、組織のスリム化や事務事業の見直し、職員数

の削減と職員給与の減額など、かつてない厳しい行財

政改革を実行しながら、財政運営に努めてきました。

そのような中、一自治体の財政破綻がきっかけとなり、

平成19年度に通称、財政健全化法が公布され、当該法

律において財政の健全化を判断する指標となる実質公

債費比率が規定されたことにより、本市は、平成20年

度から平成24年度までの５年間、起債許可団体となっ

たものであります。起債許可団体とは、実質公債費比

率が18％以上となった場合に指定されるもので、その



間、地方債を発行するには、県知事の許可が必要にな

ります。本市が起債許可団体となった要因は、国営村

山北部土地改良事業に係る償還金による影響が大きく

関わっております。当該償還金については、平成３年

度から平成27年度までの25年間で、市が総額約108億

円を負担しなければならないために、相当な財政負担

になっていたことと思います。なお、関係機関のご協

力により平成５年度から平成27年度までの23年間につ

いては、償還額の平準化が図られ、毎年、約４億

5,000万円ずつ償還を続けてきました。この償還金に

ついては、地方交付税措置と償還助成金による補てん

がありましたが、この財源も償還年度が進むにしたが

い、徐々に減少していく仕組みとなっていたため、平

成５年度で約３億円だった市の持ち出しである一般財

源が、償還最終年度の平成27年度には約４億4,000万

円にまで増加し、起債許可団体となった平成20年度か

ら平成24年度までの実質公債費比率のうち、３分の１

を当該償還金が占めていました。

次に、小学校建設やごみ処理施設の更新などの大規

模事業が計画されている中で、インフラ整備を進めら

れるのかとのお尋ねですが、先の鈴木由美子議員にも

お答えしたとおり、各種事業を実施するに当たっては、

第７次尾花沢市総合振興計画に掲げる将来像を実現す

るため、基本構想、基本計画及び実施計画に沿った形

で進めてまいります。また、事業化、予算化に当たっ

ては、事業規模、財源構成、後年度負担、財政状況等

の複合的要因も考慮しつつ、毎年見直しを図っている

実施計画を指針としながら、インフラ整備も含めた事

業の取捨選択をしてまいります。

次に、第７次尾花沢市総合振興計画における令和７

年度において、実質公債費比率が12％を下回るという

目標につきましては、これからの公債費の状況を勘案

しますと、高いハードルであるとは思いますが、最大

限に補助事業を活用することや、交付税措置のある有

利な地方債を活用すること、さらには、事業を取捨選

択することにより、目標を達成できるよう努めてまい

ります。

次に、尾花沢まつりについてのお尋ねでありますが、

毎年８月27日に開催される諏訪神社例大祭と、28日の

花笠踊り大パレードを併せて、市の四大まつりの１つ

である、おばなざわ花笠まつりといわれています。特

に、諏訪神社例大祭のまつり行列や、尾花沢市指定無

形文化財であります、尾花沢まつり囃子など、伝統文

化を継承するために欠かせない催事だと認識しており

ます。

令和４年度のおばなざわ花笠まつりは、感染を防止

するガイドラインを設け、十分対策を講じ開催する運

びとしていましたが、直近での市内感染者数の急増に

より、苦渋の決断ではありましたが中止とさせていた

だきました。コロナ禍でのイベントの開催については、

県で定めるイベント等の開催に関するガイドラインに

沿って行っていきますが、感染症の拡大により浮き彫

りになったのは、まつりを司る側の人材が不足してい

るという課題だったと思われます。そのため、次年度

以降もおばなざわ花笠まつりを継続していくには、感

染対策は基より、まつりの内容や規模を見直すソフト

面と、神輿の担ぎ手等をどのように確保するかのハー

ド面の両方を検討していく必要があるのではないでし

ょうか。

現在、全国の集落では人口減少による担い手不足か

ら、まつりなどの文化の伝承が非常に困難になってき

ているとお聞きしています。本市を代表するまつりで

ある、おばなざわ花笠まつりも例外ではないと感じて

います。そのため、まずはまつりに携わってきた皆さ

んが一堂に会し、それぞれの実状を出し合い共有しな

ければならないと感じております。

具体的には、まつり行列のあり方についての話し合

いは、昨年冬に試みるも、感染症の影響により開催で

きなかったと聞いておりますので、今年の冬あたりの

適正な時期を見て、まつり行列部会を中心に開催して

いただき、例えば慣例に捉われない実施方法として、

輪番制や地区の枠に捉われない新しい方向を論じ合い、

コロナ禍でも実施できる選択肢を事前に検討していた

だきたいと考えております。話し合いの中で出された

困難な事柄などについては、市としても一緒に考えて、

しっかり対応させていただく考えであります。

次に、除雪作業における組合についてのお尋ねであ

りますが、総務省が進める特定地域づくり事業協同組

合制度を想定しています。この制度は、季節ごとの労

働需要に応じて複数の事業に従事する、いわゆるマル

チワーカーの労働者派遣事業となっており、全国で約

60組合が存在し、県内で１組合がございます。この組

織の特徴としては、地域の仕事を組み合わせて年間を

通じた仕事を創出し、組合で職員を雇用し事業者に派

遣することで、安定的な雇用環境や一定の給与水準を

確保しつつ、地域の担い手や地域づくりの人材を育成

するという一面がございます。

また、具体的な設立方法につきましては、事業協同

組合の申請に基づき県知事が認定し、労働者派遣法に

基づく労働者派遣事業の届出により実施可能となりま



す。

本市で想定するマルチワーカーの働き方の例として

は、夏場の農作業と冬場の除雪作業を組み合わせて、

１年を通した雇用を創出することができるものと考え

ています。こうすることで、農業の担い手や除雪作業

などの人手不足の解消や、市内の意欲あふれる若者か

ら高齢者までが働ける窓口になるとともに、都会から

マルチワークを希望する若者を呼び込むことで、移住、

定住のきっかけにもつながるものと考えております。

この制度を活用した組合の立ち上げについては、現在、

先進事例の自治体から情報収集などの準備作業を進め

ております。引き続き、どのような仕組みであれば持

続可能な事業となるか、市民ニーズを把握し、次年度

である令和５年度中の設立を目指して取り組んでまい

ります。以上、私の答弁といたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類好彦議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

それでは再質問させていただきます。まずこれから

の財政についてということで、尾花沢小学校の建設に

ついてですけれども、ほぼ同じような規模の神町小学

校が数年前建てられたと聞いております。校舎が30億

円、外構合わせて40億円ぐらい掛かっていると聞いて

おります。先ほども申し上げましたように、建設費、

資材は1.5倍と今言われており、そうすると50億円か

ら60億円ぐらい掛かると思いますけれども、そういう

ふうになった場合、尾花沢市の負担分は、補助金など

を差し引くとどのぐらいになるか、お伺いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

こども教育課長。

◎こども教育課長（坂 木 良 一君）

今、市の実際のその費用の持ち出し分というような

ご質問でありますけれども、学校建設に掛かる事業費

に対する補助金でありますが、これについては校舎、

体育館に関しましては、国のほうの補助率では10分の

5.5となっております。おおむね２分の１であります

が、補助金を算出する際に用いる建築単価と、実際に

学校建設に掛かる建築単価では、開きがございます。

こうしたことを踏まえまして見てみますと、学校建築

の全体事業費に掛かる補助金の交付割合というのが、

だいたい３分の１程度になるものと捉えております。

こうしたことから、市の負担については３分の２とい

うふうなことになりますが、この部分についてもいろ

いろ文部科学省の補助金以外にも活用できる補助金な

ど検討しながら、なるべくその負担を抑えられるよう

な形で努めていきたいというふうに考えております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類好彦議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

半分だけれども、いろんな補助対象になるもの、な

らないもの、いろいろ計算すると、国、県から来るの

は、補助金としては３分の１程度、市の持ち出しは３

分の２程度になるが、いろんなまだ補助金などを考え

ていきたいということだと思います。そうすると30億

円、40億円ぐらいになるのかなと。これから実際に見

積りを取らないと分からないわけですけれども、そう

いったぐらいになってくるのかと思います。

次に、ごみ焼却場についても同じような質問をした

いと思います。他県の例では、１、２年前までは30億

円ぐらいだというお話あったんですけれど、近年、他

県の例で60億円ぐらい、尾花沢市が想定しているのが

60億円ぐらい掛かったという例があるようです。その

1.5倍だと90億円という数字が出てきますけれども、

こういった場合、市の補助率など、対応など、どのよ

うにお考えですか、お伺いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

環境エネルギー課。

◎環境エネルギー課長補佐（三 宅 良 文 君）

ごみ処理施設の更新につきましてですけれども、環

境衛生事業組合でまず50億円と計画していたところで

あります。今年度メーカー３社より見積りを集めたと

ころ、やはり1.5倍というお話ありますけれど、90億

円と算出されております。今後につきましては、やは

りこれからも物価ですとか、資材の高騰しております

ので、来年度も改めて見積りを集めまして、状況を確

認しながら、大石田町、あと環境衛生事業組合と協議

しながら進めていきたいと考えております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

本当に、１、２年前から見ると３倍ぐらいになって

いるということで、非常に私もびっくりしているんで

すけれども、まずこれを、だいたい大石田町と尾花沢

市の人口割合で67～８％ぐらいと、32～３％ぐらいの

比率で90億円を割りまして、その中からまた尾花沢市

の67～８％ぐらいの中の３割、４割が負担になるよう

な形と以前私調べていて、そのような形で間違いござ

いませんか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

環境エネルギー課。



◎環境エネルギー課長補佐（三 宅 良 文 君）

今ありましたとおり、大石田町との割合、尾花沢市

は３分の２となっておりますので、そういったもので

計算されることになります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

そうするとこちらのほうでも、さらに数十億円とい

うような経費が掛かってくると思います。

続きまして北村山公立病院の建設費なんですけれど

も、こちらのほうも、１、２年ほど前は100億円～120

億円というような話ですが、今は150億円～200億円掛

かるというような関係者のお話を聞いております。北

村山公立病院の現在の建設費の概要、そしてこちらの

ほうも東根市、村山市、尾花沢市、大石田町で、人口

割等でなっていくと思うんですが、その辺はどのよう

になっておりますか、お伺いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

健康増進課長。

◎健康増進課長（小 埜 和 広 君）

ただ今の北村山公立病院の建て替えの概算事業費等

についてのお尋ねにお答えをいたします。現在であり

ますが、北村山公立病院組合におきましては、昨年度、

新病院建設の基礎調査報告書を取りまとめまして、こ

れをもとに新病院の整備基本構想、今年度から来年度

にかけて策定中でございます。この構想策定の中で今

後、北村山公立病院が提供すべき医療の機能、あと病

床数などについても、今後検討が進められることとな

っておりまして、新病院の概算事業費については、現

時点ではまだ示されていないところでございます。

議員がただ今仰いました過去の金額等につきまして

は、病院組合のほうにおきまして、近年、同規模程度

の病院建設の際に、１床当たりいかほどかというとこ

ろから掴みではじき出したものでございます。概算事

業費を検討したこともあるようでありますが、仰せの

とおり、近年の物価高騰などにより、この概算事業費

はもう参考にならないというようなことになっている

のが実状かと思っております。

負担割合につきましては、単純に人口割りだけでは

なく、地元割りとは言わないんですけれども、現在病

院が立地する東根市のほうだけが負担するもの、あと

利用者数の割合など、いろいろちょっと複雑でござい

ますので、単純に人口割りではありませんのでよろし

くお願いいたします。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

北村山公立病院のほうもいろいろと高くなっている

ということで、人口のほかにもいろいろな患者さんの

数とか、いろんな使用しているので変わってくるとい

うことだと思います。

そのほか、おもだか保育園のほうは今のところ全協

などでもお話があったようになってるんですけれど、

確認のため、現状についてとこれからについての概要

をお伺いしたいと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

おもだか保育園についてでありますけれども、おも

だか保育園については昭和50年の７月に建設され、平

成26年に耐震補強のほうを行っておりますけれども、

尾花沢市の全体の人口ですね、それがですね、将来人

口を上回るスピードで人口減少が進んでおります。今

後の保育需要を見込んだ園児及び職員の適正な配置を

進めておりますけれども、現状、おもだか保育園を含

めた本町地区にある保育３園は、令和３年度時点で、

利用定員380名に対して262名、３園とも大きく定員割

れしております。その中で建設ということであります

けれども、民間施設については国、県のほうの補助あ

りますけれども、公立保育園については一般財源が基

本でございます。こちらのほうは平成16年の三位一体

改革のほうでもありますし、近隣市町を見ますと、や

はり業務委託なり、指定管理なり、多い部分がありま

す。おもだか保育園においてはですね、今後は特定保

育、いわゆる休日預かり保育や、９月補正にてご可決

いただいた子育て支援センターを移転し、親子の交流

の場である機能を維持しまして、12月12日のオープン

を目指しております。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

一時は、おもだか保育園もなんか建て替えするとい

うような方向あったんですけれども、小学校と中学校

と保育園を一緒のところということもあったんですけ

れど、現在のところは私立２園を生かしていくという

方向を今やっているということですよね、よろしいで

しょうか。ということなっていると思います。そうい

ったことで、そのほか、中央診療所の建て替えとか、

まだ決まってはございませんけれども、パレットスク

エアの今後跡地の活用など、これからいろいろお金が



掛かってくる、多くの問題があると思います。そうい

った場合に、５年、10年後はいいんですけれど、鶴子

ダムのように20年後、25年後あたりに大変厳しくなっ

てくると思います。小学校、ごみ焼却場、北村山公立

病院の負担だけでも、おそらく100億円近く負担しな

くてはいけない。３年据え置きのまた３億円、４億円

を、毎年20年間、25年間と払っていかなくてはいけな

いような時代が来ると思われますが、財政課長、この

辺どのようにお考えですか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

財政課長。

◎財政課長（菅 野 智 也 君）

今までのちょっと答弁をお聞きしますと、どの事業

も大規模事業ということで、多額の事業費、一般財源

を必要とするというのを、改めて感じているところで

ございます。

これまで国営村山北部土地改良事業に係る償還金と

いうことで、新鶴子ダムの建設償還金になりますけれ

ども、こちらが市長答弁にもございましたとおり、平

成３年度から平成27年度まで、総額約108億円の償還

をしておりました。平成16年から18年まで、国の三位

一体改革が行われまして、こちらは税源移譲、国庫補

助負担金の見直し、地方交付税の見直しということで、

これがいわゆる三位一体の改革というふうになってお

ります。そういった中におきまして、平成20年から平

成24年まで５ヵ年間、起債許可団体というふうになっ

ておりましたが、こちらにつきましても、市長答弁に

ありましたとおり、18％のうち３分の１、主に６％～

７％がダムの償還金によるものでございました。

現在、令和３年度の決算でいきますと、実質公債費

比率が7.1％というふうなことで、これを令和３年度

の決算に、実質起債許可団体だった平成20年度から平

成24年度までのダムの償還金、一般財源の分ですけれ

ども、そちらの金額を当てはめてみますと、7.1％か

ら、だいたいですけれども、13.5％程度まで上昇する

ような状況でございます。ただ、まだ18％までには届

かないということで、逆に言いますとこれまでの間で

すけれども、行財政改革に一生懸命取り組んできたと

いうことがお分かりいただけるのではないかなという

ふうに思います。したがいまして、先ほど大類議員の

ほうから、資材価格については1.5倍というふうなお

話もございましたが、併せて労務単価についても、平

成25年度から令和４年度まで、10年間連続で上昇して

おります。おおむね1.6倍というようなことなってお

りまして、６割アップしております。したがいまして、

こういうふうに、なかなかあの資材高騰、労務単価の

高騰というような中でございますが、大規模事業を取

り組むに当たりましては、これも市長答弁にあったと

おりなんですけれども、まず、補助事業を第１には有

効活用するということです。補助事業を有効活用する

ことによりまして、借金、地方債の額を少なくする。

地方債を発行する際には、交付税の措置のある有利な

起債を発行する。併せまして、その償還期間ですね、

償還期間についても、どういった期間で地方債を償還

していくのか、そういったことを全て複合的に考えて

これからの大規模事業のほうに努めていきたいという

ふうに考えております。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

私もあの小学校を建てるなとか、ごみ焼却場を建て

るなとかというふうには言っているわけではございま

せん。やっぱり新しいところで、子どもたちが勉強す

るということは良いことだと思いますし、ごみ焼却場

も古くてもう限界が来ている。絶対必要なもの。また

北村山公立病院についても必要なものであります。そ

ういったものを、必要なものを建てていく時に、自分

の家で言えば新しい家を建てたり、いろんなことを新

しくする時に、やっぱりしたいんですけれど借金が増

えて困るようなことになっては、家の場合ですと、新

しい家を建てても借金を払われなければ、新しいお家

を出てどこかにアパートに住むとか、そういうふうに

なってしまうわけですけれども、やっぱりそんなこと

にならないためにも、20年後、25年後あたり、私が生

きていればもう80歳ぐらいになるんですけれども、子

どもや孫から、「おじいちゃんが議員の時に借金して

建てたから、尾花沢苦しいんだ」なんて言われないよ

うにするためにも、頑張っていただきたいと思います

が、市長、どのようにお考えですか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

大規模な事業は、本当に今議員のほうからお話のあ

ったように、１つずつ数字を入れて足し算をしていく

と、本当にかなり厳しいなということを、改めて認識

させてもらったところであります。

一方、今財政課長のほうからも申し上げたとおりで

すね、いろんな補助事業を、有利な補助事業をしっか

り確認しつつ、そしてまたそれを認めてもらえるよう

にですね、しっかり説明をさせてもらって、国と県と、



しっかり連携を取れるような形で進めていきたいとい

うふうに思っております。いずれにせよ、後々に借金

を多少残っていくものはやむを得ないと思いますが、

厳しい財政状況になるような借金を残していくことだ

けは避けていきたいなというふうに思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

市長からは、国のいろんな有利な補助金を発掘して、

どんどん貰ってくるようにお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。

次に尾花沢まつりについて、再質問させていただき

ます。

やはりあの尾花沢まつりについては、もう尾花沢が

合併した時は３万3,000人ぐらいでしたか、今半分の

１万5,000人もいないような状況です。そしてまた20

年後には、また半分になると言われています。もうや

はりどこかの段階で尾花沢まつりの仕組みを考えてい

くことが必要になってきます。悪い病気のコロナをき

っかけに、何かこの辺で、やはり持続可能な形に変え

ていくということも必要かなと思います。そういった

場合に、今答弁にもありましたように、慣例に捉われ

ない輪番制、地区の枠に捉われない方法を論じ合うと

いうことですけれども、やはりちょっと細かくなりま

すが、まつりの神輿は氏子のほうでやっていただくと

か、氏子のほうで人数を出していただくとか、踊りの

部分だけは各町内会とか、囃子の部分は町内会とか、

あとほかのいろんな団体が出るのは、毎年出てくるわ

けですけれども、そういった細かいところを考えてい

かないと、持続可能なおまつりにはなっていかないの

かなと。今回も私ちょっと聞いたんですけれども、当

番の町内会では若衆が何人かいるんですけれども、半

分が例えば東根市に家を建てていて、東根市から通っ

ているというような状態になっているような形。また、

ある町内会では若衆を解散して、自治会としておまつ

りを行っている町内会もあります。町内会ごとにいろ

んな工夫をして行っているのが実態で、やはりちょっ

と限界に来ているような部分があると思います。そう

いったことで、やはり全体でまつりをやっていくよう

な仕組み。今も実際４つの地区で回ってはいるんです

けれども、まつり囃子と豊年踊りがありますので、４

年に１回回ってくるんですけれども、実際は、まつり

囃子休み、豊年踊り休み、まつり囃子休み、豊年踊り

休みとなっておりますので、２年に１回は４地区、上

町、新町、梺町、中横町、中町と横町と北町も今入っ

ている、この４つで回っているんですけれども、実際

は２年に１回おまつりをしているということで、結構

休みなくやっているというのが実状でございます。そ

ういった中で、もう毎年少しずつの人数を出すような

仕組みをやっていかなくてはいけないのかなと思って

いますけれども、商工観光課長がまつりのプロフェッ

ショナルですので、どのようなお考えをしているのか

お伺いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。今、大類議員仰られたとおり、

やはり危機感はすごく感じてございます。今年も市長

答弁にありましたとおり、直前の感染者数の拡大で中

止という、本当に苦渋の決断をさせていただいたとこ

ろでありました。まつりが中止決定し、その後各まつ

り行列部会、あとは花笠パレード部会、それぞれの締

めの部会を行いまして、それぞれからも意見を聴取し

たところでありますが、「なぜやらなかったのか」、

「中止して正解だ」、さまざまな意見出されたところ

でありました。その中でやはり、議員仰るとおり、慣

例に捉われないで実施できる方法、コロナの多少の感

染があってもできる、最低限縮小してでもできる方法

などというものをきちんと考えていくという、やはり

時期だと思ってございます。昨年中止という形になり

ましたが、やはりあの司る地区の皆さんとお話する機

会を設けようといたしました。ただ尾花沢地区の代表

区長会の意見交換の中で、同じようなご意見が出され

まして、皆さんが話し合う場を設定していきましょう

ということで、今冬予定していきたいと考えてござい

ます。やはりそういう輪番制、地区の枠組みに捉われ

ない、市内全体でもしかしたらやっていけるのかなど、

さまざまな方法を考えながらコロナ禍でも実施してい

けるようなおまつり、四大まつりの１つでありますこ

のおばなざわ花笠まつりを、ぜひ続けてまいりたいと

思ってございます。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

よろしくお願いします。やはりおまつり、本当に今

まで苦労して苦労して、各地区４つの町内会ごとに続

けてきたわけです。そしてまたほかの団体の皆さんも

盛り上げるためにいろんな山車を出して、尾花沢まつ

りを盛り上げてきたんですけれども、やはり20年後に

はまた人口が半分となる、10年後にはどのぐらいいる



のか、これはしょうがないような状況にあります。人

口増やすなんてことは、なかなか無理なことで、なる

べく減らないように努力はしていかなくてはいけない

んですけれども、そういった中で、おまつりをどう続

けていくか。まつり囃子、無形文化財をどういうふう

に続けていくか。子どもたちのために、どういうもの

を残していくか。そういったことをよろしくお願いし

たいと思います。

次に除雪等についてに移りたいと思います。組合の

ようなものをいつ頃から立ち上げるかということです

けれども、令和５年度中に設立を目指しているという

ことなんですけれども、ということは来年の４月頃か

ら何らかの準備を始めて、来年の例えば10月とか11月

ぐらいから行動ができて、実質除雪作業ができるよう

なことを目標にしているのか、その辺お伺いしたいと

思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

先ほど、とりあえずそのフレームの部分を説明申し

上げましたが、やはり具体的な部分につきましては、

まずやはり、その中心となる方を、いわゆる人選して

いきたい、そのようにまず考えております。いわゆる

組織作り、どういう形の組織が一番機能していくのか。

その辺が一番重要な部分なのかなと。例えば１つの今

県内の組合の例では、元地域おこし協力隊の方にお願

いしているというようなことがあったように聞いてお

ります。そういう方が中心になってということが良い

のか、もしくは全く一般の方、もしくは企業に勤めて

おられる方がいいのか。いわゆる組合として活動して、

なおかつ派遣事業として進めていく上で、どういう形

が一番、いわゆる尾花沢としての形作りをしていきた

いなと。必ずしも、ほかのいわゆる団体と同じ形では

なくても、尾花沢独自としての組織作り、そしてもち

ろん夏場と冬場、夏場農作業というようなことを今、

念頭には置いておるんですが、必ずしもそこに捉われ

る必要はなくて、企業さんのほうでお勤めいただくと

いうことももちろんあるでしょうし、冬も除雪という

ことを今前提に考えておりますが、場合によっては除

雪以外の部分もあろうかと。したがいまして、そうい

うことを全体を動かしていく上で、中心となる方をと

にかく人選、これを今私のほうでいろいろ調査等をさ

せてもらいながら進めていきたい。それがある程度形

になってきますと、その方を中心に組織作り、そして

おおよそやる中味、そしてどれぐらいの人数がよろし

いのかというようなことを、その中心の方を中心に進

めていくというようなことを念頭に置いて進めていき

たいというふうに思います。早ければ来年中にはその

フレームぐらいはお示しできるようなことになれば、

まさに議員が仰るように、来年の冬には少し活動して

いける可能性もあるのかなというふうに思います。

除雪につきましては今年の冬、これからの状況をも

う一度私自身の目で確認をさせていただきながら、ど

ういうところにどういうふうに、いわゆる派遣して働

いてもらうのがいいのかなというところも含めて、調

査していきたいなというふうに思っております。以上

です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

尾花沢には尾花沢のような合うものということなん

ですけれども、先ほど答弁の中で、総務省が進める特

定地域づくり事業協同組合制度を想定しているという

ことなんですけれども、農作業、その他いろんな作業

をする。冬は除雪作業をするということなんですけれ

ど、この特定地域づくり協同事業組合制度、分かりや

すくもうちょっと教えていただけますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

総合政策課。

◎総合政策課長補佐（阿 部 秀 人 君）

前段に市長答弁にもございましたように、議員仰る

とおり、特定地域づくり事業協同組合制度ということ

になってございまして、こちら総務省が進めるものと

なってございます。概要といたしましては、人口急減

地域の課題としまして、事業者単位で見ると年間を通

じた仕事が措置されないですとか、また安定的な雇用

の環境ですとか、一定の給与水準を確保できないとい

ったものを、まずは解決するというふうなこと。その

自治体によっては、そのまた逆で、困りごとの解決と

いうふうなものも考えられると思います。それにつき

ましては、先ほど来あるように、地域の仕事を組み合

わせながらですね、年間の仕事を通じた仕事の創出を

するというふうなこともございますし、また組合で職

員を雇用することによって、安定した雇用、給与につ

なげるというふうなことでもあります。

こちらにつきましては、地域人口の急減に対処する

ための特定地域づくり事業の推進に関する法律という

ふうなもとにですね定めてございまして、こちらの組

合を利用しながらですね、しいて若者の定住ですとか

働き方の創出ですとか、それらを活用した除雪作業で



すとか、そういったものを具体的に解決していくもの

だというふうに捉えております。

こちらにつきましては、特定地域づくり事業協同組

合と申しまして、いわゆるそのマンパワーの派遣事業

といったようなことでご理解いただければというふう

に思ってございます。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

大類議員。

◎５番（大 類 好 彦 議員）

この総務省が進める組合制度ですね、ぜひ来年の冬

には立ち上げていただいて、除雪作業に協力していた

だけるようにお願いをしまして、私の質問を終わりた

いと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で、大類好彦議員の質問を打ち切ります。

本日はこの程度にとどめ、これにて散会いたします。

ご苦労様でございました。

散 会 午後３時02分



令和４年１２月６日



◎副議長（塩 原 未知子 議員）

皆さん、おはようございます。

それでは、出席議員も定足数に達しておりますので、

直ちに本日の会議を開きます。

本日の会議は、議事日程第７号によって進めます。

日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。

まず、１番 菅野修一議員の発言を許します。菅野

修一議員。

〔１番 菅野修一 議員 登壇〕

◎１番（菅 野 修 一 議員）

12月定例会にあたり、先の通告にしたがいまして、

一般質問を行います。

はじめに、ふるさと納税額20億円へのプロセスはい

かに、とのことでお尋ねいたします。

本市の予算財源構成で分かりますように、自主財源

は約３割であり、７割が依存財源となっています。貴

重な自主財源の一翼を担っております、ふるさと尾花

沢応援寄附金、いわゆるふるさと納税額ですが、これ

までの実績への感想と所見を伺います。

結城市長は、2025年度までに、2020年度実績の約３

倍強の20億円を目指したいと公約されました。それを

達成しうる方法や工程についてお伺いします。

企業版ふるさと納税制度も施行されていますが、ま

だまだ認知度が低いようです。企業版ふるさと納税へ

の取り組みで、ふるさと尾花沢応援寄附金のさらなる

増額を図る市長のトップセールスはいかがですか。

また、ふるさと納税と企業版ふるさと納税、これら

に精通する人材の登用配置も必要と思われますが、い

かがですか。

返礼品については、きめ細やかに寄附者のニーズに

応える工夫や、さらにブランド化を図る必要があると

考えますが、いかがですか。

また、広報ＰＲ戦略についても伺います。返礼品発

送体制は十分整えられておりますか、そしてさらに注

文に応えられる生産体制整備についてはいかがですか。

２番の地域おこし、地域づくりの人材確保について

お尋ねいたします。

坂道を転げるような人口減少と、高い高齢化率に直

面してきている本市は、地区集落のみならず、街中に

おいても、いろいろな社会生活、環境維持機能にも支

障をきたしている現状であります。そこで、地域の振

興活性化に携わる人材や、行政の円滑運営に寄与され

る人材の確保が重要課題と推察されます。国、総務省

は、地域外の人材を積極的に誘致し、地域住民のニー

ズに応えながら、地域力の維持強化に資する取り組み

として、積極的な推進を図るものとしております。い

わゆる地域おこし協力隊員ですが、さらに結城市長は

公約として掲げました地域づくり事業協同組合の立ち

上げとともに、マルチワークに従事する若者たちの募

集は、それぞれ何名を予定されておりますか、お伺い

いたします。

また、全国の若者たちに選ばれる尾花沢市としての

工夫は、どのようどのようにしておりますか。特に第

７次尾花沢市総合振興計画を遂行していく中で、必要

な人材の部署・分野が直面の課題として捉えられてお

りますが、それらのニーズをまとめ、各行政分野等に

活躍できる人材を募集するべきではありませんか、お

尋ねいたします。

地区集落としての存在に支障をきたしている現状に、

それをサポートしてくれる地域おこし協力隊員を、各

地区公民館へ配置してはいかがでしょうか。

間口除雪の徹底を図られるよう、地域づくり事業協

同組合のマルチワーカーを配置してはいかがですか。

本市の募集に志望されて、着任いただくマルチワーカ

ーの方々への居住等の無償提供も必要な待遇と考えま

すが、いかがですか。

隊員たちの３年後の起業独立支援はどうなっていま

すか。また、今後どうしたいと考えておりますか。

以上で、本席からの質問とさせていただきます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

おはようございます。菅野議員からは大きく２点の

ご質問をいただきました。順次お答えを申し上げます。

まず、ふるさと納税についてですが、ふるさと尾花

沢応援基金事業は、本市の魅力と特産品を積極的にＰ

Ｒするとともに、ふるさと納税制度の本来の趣旨であ

る「心のふるさと」、「地域活性化」の観点から、関係

人口の拡大と返礼品の一層の充実による尾花沢ファン

の拡大を図ることを目的としています。

ふるさと納税については、令和３年度、全国で受入

額8,300億円、対前年比約1.2倍。山形県では受入額

350億円、対前年比1.05倍と低い伸び率のなか、本市

は７億8,000万円、対前年比1.36倍と13市の中で２番

目の高い伸び率となっています。

ふるさと尾花沢応援基金事業による寄附金は貴重な

財源であり、また、返礼品による特産品や観光の情報

発信としても大変重要でありますので、今後も寄附額

をさらに伸ばしていけるよう取り組んでまいります。



はじめに、寄附金のこれまでの実績と所見について

のお尋ねですが、先程も申し上げましたとおり、令和

３年度の寄附額は、過去最高７億8,000万円となり、

特産品である尾花沢すいかや尾花沢牛、尾花沢産米が

徐々にではありますが、全国へ浸透してきているもの

と感じています。この機を捉え、さらに本市をＰＲし

ていきたいと考えていますが、寄附者は返礼品を重視

する傾向にもありますので、品質の高い特産品の提供

が継続して行えるよう、生産者に寄り添った取り組み

も行ってまいります。

次に20億円を達成するための取り組みについてです

が、まずは返礼品の主力である尾花沢すいか、尾花沢

牛、尾花沢産米のさらなるブランド力の向上とＰＲ強

化が重要であると考えております。また、リピート率

の向上を図るため、返礼品の品質管理はもちろんのこ

と、寄附者の皆様から当市を選んで良かったと思って

いただける丁寧な対応を徹底していくとともに、利便

性を向上させる、オンラインワンストップ申請を導入

するなど、ニーズを的確に捉え推進してまいります。

併せて、令和３年８月に内閣府より認定をいただいた

地方創生応援税制、いわゆる企業版ふるさと納税につ

いても、積極的にＰＲするなど、さらに力を入れてい

きたいと考えています。

この企業版ふるさと納税については、本市にゆかり

のある市外の企業に働きかけを行った結果、今年度は

２社から合計50万円の申込みをいただいております。

今後も機会を捉え、多くの企業に対し制度の丁寧な説

明と本市の魅力をしっかり伝えながら、ふるさと納税

にご理解いただけるよう取り組んでまいります。

また、精通する人材の配置につきましては、現配置

職員が様々な機会をとらえて十分経験を積んでいます

が、さらに外部の力をお借りするため、今年度からネ

ットショップやマーケティングに精通する本市と由来

のある事業者と、返礼品の出品元である農協、観光物

産協会と連携して寄附額を伸ばしていますので、今後

も関係機関一丸となり取り組んでまいります。

ニーズに沿った返礼品の開発につきましては、先の

小関議員にもお答えいたしましたが、本市においても

寄附者のニーズを把握し、お米の定期便やスイカ、さ

くらんぼ、ブルーベリーなどを組み合わせたフルーツ

定期便など、すべて尾花沢産で取りそろえた返礼品を

出品しています。今後も情報収集に努め、例えば農業

体験や雪遊びと銀山温泉を組み合わせた体験型の返礼

品など、寄附者のニーズを満たせる返礼品の開発に力

を入れていきたいと考えております。

また、本市には魅力ある農産物が多くありますが、

首都圏や関西圏で取り引きの多い尾花沢すいかに匹敵

するブランド力を誇る産品が少ない現状と捉えていま

す。併せて、主要農産物であるお米や牛肉は競合市場

となっており、産地間競争の激しい産品となっていま

す。しかし、本市には原風景を求める方をターゲット

として、ストーリー性を描ける棚田や雪景色などの資

源も数多くあることから、これらを強みとして付加価

値を高めるなど、関係機関と連携しながらさらなるブ

ランド力の強化に向けた取り組みを考えてまいります。

なお、広報戦略については、寄附者が閲覧するポー

タルサイト内でのＰＲを今年度から実施しています。

これは、寄附したい方に対し本市の返礼品の魅力をダ

イレクトに伝えるものであり、寄附額の増加に大きな

効果をあげています。

若い方々からも知ってもらえるような広報戦略とし

て、やはりインターネットでの情報発信は有効であり、

個人の方でも大企業に負けない影響力のある情報発信

ができる時代にもなってきました。これまで先人が築

き上げてきた尾花沢すいか等のブランド力を活かしつ

つも、まずは現在取り組んでいるマーケティングに精

通した事業者との連携を、さらに強化していく必要が

あると考えています。

返礼品の発送体制についてですが、寄附額の内、約

５割を尾花沢すいかが占めており、令和４年産スイカ

は４万6,000件の申し込みがありました。尾花沢すい

かの取り扱いは夏の短い期間に集中するため、収穫か

ら配達まで鮮度を維持するスムーズな配送体制が鍵で

あり、寄附者の満足に繋がるものと捉えています。

今後、寄附額20億円を想定した場合、一番人気の尾

花沢すいかは最低８万5,000個必要になると推計され

ますが、尾花沢すいかの申し込みも年々増加しており

ますので、関係機関に対してスイカの確保と発送体制

のさらなる強化をお願いをしているところであります。

今後は、寄附者が喜ぶ納得できる質の高い返礼品を

発送できるよう、観光物産協会やみちのく村山農業協

同組合と連携し、発送体制、生産体制の強化を図るこ

とで寄附額と尾花沢ファンの拡大を図ってまいります。

次に、地域おこし、地域づくりにおける人材確保に

ついてですが、地域おこし協力隊制度は、都市部に暮

らす方が地方に生活拠点を移し、個々の経験や特技を

活かし、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ

等の地域おこし支援や、農林業への従事、住民支援な

どの地域協力活動に一定期間以上、従事してもらう等、

地域の活性化を図るとともに、その土地への定住・定



着を図ることを目的としています。

本市では、平成22年度に初めて緑のふるさと協力隊

制度による隊員を受け入れ、平成25年度からは地域お

こし協力隊制度を活用しながら、これまで計20名の隊

員を受け入れてきました。現在、２名の隊員が尾花沢

そばの振興と観光案内活動を主とした観光振興に取り

組んでおり、さらに年明けには移住支援コーディネー

ターとして１名が着任する予定です。

初めに、地域おこし協力隊の募集人数についてであ

りますが、着任中の協力隊を含め計７名を予定してお

り、現在、事業分野と内容を明確にして募集を行って

いるところです。総務省では、地域おこし協力隊を令

和８年度まで１万人に増やすという目標を打ち出して

おり、本市においても各種情報サイトやふるさと回帰

フェア等への出展などにより募集を行っていますが、

現在でも全国で400人弱の協力隊が募集されており、

人材確保が難しい現状となっております。

さて、議員からは協力隊を希望する若者から選ばれ

る工夫をすべきとの提案をいただきました。先に申し

あげましたように、全国的に隊員を獲得する競争が激

しくなっております。まずは尾花沢の観光地やイベン

ト、さらには自然や食の魅力を伝えること、そして協

力隊の活動内容や役割を明確にすることが必要である

と考えております。そのためにも、ＳＮＳ等を最大限

に活用するとともに、市町村を紹介する各種フェアへ

の出展を通して、希望者に本市の熱意と魅力を伝えて

いきたいと考えております。

また、マルチワーカーに従事する若者の募集につき

ましては、特定地域づくり事業協同組合制度を活用し

て、次年度である令和５年度中に地域づくり組合の設

立を目指して取り組んでおり、どのような作業にどれ

だけの人員が必要なのかという市民ニーズを把握しな

がら、第７次尾花沢市総合振興計画から導き出される

ニーズや課題も捉えた人材の募集を考えてまいります。

次に、地域集落をサポートする地域おこし協力隊を

各地区公民館へ配置してはどうかというご提案であり

ます。協力隊制度の本旨を踏まえながら、先の質問に

回答したように、隊員の活動内容や役割を明確にする

必要があると考えております。特に、退任後に自立し

て定住につながるようなものが必要でありますので、

地域のニーズの中に隊員が活躍できるものがあるのか

精査していく必要があると捉えています。

次に、公約にある地域づくり組合を立ち上げ、間口

除雪の徹底についてでありますが、各戸における間口

の除雪は、敷地の状況や生活環境がすべて異なるため、

自助・共助にて作業がなされています。市や地域、個

人が思う間口除雪はそれぞれ違うと捉えており、いず

れかのニーズにひとつでもお答えできる姿を目指して

まいります。特にご高齢世帯などにおける除雪や、大

雪の際などの緊急時に、市民からの声に対応できる仕

組みが必要だとお聞きしておりますので、今年度も予

算の範囲内で、まずはできることから進めていく考え

であります。

次に、本市の募集に志望され転入する若者への住居

等の無償提供についてでありますが、まず、地域おこ

し協力隊については各種条件がございますが、現在着

任中の隊員はすべて無償で住居を用意しております。

また、地域づくり組合におけるマルチワーカーにつき

ましては、組合で雇用する社員と捉えており、住居等

の無償提供は考えておりませんが、移住や定住などの

既存する補助制度をご案内してまいります。

協力隊の定住を見据えた起業支援につきましては、

現在の隊員、今後採用を行う隊員いずれに対しても、

３年後の独立を視野に考えていただいており、任期満

了後も本市に定住・定着し、引き続き地域のキーパー

ソンとして活躍いただきたいと考えております。

そのため、着任後に活動計画を作成してもらい、起

業や就職など本人の夢や希望の実現と定住に向けた活

動を支援しています。隊員が地域や市内の事業所等と

の関わりを持ちながら、活き活きと活動していけるよ

う、地域おこし協力隊起業支援補助金や空き家活用支

援事業費補助金といった制度も紹介し、起業と定住を

後押ししてまいります。以上で、私からの答弁といた

します。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

ご答弁ありがとうございました。改めまして再質問

させていただきます。

先ほども申し上げましたとおり、本当に昨年度の決

算で、７億8,000万円のふるさと納税額があったと、

寄附額があったというようなこと、これは本当に総収

入財源の5.5％に当たるというようなことで、大変貴

重なもののように思っています。そして、やはりふる

さと納税を20億円に任期の間に達成したいという市長

の考えに、大変私も私たちも賛同し、我々も応援して

いきたいなと、このように思うわけでございます。

でも、確かにこの20億円を目指すにあたりましては、

かなりハードルが高いと思います。達成に向けての今

いろいろな方策、方法がご答弁の中にありましたけれ



ども、やはり今の企業版ふるさと納税、これがまだま

だ実績としては始めたばかりかなと。２件で50万円と

いうようなことだというようなことであります。尾花

沢市ゆかりの企業は何百社もあるというようなことで、

企業対策専門員からも聞いておりますが、やはりこれ

を伸ばしていくには、企業版のふるさと納税を着実に

伸ばしていくことだと思います。そんな中で、市長の

各企業訪問でお願いして歩くと、そういうトップセー

ルス、これから大事ではないのでしょうか、これにつ

いてお尋ね申し上げます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

ただいま、企業版ふるさと納税の、いわゆるそれに

関連したトップセールスということでございました。

仰るとおり、可能な限り企業版ふるさと納税の認知

度を広めるという意味においても、私のほうからご説

明させてもらえるような機会があれば、ぜひ取り組ま

せていただきたいというふうに思っております。まず

しっかりと、そういう何て言うんでしょうか、足場固

めをさせていただき、そしてどういう仕掛けというか、

どういう枠組みになると、そういうものにしっかり乗

っていただけるのか、いわゆる企業さんのほうの考え

方もお聞きしながらですね、何とか協力してもらえる

ような形に持っていければなということで、ぜひ取り

組んで行きたいというふうに思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

やはり企業版のふるさと納税、これについては、ま

だまだ本当に企業に行ってみますと、周知、認知され

ていないというようなところだというようなことを聞

いております。やはり尾花沢市でも、また関東方面、

あるいは関西方面に、この素晴らしい尾花沢の農畜産

物ですね、出荷したり、扱ってもらう店とかたくさん

会社があるわけでございます。そういうところにも、

やはり直接行って、参上して、そしてふるさと納税企

業版、ふるさと納税を理解してもらうというようなこ

とが大事かなと思っております。

そんな中で、我々もこのたび、12月16日からですか、

企業にも行って、そして企業版のふるさと納税を語っ

てきたいなと、このような今段取りを組んでいるとこ

ろでございます。

今日のトピックにニュースにもありましたけれども、

旅先納税というようなこともありました。山梨県のあ

る自治体でありますが、旅行していてですね、そこで

その場で納税をして、そして返礼品もいただいて、そ

れが寄附につながると。そういうこともやっぱり取り

組んで、新しい方法に取り組んでいくべきかなと、こ

のように思いますけれども、その点についてもご検討

いただきたい。このように思いますが、いかがでしょ

うか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

旅先納税という仕組みが、ちょっと私もまだ承知し

てないものでありまして、どういうものなのかなと。

ただ、これはいわゆるふるさと納税、一般のふるさと

納税を旅先で納税していただく、例えば私のイメージ

とすれば、現地に行ったことで、ＳＮＳ等で発信され

るものが、直接生で現地で見れるというようなことな

のかなあなんてちょっと思っているところであります

が、そうしますと、やっぱり本物を目の前にして、い

いものだなというような、触れたりすることも可能で

しょうし、確かにそういうふうに言われますと、いい

制度なのかもしれません。そこら辺も含めて、我々と

してもいろんな機会を捉えて、なおかつ他の事業、自

治体で実施していないようなことを取り組んでいくこ

とで、もっと増えてくるチャンスはあるんじゃないか

なというふうに思っておりますので、ぜひこの案件、

旅先納税の仕組みもちょっと勉強させていただきたい

というふうに思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

よろしくお願いします。返礼品につきましては、Ｐ

Ｒ広報に力を入れ、さらなるこの磨きをかけると申し

ますか、そういうふうなことにしていきたいと。尾花

沢のこのふるさと納税への返礼品、３大返礼品は尾花

沢スイカが３億9,000万円、それから尾花沢牛が１億

6,000万円、尾花沢の産米、これが8,000万円というよ

うなことで、これが３本柱というようなことで、まだ

まだやはり伸びしろがある。お米なんかについては、

やはり今の8,000万円から倍ぐらいにできるんじゃな

いかなと、このように思っています。

であのちょっと寒河江市のほうを見てみましたら、

寒河江市の米の返礼品については、はえぬきでありま

すが、精米したもので、１万6,000円の寄附に精米20

㎏で、尾花沢市では１万8,000円で精米20㎏なんです。

これ2,000円ちょっと高いなと尾花沢の場合。こうい



うところとかも、ちょっと理由を挙げれば、まだあの、

同じ寄附で１万2,000円で15㎏の寒河江市であります

が、１万3,000円で15㎏、ここでも1,000円違う、寒河

江市は今39億円いってますね、ふるさと納税が。米も、

ものすごく評判が良いというようなことであると思い

ます。この辺、あるいは尾花沢の米で、幻の米で作る

翁山というお酒があります。さわのはな。これも酒と

例えばお米、その差は幻の米といわれるさわのはなを

一体としたような返礼品、そういうこともいろいろ考

えてもらえば、さらに伸びるのかなと思います。

あの一覧表を見ますと、132通りぐらいあるんです

けれども、その中でやはりあの１年分のお米っていう

のはないようです。半年の返礼品、これは１回納税し

ますと半年間月々配られるというようなこともあるん

ですけども、１年間12ヶ月お送りしますよと。米は１

回で食べられませんから、月々送ればと、そういう取

り組みとか、必要かなとも思いますけども、この辺に

ついてはいかが考えでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

定住応援課長。

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君）

お答えいたします。ただいま議員のほうからは、お

米の返礼品のことについてご質問されました。確かに

価格競争についても、全国的にやはりかなり厳しい状

況にあります。もちろん先ほど仰られました、スイカ

が約５割、牛肉が２割、そして米が１割、これで８割。

この率というのは、ここ数年はずっと変わっておりま

せん。ですので、ここをいかに上げるかということが

キーポイントだと思っています。

特にその米というのは、常に食べているものですの

で、ここが上がればもっと全体的に上がっていくのか

なと考えているところです。ただし、仰るように、他

の自治体から比べると、ちょっと価格のところでどう

しても差がついてしまう。その確保も大切なところか

なと思っているところです。

それから、ご提案のさわのはなの件についてですけ

れども、例えば棚田米ということで、これは限定で、

そこに付加価値をつけて販売させていただいておりま

す。好評で全て完売。ですのでさわのはなとか、そう

いう幻の米といったところのＰＲで、そこも付加価値

がついてというようなことも期待されるところであり

ます。それから、その米のいろんな種類、例えば５㎏、

10㎏、20㎏というようなことで、さまざまな形でご用

意をさせていただいているところです。私もその時で

１年分もあろうかなと思っていたところですけれども、

ちょっと確認しませんで、常に毎月送れるような体制

も、そのメニューといいますか、プランとして考えて

いきたいと思います。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

よろしくお願いします。尾花沢雪降り和牛の件であ

りますが、今年は全国和牛オリンピックというような

ことで、鹿児島県に市長も行かれたと思います。そこ

で出品された３頭の牛、尾花沢で出展されました。そ

れについては脂分ですね、脂質の部で１等賞を取って

おります。そんなことも、返礼品のこの紹介のところ

に、ぜひ一文加えていただければいいのかなとこのよ

うにも思います。よろしくお願いしたいと思います。

それでは次にまいります。時間も押しておりますの

で。次２番目の地域おこし、地域づくりの人材確保に

ついてお尋ねいたします。

昨日の質問では、国の事業で、いずれも若者を呼び

込むという点で、今回ですね、私の質問でございます

が、前置きしておきたいと思います。２通りの政策が

含まれておりますことをあらかじめ申し上げておきた

いと思います。

１つには、地域おこし協力隊員の募集であり、１つ

には、地域づくり事業協同組合立ち上げとマルチワー

カーの募集であります。まずは、特定地域づくり事業

協同組合について、昨日、鈴木由美子議員、そして大

類好彦議員からの質問にもありました。冬期間の間口

除雪の徹底を図るため、特定地域づくり事業協同組合、

そしてそれに着任するマルチワーカー職員という、新

しい結城市長の政策に大きな関心と期待が寄せられて

おりほかにはないと思います。昨日の答弁では、地域

づくり事業協同組合の立ち上げは、どのような組織体

制にするのかなど、今先進事例を十分に検討し、令和

５年に設立したいとの意思が確認できました。私はぜ

ひ検討を進めていただいて、令和５年度の当初予算に

盛り込み、６月の頃には立ち上げとなるような市長の

決断を願いたいのでありますが、いかがでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

地域づくり事業協同組合の立ち上げにつきましては、

昨日以来お答え申し上げているところでありますが、

組織、いわゆるその中心となる派遣事業をする上での

組織づくり、その中心となる人材、それと組合という

形になりますんで、協賛していただける企業さん、も



しくは個人の方々、そういう方々にしっかり賛同を得

た上でスタートしていくということになります。

したがいまして、昨日も申し上げたとおり、できる

だけ早めに立ち上げをしたいところではあるんですが、

そこの体制がどういう形になるのか、そういうものも

含めてですね、しっかりとした体制づくりをしていく

ことが非常に大事なことだと思いますので、果たして

何人ぐらい必要なのか、それも実際にどれだけの需要

があるか、そういうこともこれからしっかり調査をさ

せていただかないと、なかなか闇雲に予算を計上して

もそこは厳しいのかなというふうに思います。したが

いまして、早期に可能であれば、議員の仰るとおり、

当初予算の中に盛り込めれば盛り込んで進めていきた

いと思いますが、そこら辺はしっかりこれから内容を

詰めた上で進めていきたいと思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

やはり５年度にということになりますと、まもなく

雪降る頃に立ち上げ、それも５年度なんですけれども。

やっぱり間口除雪に当たられるとか、あるいは夏分に

早く立ち上げができて、スイカ作業に出られると、そ

ういう体制になってほしいなと。本当にしっかりとし

た計画も必要だと思います。立ち上げについてはね。

でも、積極的に取り組んでもらいたいなと思います。

やはりマルチワーカーの働き方のデザインが大切だと

いうので、よくあの夏・冬の仕事、それをどうするか

というようなしっかりとした募集なりの方針が固まら

ないと駄目だと思いますけれども、２日の産業厚生常

任委員会ありました。そこで、北村山建設業協会から

要望書が提出された中で、この見出し４のところ、道

路除雪に関わる人材確保についてという切実な要望が

なされております。若手の育成が急務であり、早朝・

深夜と出勤が不規則で、今の若者がなかなかこうやり

たがらない点も課題としてあると語られておりました。

しかし、このような問題を抱えている建設業さん。こ

れは要望上がってきたので、皆さんがそう感じている

んだと思います。尾花沢のやっぱり将来の除雪に関わ

る、除雪する人材がいなくなるということは、すごく

この地域に不安なことだと思います。そんな中で、や

っぱり育成していくんだというようなこと、ここの地

域づくり事業協同組合できちっと経験ない方もですね、

それに携わって、そして正規の社員なってもらえるよ

うな人材を育てていくことが大事ではないかなと思う

わけでございます。これについて市長の考えいかがで

すか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

特に除雪、冬季の除雪オペレーターさんが非常に不

足しているということもお聞きしております。実は、

除雪オペレーターさんのみならず、あらゆる職種にお

いても、企業さんのほうの職種においても中々人材が

集まらない。それが夏場・冬場ということになってき

ておって、なかなか若い方々がこの地に定住して働い

ていただけるというところがちょっと厳しいというこ

ともあるようです。したがいまして、やはりマルチワ

ークをする上でも、そこの分野だけを捉えて考えてし

まうと、なかなかそれも厳しいところはあるのかもし

れません。ただそのマルチワークが良いところという

のは、必ずしもその仕事を年間ずっとやるということ

ではなくて、夏場はまた別のお仕事、冬場は場合によ

っては除雪、それにまた別の仕事、そういう組み合わ

せをすることで、若い方々の多様性、いろいろな考え

方を持った方々が、例えば来ていただくような仕組み

ということが１つの利点っていうか、メリットの部分

になります。そういう中で、尾花沢市においてはやは

り冬場除雪が非常に厳しい状態になっているんで、そ

こを中心にやってもらう。なおかつそこで、仮にオペ

レーターさんとしてこれからもやっていけるというよ

うな人材育成もできるような仕掛け・仕組みになれば、

これはこれで非常に、将来的には場合によってはその

仕事を活かして、そのマルチワーカーの仕事から今度

は企業さんのほうに正職員として働いていただくなん

てことも場合によっては出てくるのかなというふうに

も思います。そこら辺はこれから実際に募集をしてい

く段階で、またしっかり、ある程度将来性までも考え

ながら人材を確保していきたいというふうに思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

ありがとうございます。やはり、マルチワーカーに

ついては、大変先進地として、島根県の海士町という

ところがありますが、ここには男性３名、女性３名、

計６名が今マルチワーカーとして働いていらっしゃる、

そしてそこの事務局長さんがいて、その方が差配して

やっているというようなところだと聞いております。

また海士町のこの交流促進課 の

方が語られているのは、このそういう制度を

導入するにあたって、まず１つに大事なことは、自治



体が本気で取り組み、移住者の生活を安定させること

だと、これなしに語れないというようなこと、これが

１つ。やはり国の補助金の活用に加え、自治体も予算

を投入して、さらに労働面における制度設計を確実に

行うことで移住者を呼び込むと。安心した生活の提供

が何よりも大切だ。こういう基本的なことを実行しな

い限り、なかなかマルチワーカーもこないということ

だと思います。

２つ目には、派遣という雇用形態が持つ負のイメー

ジを打ち消さなければならない。人手を埋めるといっ

たマイナス解消の派遣ではなく、そのワーカーがいる

ことで事業がプラスに転じることの徹底。ワーカーの

キャリア積み上げも意識させるというようなこと。

３点目は、人と仕事の相性を見極め、やりがいを実

感できる環境にすべきだというようなことで、トライ

アル的な短期雇用であっても、活躍の場を提供し、や

りがいを感じてもらうことが大切。住民や移住者が満

足していれば、おのずと人が人を呼び込む展開になる

のですというようなことを語られておりました。ここ

で働いている女性で 、埼玉県出身の方、

マルチワーカーの待遇としましては、年齢25.8歳です

けれども、年収270万円、任期は無期雇用というよう

なことになっているそうです。そして、

、仕事としてはどういうことかっていうと、

春は漁業、岩がきの養殖、ケンサキイカの定置網漁、

夏は観光業、観光客をおもてなし、ホテルジオパーク

の紹介、秋・冬は水産加工業、岩がき出庫、寒シマメ

の出荷作業・加工作業ですね、こんなふうにして１年

間をトータルして働いてもらっているというような形

だということを紹介しておりますので、やはり尾花沢

は尾花沢のこの仕事、行動のサイクルですね、これに

合わせたものをぜひしていただきたいな、このように

思うところでございます。

次は地域おこし協力隊員の募集、この度は７名とい

うようなことで、現在任務についていらっしゃる２名

を含めて７名というようなことで、大変多くの協力隊

員を募集していただいているなと、このように感じて

おります。やはり協力隊員、この事業は、報酬、住居

費、こういうものが国費で賄われて、そして、地域や

行事のいろいろな分野で３年間大いに活動してもらう

とのことで、財源の脆弱な過疎の我々の尾花沢にとっ

ても大変有意義な事業ではないかなと、このように思

っていますので、ぜひ叶いますよう祈っているわけな

んですが、いかがでしょう。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

地域おこし協力隊の方々については、先ほどもお話

しさせていただいたんですが、やはり３年後、いわゆ

る任期終了後にしっかりこの尾花沢市に定住していた

だくその前提条件としては、やはり何をしていただく

か、そしてしっかり独立というか独り立ちしていただ

いて、それが結果的にこの尾花沢市に地域おこし、地

域が元気の出るようなものにつながっていってほしい。

そういうことをしっかり念頭に置きつつ、やはり募集

をさせていただく。そして、その方々が自由な発想で

そのやっていただく中身を自由に発想していただいて、

そして３年後を見据えてというようなことを、やはり

やっていただきたいなというふうに思っております。

したがって、これから募集する方々についても、そう

いう観点で本当にやっていただくことをきちんと精査

して、やっていただくものをきちんとご説明して、そ

してそれにマッチする、本当に適正をしっかり見させ

てもらいながら、この方であればという人を何とか配

置して、市民の方々に、しっかり市民と一緒にやれる

ような体制にさせてもらいたいなというふうに思って

おります。ありがとうございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

地区公民館に地域おこし協力隊員できれば１人ぐら

いずつというようなことの私の提案でしたけれども、

やはりどういうことをそこでするのか、そういうこと

がわからないままね、目的がないままでは分かります。

私は、思っているのは、やはり今、地域でなかなか地

域の人と人とのこのコミュニケーション、これが薄れ

て希薄になっております。ましてコロナというような

ことで、そんな中で、何事業をするにしても、やはり

中心になってそれを裏で支えてくれるような人がいな

いんですね、だから誰かがやっぱり日中時間を割いて

いろいろ地区公民館に行ったり来たりのこの何事業を

するにしても、こういう形なんです。そこにつなぐ人

がいれば、もっと地域の活性化がなるのではないかな

と思ったところで、そのようなご提案をさせてもらっ

たところです。

ただ、分野分野でっていうようなことで、農林分野

でしたら、鳥獣被害対策、こういう人材なども不足で

はないかな、あるいはふるさと振興公社に人手がなく

て、なかなか徳良湖の周辺の草刈りなどもあまり進ん

でいない。そんなことを見るにつけ、やはりこういう



ところにこういう人材が、協力隊員いろいろな仕事を

してもらって結構だと思うんですけれども、そういう

部署部署に、あるいは学童保育さまざまあると思いま

すけれど、そういう人材をやっぱり協力隊として置い

てもらえばな、このような思いでこの提案させて上げ

たところでございます。現在、蕎麦屋さんもまもなく

３年間の修行です。これを踏まえて開業というような

ことになっているというようなことをね、本当ありが

たい。この尾花沢のそば街道12ほどあるけれども欠番

が出ている。そのことを埋めていただきたい。以上で

終わります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で菅野修一議員の質問を打ち切ります。

ここで換気のため10分間休憩いたします。

休 憩 午前11時01分

再 開 午前11時10分

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

再開いたします。

次に、４番 菅野喜昭議員の発言を許します。

〔４番 菅野喜昭 議員 登壇〕

◎４番（菅 野 喜 昭 議員）

それではマスクしたまま喋らせていただきます。改

めまして皆さんおはようございます。４番の菅野喜昭

でございます。令和クラブ続けての質問になります。

どうぞよろしくお願いいたします。

早速ですが、先の通告に基づきまして質問させてい

ただきます。質問は大きく４つございます。

１つ目は、地域マネージャー制度を活用した防災監

等への退職自衛官の雇用について。２つ目は、生活排

水等の処理について。３つ目は、徳良湖湖畔のキャン

プ場の拡張について。４つ目は、災害発生時の温泉施

設の無料開放についてであります。

それでは、１つ目の地域マネージャー制度を活用し

た防災監等への退職自衛官の雇用について質問させて

いただきます。少々説明が長くなると思いますが、ご

容赦願いたいと思います。

まず、地域マネージャー制度について簡単に触れて

みたいと思います。地域防災マネージャー制度は、近

年全国各地で頻発する豪雨災害や土砂災害、発生が予

想される大規模地震や雪崩等の雪害等に対応するため、

本人からの申請に基づき、その者の知識や経験等を踏

まえ、防災の専門性を有するものであることを証明す

る制度でございます。

この制度は７年前、すなわち平成27年10月に内閣府

政策統括官から都道府県防災担当課、市町村担当課、

指定都市防災担当課宛てに発出されたものであります。

さらに、地域防災マネージャーを防災監等として、地

方自治体が採用、配置した場合は、その人件費の一部

が地方交付税の交付対象となります。

また、自衛隊を退職する幹部自衛官は、この地域防

災マネージャーとして証明を受けるための要件を満た

しているものが多数おります。そしてまた、退職幹部

自衛官は、現役時には各種防災計画を策定したり、災

害発生時には、人命救助はもとより各種災害の復旧に

ついて陣頭指揮しているものでございます。これらの

こともありまして、全国における退職自衛官からの防

災機関等への雇用については、一昨年すなわち令和２

年４月１日現在になりますが、46都道府県で105名、

415市町村で490名が雇用されております。山形県にお

きましては、県庁を初め、山形市、長井市、上山市、

天童市、東根市、酒田市、本年の４月に村山市で雇用

され、市としては全部で７市で雇用されております。

さらに防衛省では、５年前の平成30年度から、防災や

危機管理教育を実行できる枠を年間375名に増やして、

地域防災マネージャーの育成に取り組み、各自治体か

らの雇用要請に対応すべく努力している模様でござい

ます。当市においては、令和２年の豪雨災害発生時に、

自衛隊から災害派遣による給水支援を受けたわけであ

りますが、自衛隊が災害派遣要請を受けるまでの間は、

その連絡幹部が、あらかじめ尾花沢市に参り、市役所

の外で待機しておりました。これは１つの例ですが、

退職自衛官から防災監等として雇用されていれば、災

害派遣要請が出るまでの間においても、自衛隊の連絡

幹部との事前の調整が可能であり、災害派遣要請によ

り自衛隊が派遣されたときには、速やかに災害派遣活

動ができるという一連の活動が迅速的確に実施できる

ようになるわけであります。そこで本市において、防

災監等として、退職自衛官から雇用するお考えがない

か伺います。

次に、２つ目の生活排水等の処理について質問させ

ていただきます。まずは、本市における少々汚い話で

ございますが、汲み取り、垂れ流し以外の下水道合併

浄化槽及び農業集落排水設備ですかね、などの普及率

の現状について伺います。今現在の課題として、合併

浄化槽の設置について、指定地区として設置が終了し

た地区は、後から設置しようとしても補助金がなく、

合併浄化槽の設置ができかねているということであり

ます。指定地区に指定され、合併浄化槽を設置する際



に補助金が出るわけですが、汲み取り式を水洗トイレ

に改修する分までは賄えない状況で、業者にもよりま

すけれども、大雑把ですが、そのトイレに改修する分

は100万円以上の出資金額が生まれるわけです。その

時点で、高齢者のみの世帯では金銭的にも、使用する

期間的にも、設置を見送ることがあります。その後、

指定地区の整備事業が終了した後に、何らかの理由で

若夫婦家族が戻ってきて、合併浄化槽を設置したいと

考えても設置の補助が受けられず、子育てなどの生活

費もかさむため、当面の設置ができないでいるのが現

状であります。この他の理由もありますが、金銭的に

設置をするのが大変で、先延ばしか見送っている世帯

が散見されます。各種生活排水設備の普及率も向上し、

指定地区の指定についても頭打ちの現状であります。

合併浄化槽を設置したいが設置できないでいる世帯も

あることから、少しでも水洗化率を上げ、環境衛生に

期するためにも、浄化槽設置整備事業の補助制度を見

直す時期が来ていると考えますが、いかがでしょうか。

続きまして３つ目の徳良湖湖畔キャンプ場の拡張に

ついて質問させていただきます。私は、私事ですいま

せんけれども、春から秋にかけては、ほとんど毎朝徳

良湖湖畔サイクリングロードを散歩しております。そ

の際、キャンプ場の傍らを通ると、土・日・祝日は常

に満員の状態です。キャンプ場使用の申し込み状況、

使用料等、年間の収益についてお伺いしたいと思いま

す。

指定管理委託の株式会社尾花沢市ふるさと振興公社

の令和３年度の全体の収支として赤字決算になってお

ります。キャンプ場の敷地を拡張し、顧客をキャンパ

ーですかね、増やしてさらに収益を上げ、赤字分をい

くらかでも補填するお考えはないでしょうか。指導も

含めてですね。

最後に、４つ目の災害発生断水時の温泉施設の無料

開放について質問させていただきます。まず、令和２

年７月の豪雨災害時及び本年１月の水道管損傷による

断水した世帯数をお伺いいたします。私の自宅も該当

した本年１月の断水時の件について質問させていただ

きます。断水した夕方、徳良湖温泉花笠の湯が無料で

入浴可能だということを確認し、行ったところですね。

駐車場が満車の状態で、大変込み合っておりました。

そこで、花笠高原御所の湯に確認しましたところ、無

料で入浴可能であり、それほど混んでいないというこ

とでありましたので、私の自宅から約12kmはあります

が、断水が解消されるまでの３ないし４日間ですかね、

利用させていただきました。いくらか距離はあるもの

の、そんなに混んでいなくてですね、そのときは本当

に助かりました。改めて御礼を申し上げたいと思いま

す。今年１月の断水した世帯数も相当あると思います。

断水が広範囲に及ぶ場合、市の公共の入浴施設だけで

は足りないように思います。市内には民間の温泉施設

もあります。広範囲の断水時はこれらの施設も無料で

入浴できるように調整すること、あるいは事前に調整

しておくこと等はできないでしょうか、伺います。大

変長くなりましたが、以上で私の質問を終わらせてい

ただきます。次の質問は自席でさせていただきます。

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

菅野議員からは、大きく４点についてのご質問をい

ただきました。順次お答えいたします。

はじめに、地域防災マネージャーの活用についての

お尋ねでありますが、地域防災マネージャーは、内閣

府や防衛省が実施する防災スペシャリスト養成研修な

どの防災に関する必要な研修を受講した者、また、防

災行政に係る一定程度の実務経験を有する者で、地方

公共団体で地域防災マネージャーを採用した場合は、

その人件費の一部が特別交付税で措置される制度とな

っています。

今年４月１日現在において、山形県及び県内７市で

は、この制度を活用して採用しているとのことであり、

本市でもこれまで、関係機関から地域防災マネージャ

ー制度について説明をいただいております。

近年、豪雨・豪雪災害等のみならず、新型コロナウ

イルスへの対応など、普段からの災害対策や迅速な災

害対応体制の維持構築に努めておりますが、防災の専

門的知識を有する外部人材を配置することにより、さ

らなる的確かつ迅速な災害等の対応が可能になると考

えています。

地域防災マネージャーからは、防災出前講座などで

災害対応の具体的な事例など経験に裏付けされたお話

を地域住民に伝えることができ、自主防災組織の更な

る強化が期待されること、また、住民一人ひとりの防

災行動計画であるマイタイムラインの作成に関しても

専門的知識や実務経験からの助言をいただくことで、

より実用的なマイタイムラインの作成が可能になると

考えております。

こうしたことを考慮し、地域防災マネージャーの役

割や効果を検証しながら、来年度の早い時期に配置で



きるよう検討してまいります。

次に、生活排水等の処理に関するお尋ねであります。

まず、生活排水処理施設、いわゆる公共下水道、農

業集落排水、合併浄化槽の普及率についてですが、全

てを合せますと85.3％となっています。

本市の生活排水処理施設の整備については、地域の

地理的条件による費用対効果を勘案しながら、３つの

事業により進めてきました。浄化槽設置整備事業につ

いては、一般地区浄化槽整備事業と指定地区浄化槽整

備事業の２つがあり、一般地区浄化槽整備事業につい

ては、県単独の補助事業である浄化槽整備促進事業と

組み合わせた事業となっており、指定地区浄化槽整備

事業は、集落世帯の同意や、指定から５年以内に整備

しなければならないことを条件とした、本市独自の事

業となっております。

指定地区浄化槽整備事業は、平成14年度から開始さ

れたものであり、この間、指定期間を超えて浄化槽を

整備した場合でも、指定地区内に転入した場合や世帯

を分離して同地区に新たに住宅を構えた場合であって

も、補助が適用されるよう制度の改正を行ってきてお

ります。

また、今年５月に策定された新しい環境基本計画で

は、水質汚濁の一因になっている単独浄化槽から合併

処理浄化槽への切り替えを促していくものとしている

ため、指定地区浄化槽整備事業の見直しを図り、一般

地区浄化槽整備事業を拡充する方向で進めてまいりた

いと考えております。

今後、環境基本計画を推進するためにも、次年度か

ら取り組めるよう検討してまいります。

次に、キャンプ場の拡張についてですが、サンビレ

ッチ徳良湖オートキャンプ場は、オープンから23年目

を迎えた、約100カ所のキャンプサイトを誇る、県内

でも最大のオートキャンプ場です。

近年、コロナ禍においてアウトドア人気が高まるな

か、週末や夏休みはファミリー層を中心に、多くのお

客様にご利用いただいております。また、令和３年度

からはＷｅｂサイトからの予約システムを導入し、お

客様の利便性の向上を図ったことで、さらなる誘客に

繋がっています。令和３年度の利用者数は、日帰り利

用も含め１万2,700名であり、週末の土日や連休には

平均で300名程のキャンパーが利用しているようです。

また、年間の利用料金収入については、令和３年度の

実績で合計2,800万円となっています。

週末や連休のような繁忙期に、予約を断っていない

かとのご質問ですが、現在はＷｅｂサイトからの予約

がほとんどであり、申込みを断るようなことは、ほと

んどないと聞いております。

また、オートキャンプ場の拡張についてですが、サ

イト数を増やして更に売り上げを伸ばしていく考えで

のご提案と思われますが、まずは現状における可能性

を精査する必要があると捉えております。拡張に際し

ての浄化槽の法規制や、用地の確保などハード面での

検討が必要でありますので、徳良湖周辺整備マスター

プランで計画されているグランピングスペースの設置

にあわせ検討すべきと考えております。

次に、災害時の温泉施設の無料開放についてであり

ますが、令和２年７月28日からの豪雨により、最上川

の水位が観測史上最高に達し、最上川の氾濫により豊

田水源場が冠水したことから、上水道の供用区域であ

る尾花沢市で3,300世帯、大石田町で2,129世帯、合わ

せて5,429世帯が断水となりました。その後、国土交

通省から排水ポンプ車の応援をいただき内水の排水の

後、施設の清掃、点検を経て、８月２日に復旧してお

ります。

また、今年１月２日には、簡易水道区域の原田送水

場で取水ポンプが故障し、六沢、坂本、北郷、下原田、

玉野原、二藤袋、袖原、三日町の一部、約400世帯が

断水となり、１月６日に復旧しております。

令和２年７月の豪雨災害では、断水した世帯が多か

ったことから、徳良湖温泉花笠の湯、花笠高原御所の

湯のほか、市内の民間事業者や、さらには周辺自治体

の温泉施設の皆様のご厚意により、営業時間の延長や

入浴料のサービス等対応していただき、被災した市民

への支援を行ってきております。

また、今年１月の断水時には、徳良湖温泉花笠の湯、

花笠高原御所の湯にて断水地域の皆様の受入れを行っ

てきております。

市では、発災時に被災した方々への迅速な支援を目

的として、様々な事業者との災害時応援協定を締結し

ております。昨今、断水という事案が続いております

ので、入浴支援に関しても民間施設の協力を仰ぎなが

ら市民への迅速な支援が可能となるよう、災害時応援

協定の締結に向け早急に協議を進めていきたいと考え

ております。以上で私からの答弁といたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野喜昭議員。

◎４番（菅 野 喜 昭 議員）

それでは再質問させていただきます。

１番目の退職自衛官の雇用についてでございますが、

市長の答弁で、地域防災マネージャーの役割や効果を



検証しながら、来年度の早い時期に配置しできるよう

検討しているという答弁でございますので、ぜひその

ようにお願いしたいと思います。付け加えますと、や

はり人命というのは、何でも優先して一番尊いのでご

ざいます。防災監が居ることによって、例えば地域が

孤立した場合、何日にするかわかりませんけれども、

今の災害ではそういうことも考えられます。そのとき

にヘリの降着適地、降りるとこですね、それから、ホ

バリング、空中停止する地域は自衛隊的見地から見れ

ば大体わかるものでございます。あらかじめ設定する

ことによって、そうした人命救助の速やかにできるも

のでございますから、ぜひこのようによろしくお願い

したいと思います。

続きまして、生活排水等の処理ですね。これにつき

ましても、新年度から取り組めるよう検討していきま

すということでございますので、前向きな答弁いただ

きまして大変ありがとうございます。せっかく戻って

くる若い夫婦家族を大勢で来るものが、やはりトイレ

は清潔なものを使いたいというふうに思っていると思

いますけれども、先ほども申し上げましたが、やはり

お金がかかることでございます。いくらか補助でも出

していただければということで、そのようにするとい

うことで、前向きな答弁いただきましたので、ぜひよ

ろしくお願いしたいと思います。

３番目ですね、徳良湖のキャンプ場の拡張について、

これについてでございますが、私からするともう少し

時間が要るということなのかなというふうに捉えてい

ます。私、横文字にちょっと弱いんですけれども、グ

ランピングスペースの設置に併せて検討するというこ

とでありますが、グランピングスペースの設置に併せ

て設置ということで、ちょっとご説明ください。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

徳良湖周辺整備マスタープランの中で、この件につ

いてもうたっております。グランピングスペースにつ

いてということで、マスタープランの中では、キャン

プ場内に設置していきたい。グランピングというのは、

ちょっと豪華な荷物を持たなくてもキャンプができる

ようなテントを準備しておるサイトのことをいいます。

これについては、今いろんな手軽に行きたい、何も道

具を持たなくてもそのまますんなりキャンプができる

ようなものにしたいという要望ありますので、その設

置については、マスタープランの中で記載していると

いう形であります。議員の仰っている拡張という部分

については、拡張については、マスタープランの中で

は触れていないということでありますので、グランピ

ングの設置をエリア内で検討する際に、その拡張がで

きるかできないかも含めて、再度検討することは可能

ですというふうな形で、市長からは答弁あったものだ

と思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野喜昭議員。

◎４番（菅 野 喜 昭 議員）

先ほどの答弁もございました、令和３年度の利用者

数は、日帰りも含めて１万2,700名であると。そして

また、その収入ですか、合計2,800万円というふうに

なっておりますけれども、この間の勉強会で900万円

でしたけれど、経常収支、あんまり詳しいことはわか

りませんけれども、約1,000万円ということであった

ように記憶しております。そしてまた、日帰り利用者

１万2,700名ということは、土日連休、休日平均300名

とありまして、ざっと計算しましたら、１万名ぐらい

なりますね、６ヵ月、７ヵ月ぐらいで。というのはや

はり土日休日が多いということですね。多分、前確認

したとき、やはり電話で応答していたときはお断りし

ているということも以前にありましたが、このＷｅｂ

サイトからの予約がほとんどで、申込みを断られるこ

とはできない、Ｗｅｂサイト来るときに何名来てるっ

ていうのは分からないんですか。ちょっと確認したい

と思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

すみません。サイトにアクセスしまして申込み、こ

れは各サイトごとに申込みできるようになっています。

一応、目に見えてそのお断りはアクセスして申込めな

かった人数というのが分かるものではございませんけ

れども、この運営会社のほうにお問い合わせするなり、

のようなことはちょっとできるかどうか確認したいと

思います。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

菅野喜昭議員。

◎４番（菅 野 喜 昭 議員）

私は、土日のお客さんの本当状況を見てみますと、

もう少し泊まりたいなという人がいるのではないかと、

このように感じている次第であります。キャンプ場本

当に利用したいと思っている方のこともありまして、

それに答えていただく上においても、検討をお願いい

たしたいと思います。公社のほうですね、赤字経営と



いうことでありましたので、その辺いくらかでも、大

した赤字ではなかったような感じしますので、それだ

ったら少しでも経営努力をして、できるところから

100万円でも200万円でもいいから取ってですね、経営

努力をしていただきたいなという面も含めての質問で

ありました。どうかこの辺も含めお聞きいただいて、

早期検討をしていただいて、キャンプ場だけに関わら

ずですね、何て言いますか、改善を図らせていただき

たいなというふうに思っております。

続きまして、最後になります。２年前のことは私、

お風呂に入ってないから、あまりわかりませんので、

実際今年の１月ですね、先ほど私も該当しましたので、

申し上げたことであります。せっかく温泉ですね、断

水はしても温泉が出てるところがありますので、私の

ところはエコキュートだったんですけれども、指示で

全部流しなさいということで流しましたら、室外機が

凍ってですね、なったわけですけれども、すぐ復旧は

したもののですね、逆に水がずっと出なくて、多分４

日間ぐらいだと思っていますが、その間にですね、先

ほども申し上げましたけれども、この12㎞も離れた所

に行きまして、帰り湯冷めして、なるべく暖房を効か

せてきまして、風邪ひくことはなかったんですが、で

きれば近くにあればですね、そちらのほうも、どのぐ

らい緩和できるか、あの混んでいるその状況を緩和で

きるかわかりませんけれども、やはりそこにあるんで

あれば、検討していただきたいなということでござい

ます。これも早急に協議も進めていただけるというこ

とでございますので、よろしくお願いをいたします。

これで私の質問を終わります。ありがとうございまし

た。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で、菅野喜昭議員の発言を打ち切ります。

ここで昼食のため午後１時まで休憩いたします。

休 憩 午前11時46分

再 開 午後１時00分

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

再開いたします。

この際、菅野修一議員から発言の申し出があります

ので、これを許します。菅野修一議員。

◎１番（菅 野 修 一 議員）

先ほどの一般質問における私の発言について、一部

取り消ししたいので許可を願います。なお、取り消す

部分については議長に一任し、陳謝を申し上げます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ただいま、菅野修一議員から発言の取り消しの申し

出がありました。

お諮りいたします。菅野修一議員からの申し出のと

おり許可することとし、取り消す部分については議長

において調整することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、菅野修一議員から

の発言の取り消しの申し出を許可し、取り消す部分に

ついては議長に一任することと決しました。

次に、９番 鈴木清議員の発言を許します。鈴木清

議員。

〔９番 鈴木 清 議員 登壇〕

◎９番（鈴 木 清 議員）

先の通告にしたがい、一般質問をさせていただきま

す。質問は大きく３点です。

１つ、通園バスの安全装置を早急に。本年９月静岡

県牧之原市の認定こども園で、猛暑の中、送迎バスに

長時間置き去りにされた３歳児が命を失うという痛ま

しい事件が起きました。昨年７月には福岡県中間市の

保育園で同様の事件がありました。教訓が生かされな

かったことに大きな衝撃が広がっています。子どもた

ちのかけがえのない命をどう守ればよいのか。通園バ

ス等について、以下質問いたします。

①コロナ禍であるが、年１回以上、自治体職員が保

育園の現場を確認することが義務づけられている実地

検査は行っていますか。どのような問題を把握してお

りますか。

②園児の置き去り事故をなくすために、来年の４月

に義務化される通園バスの安全装置を早急に設置すべ

きと考えますが、どう考えていらっしゃいますか。ま

た、園児の欠席を保護者に問い合わせをしないなどの

ヒューマンエラーをどのようになくしていく考えか、

お尋ねします。

大きい２点目、保育園はどのような体制になるのか。

①本町地区における保育所再編により園児募集は民

間２園に集約。おもだか保育園の新規入所申込受付は

なくなるが、どのような体制になるのか。園児数と保

育士の数、在園児がいる間と全て卒園した後の体制は

どうなるのか。また、公立保育園を統合してほしいと

いう声もありますが、どう考えていらっしゃいますか。

②前市長の学園構想の中に、民間保育園の新築の考

えがあるようでしたが、いつどのような規模で考えて

いらっしゃいますか。



３点目、特別養護老人ホームの待機者について。

①山形県社会保障推進協議会の自治体行政キャラバ

ンによる各自治体の文書回答の資料、昨年の2021年で

は、本市の特別養護老人ホームの待機者は171人でし

た。定員数が189人に対し、待機者率は90.5％と県内

で３番目に高いようですが、どのように解消していく

考えでしょうか。

②次期の第９期介護保険事業計画、令和６年から８

年までの３年間では増床計画をするべきと考えますが、

どう考えますか。以上が質問席での質問です。答弁に

よりまして、自席で再質問させていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

鈴木議員からは、大きく３点のご質問をいただきま

した。順次お答えいたします。

まず、通園バスの安全装置についてのお尋ねです。

はじめに、実地検査については、児童福祉法に規定

されており、都道府県が、同法に基づき定められた基

準を遵守しているか検査するものであります。

本県においては、年１回県の担当者が現場に足を運

び実地検査を行っています。本市では今年度、10月に

民間保育所等３園、11月に公立保育所４園が受検して

おり、民間保育所への指導事項はなくおおむね適正と

の検査結果でありました。また、公立保育所において

は、まだ通知を受けていない状況であります。

次に、送迎バスの安全対策についてのお尋ねですが、

国において、送迎バスへの置き去りによる死亡事故を

受け、本年10月にバス送迎にあたっての安全管理の徹

底に関する緊急対策「こどものバス送迎・安全徹底プ

ラン」がまとめられました。義務化に関する関係府省

令等については、12月に公布され、令和５年４月から

施行されますが、１年間は経過措置が設けられる予定

となっています。

市では、国の対応方針を受け、10月17日、28日の２

日間にわたり市内で送迎バスを運行している民間保育

所等２園で、国で定めた緊急点検項目に沿って現地調

査を実施したところ、点呼やチェックシート等を活用

して、適正に運行管理がされていることを確認してお

ります。また、現在コロナ禍ということもあり、降車

後には必ず座席の消毒作業を実施しているため、置き

去り事案の発生リスクはさらに軽減されているものと

思われます。

令和５年４月から義務化される安全装置の設置につ

いては、国の支援内容など詳細な情報が示された段階

で、民間保育所も含めて協議し早急な対応に努めてま

いります。また、安全装置の設置後も人為的なミスに

よる事故防止のため、ＩＣＴ等を活用した安全対策の

強化を推進するとともに、県と連携しながら定期的に

安全確認の手順を随時検証して職員の安全意識の向上

にも努めてまいります。

次に、保育園のこれからの体制についてお答えしま

す。

はじめに、保育所再編についてのお尋ねですが、少

子化による市内保育所への入所児童数は大きく減少し、

保育所等の運営環境は年々厳しい状況にあると捉えて

います。こうしたことから、本町地区においては、持

続的な保育体制を維持するため、通常保育を民間に、

特定保育を公立で担う方針を子ども子育て会議で決定

し、本町地区の新規入所については、民間２園に集約

することとし、11月には次年度の入所受付を行ったと

ころであります。

おもだか保育園については、現在入所する児童が在

籍する間は、通常保育を行っていく予定であり、来年

度の新規申込では、在園児の弟妹が入所を希望する場

合は、上の児童が卒園するまでの間に限り受入れする

こととしております。今後在園児がいなくなった場合

には、地域子育て支援センターや休日預かり保育、病

児・病後児保育などの特定保育に特化して運営してい

く予定となっております。

おもだか保育園の運営については、保護者の皆様か

らは、安全で安心な保育環境であれば、民間・公立の

別は問わないという意見をいただいておりますので、

民間・公立双方でより良い保育が提供できるようさら

に努めてまいります。

公立保育園の職員配置については、現在、４園で正

職員24名、会計年度任用職員37名と、会計年度任用職

員が正職員を上回る状況となっています。これまで各

保育園が円滑に運営できるように、会計年度任用職員

で補完してきましたが、入所児童数が減少していけば

正職員の比重が高まっていくものと考えています。

次に、学園構想エリアへの保育所整備についてであ

りますが、令和４年３月に策定した都市計画マスター

プランでは、教育・保育関連機能の再編により学園構

想の推進を図ることとしています。都市計画マスター

プランの策定に際しては、この間の再編に係る選択肢

として広く謳っているものであり、現状における公立

保育所の統合整備や民間保育所の整備計画があるもの



ではございません。

一方で、11月末でパレットスクエアが閉館となり、

入居していた地域子育て等拠点施設ＡＢＥＳＡも閉所

することとなりました。ＡＢＥＳＡに代わる新たな子

育て支援拠点施設の整備については、10月に開催した

保育サービス再編に関する市民向け説明会や11月に開

催した市保連と市長との語る会の中でも要望を受けて

おり、学園構想と連携して施設整備をどのようにする

かが喫緊の課題と捉えております。

なお、公立保育所については、来年度以降、個別施

設計画を策定し、施設の長寿命化を図っていく予定と

なっております。

今後、子育てに配慮したまちづくりに寄与する施設

はどうあるべきかを、来年度から始めていく令和７年

度以降の第３期子ども・子育て支援事業計画の策定過

程でさらに具体的に検討してまいります。

次に、特別養護老人ホームの待機者についてであり

ますが、特別養護老人ホームは、入浴・排泄等の日常

生活の世話や機能訓練などの介護サービスが受けられ

る施設で、身体上又は精神上著しい障害があるために

常時介護が必要で、在宅生活が困難な要介護３以上の

被保険者が対象となっています。

山形県が実施した令和４年４月１日時点の入所申込

状況調査によると、本市の要介護３以上の入所申込者

は110名で、令和２年６月１日時点の149名から39名減

少しています。申込者の内訳は、介護老人保健施設や

有料老人ホームに入所中の方が33名、入院中の方が50

名、そして自宅待機者が27名となっています。令和２

年度の調査結果と比較しますと、自宅待機者は10名減

少しているようです。

なお、議員仰せの待機者171名については、昨年の

６月１日時点の入所申込者数ですが、この内22名は要

介護２以下の方となっており、特別養護老人ホームの

入所要件を満たす待機者は先ほど申し上げました149

名になるものと思われます。

現在の入所待機者につきましては、ヘルパーが訪問

して介護を行う訪問介護や施設に短期間入所できるシ

ョートステイなど様々な居宅介護サービスをご利用い

ただくとともに、入所待機による負担が生じないよう

ケアマネジャーが中心となって、本人及び介護者の支

援を行っております。

入所待機者の解消のため、介護保険事業計画に増床

計画を盛り込んではとのご提案でありますが、施設整

備によって介護保険料の増額に繋がる恐れもあること

から、増床計画については慎重な判断が求められます。

また、人口減少による高齢者数の減少は急激に進むこ

とが予測されており、近い将来、入所待機者数も大幅

に解消するものと捉えております。

令和６年度からスタートする第９期介護保険計画の

策定のため、今年度は在宅介護実態調査等を実施する

予定でありますので、市民ニーズ等を把握しながら、

持続可能な介護サービス事業のあり方を検討していく

考えであります。以上で私からの答弁といたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

１番の問題から質問させていただきます。まず実地

調査でありますが、公立保育園の通知をまだ受けてな

い状況というふうに先ほど説明ありましたけれども、

それは文書で後で回答が来るということですか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

議員仰せのとおりでございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

実地検査というのは、大変な項目があるということ

を聞いております。そして、今コロナ禍でありまして、

園児がマスクをしなければいけないとか、たくさんの

困難な課題を抱えていると思いますが、実際保育園、

幼稚園ではどのような悩みとか苦労を抱えていらっし

ゃいますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

お答え申し上げます。実施検査による指摘事項等は

ないという市長答弁のとおりでございまして、これは

児童福祉法に則りましてですね、県のほうが検査をし

なければならない、その際には同法の38条ですか、

施行令にもよりまして、施設の設備、帳簿、その他施

設に関するものを調べなければならないという、議員

仰せのとおり、莫大な資料等を準備しなければなりま

せん。しかしながら県のほうの検査によりまして、そ

のような指摘事項はないということでありますけれど

も、公立保育園についても、その際にはですね、まだ

文書等は来ておりませんけれども、指摘事項はないと

いうふうにありますので、その事項については、通知

のほうをお待ちしている状況でございます。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）



鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

たくさんの点検項目があるようですけれども、昨今、

保育園の事件や事故がたくさん出ておりまして、保育

士による虐待事件などの問題も出てきておりまして、

そういった虐待の問題なんかも把握できるような実地

検査の内容になっておるんでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

この実地検査については、虐待等まではないかと思

いますけれども、市独自につきましても、そのような

事案があったことから、それは常々注意している案件

でございますし、今後もこのようなことがないように、

事件がないように対応してまいりたいとこのように考

えております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

虐待事件のないような、虐待というようなことは絶

対ないようにしていただきたいと思います。

安全装置についてですけれども、昨年に引き続き今

年も起きてしまいまして、氷山の一角と捉えるのか、

たまたま出ただけだと捉えるか、どういうふうに捉え

ておりますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

こちらについては、氷山の一角なのかそれともたま

たま出ただけなのかということありますけれども、こ

ちらのほうは、職員の考え方１つだと思うんですね、

氷山の一角と捉えるか、たまたま出たということはあ

りますけれども、実際には尾花沢のほうでは、あの事

件がございましてから、いろいろ民間施設のほうでし

かバスの運行等はやっておりませんけれども、例えば

ですね、尾花沢市内の民間保育園では、園児のチェッ

ク体制につきましては、登園時バスが園に到着し、発

車前に事前に園に欠席等があった報告を運転手と添乗

員に伝えられ、対象園児が乗車。そして、園に到着後

は降車時に保育士に園児を引き渡されますが、この際

添乗員と保育士で園児の人数を確認します。そして、

全員降車後に運転手と添乗員で消毒・清掃を行いなが

から、降車してない園児、忘れ物等を確認すると。そ

の後、園児が各クラスへ入室後に、各担任が点呼によ

り確認します。退園の際にも同じでありまして、基本

的にはですね、安全装置の設置というだけではなく、

ヒューマンエラーをなくすためにですね、常に園児つ

まり小さな命を乗せているという緊張感を持つことが

肝要かと思われます。声掛けの大切さや、出迎える保

育園の職員の同じ考えが必要なのかなと、このように

考えております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

座席を消毒するというふうなことまでやってらっし

ゃるっていうのは大変素晴らしいと思います。それで、

こういう重大事故が起きた、１件起きた時には、ピラ

ミッド型にしていくと29件の軽微な事故があって、そ

の下に300件のヒヤリハットの事例があるというふう

なピラミッド型になっておりまして、そういったこと

で、ヒヤリハットの事例も研究していくべきではない

かなと自分では思っているところです。氷山の一角と

して、今おっしゃられたように、尊い命を預かってい

る緊張感を持っていっているというのは素晴らしいと

思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

山形新聞によりますと、来年４月から安全装置を始

めるというのは、寒河江市、南陽市、朝日町になって

おりますけれども、本市では、何月頃、何台設置する

予定でいますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

国のほうの２次補正の中でも、この案件については

国会のほうでも議論になっているかと思いますけれど

も、この法案等が通ればですね、ロードマップのほう

が県を通じて市のほうにも示されるのかなと思ってお

ります。

それがきましたら直ちに対応したいと思いますけれ

ども、できれば努力義務、基本的には４月から対応し

たいんですけれども、なるべく県のほうを通じて通知

があったなら、直ちに対応したいなと、そのように思

っております。そしてなお台数でございますけれども、

今認定こども園のほうでは、大型バス、ハイエース等

とか２台等ございます。よつば保育園のほうでもジャ

ンボタクシーのほうを対応しておりますけれども、そ

こら辺も含めて台数も含めて対応してまいりたいなと、

このように考えております。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）



確認しますが、２台ですか、３台ですか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

台数的には、今走っている台数は４台でございます

ので、そちらのほう対応を考えております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

先ほど課長のほうからも、安全装置を設置すればそ

れで全て解決するというふうなことではないっていう

言葉を言っていただきました。私も最初、安全装置を

つければ全て解決するかなと思いましたら、そうでは

ない事例がたくさんありまして、ヒューマンエラーと

いうのが一番厄介なところだなというふうに思ってお

ります。そのヒューマンエラーをなくしていくために、

どんなふうなことを考えていらっしゃいますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

ヒューマンエラーということでありますけれども、

これは人間的なミスということでございまして、いく

ら気をつけていてもエラー、つまり誤りはあるという

ことでございますけれども、先ほど申し上げましたと

おりに、誤りは必然的に起きるものであるというもの

を自覚しながらですね、常に緊張感を持っていかなけ

ればならないと先ほども申し上げましたけれども、こ

のようなことが肝要かなと思っております。その添乗

員、運転手だけが気をつけるのではなく、その後迎え

入れる保育園でも、何人乗ったのか、残ってないのか、

そこも必ずチェックしなければならないのかなと思っ

ております。そしてその報告がないと、ただの一方通

行だけではなく、逆にリターンがなければ必ず事故に

繋がるものと思っておりますので、ヒューマンエラー

エラーを無くすというのは、そのようなことの繰り返

しが必要なのかなと、このように思っております。以

上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

先ほど発車前に登園システムで何人欠席かって連絡

するということがありました。現在ＩＣＴ化によって、

すぐ連絡はなっているんですけれども、子どもが降り

るときに確認、それから担任が受けてからの確認、そ

れから給食の人数の確認、それから職員室の中の確認

と、たくさんの確認する場があっても、それが見逃さ

れてしまうという落とし穴が出てきますので、そうい

ったことがないように、事例をやはり研究する必要が

あるのではないかなと私は思っております。

例えば、現場ではいろいろなことを考えていると思

うんですけれども。保育現場で、１つの解答例が出て

おりまして、タブレットで見たら納得したんですけれ

ども、子どもの確認の仕方、お迎えでバスに乗るとき

に、ハワイでかける花輪のレイみたいなのを子どもに

かけると。６人乗ったら降りるときにそのレイを保育

士さんにかけてあげると、まずは６人乗って６人ここ

にかけていただければ確認ができると、そういう愛情

のこもった確認の仕方を現場で提案しているようです。

いろんなことの提案があると思いますけれども、実際

にお子さんの顔ときちんと様子を見て、現場にきちん

と渡して確認し合うという、これが一番大事なのかな

と思っているところです。そういったヒューマンエラ

ーをなくす、ヒヤリハットの事例を研究するというこ

とをした上でも、なおさらその事故が起きないように

するには、もっと大事なことがあるのではないかと私

は思っているんですけれども、課長、どうでしょう。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

まだ事故が起きていない段階での質問でございます

ので、なかなか答弁には苦慮する質問なのかなと思っ

ておりますけれども、まずは起こさないことが大切で

ありまして、今コロナ禍においてですね、子どもの顔

が見えません。マスク越しでございますので、そのよ

うな体調管理とか、あと本当に入園したてのときの顔

なんかもなかなか見れませんし、そのような信頼関係

も必要かと思いますけれども、なかなかそのような事

例はちょっとございませんので、答弁のほうについて

は差し控えたいなと思います。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

変な質問してしまいました。私は子どもを愛情を持

って接する必要があるのではないかなっていうことを

ちょっと言いたくて質問してしまいました。

次の質問にいきたいと思います。保育園はどのよう

な体制になるかということで、おもだか保育園はまず

どのような体制になるのかということをお尋ねしたい

と思います。市報の11月１日号によりますと、２つの

ことが書いてあります。今年度よりおもだか保育園の



新規入所申込受付はありませんと。なお、継続入所、

兄弟入所に関しては、子育て支援係までご相談くださ

いと、この２点書いてあります。この間の説明会の時

に、兄弟の中でお兄さんかお姉さんが卒園したら、弟

か妹は民間のほうに行っていただく相談をしたいって

いうことをちょっと聞いたんですけれど、それはどう

いう意味でしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

子ども子育て会議の中でですね、議決事項として、

本町地区においては３園を民間２園に集約するという

重い議決がなされました。その議決を受けまして、お

もだか保育園でも、今在園している園児については、

卒園するまでは保育が可能と。その後の弟妹につきま

しては、相談に応じるということでどのような内容な

のかということでありますけれども、まずは相談をし

ていただいて、民間保育園のほうに集約する旨を説明

したいなと、このように思っております。しかしなが

ら、園服の問題やらいろんな問題、転園することによ

って問題もありますので、そこら辺は精査してまいり

たいなと、このように思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

私は一人っ子の園児であっても、兄弟がいる園児で

あっても、入園したからにはその園を卒園したいと願

っていると思います。それを、お兄さんお姉さんが卒

園したら民間に移っていただきたい相談があるという

のはちょっと理解できなくています。

園児は、園児を知ってくださっている保育士さんと、

たくさんの保育士さんと、あとお友達と一緒に卒園し

たいというふうに思うと思うんですけれども、それを

民間に行くように相談するということでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

お答え申し上げます。尾花沢においては、公立保育

園が多いため、あと本町地内でも３園があるためであ

りますけれども、例えば村山市、東根市においては、

兄弟で違う保育園、保育所に、幼稚園に行っている場

合は多々見られます。今度弟妹の方が入園したいとい

う相談も受けました。その際には、特に問題の転園に

ついては、特に意識はしていないと、公立だから、ま

たは民間だからどちらが良いという問題はございませ

んでした。どちらとも安全で安心な保育園・幼稚園で

あれば、まずは預かってくれること自体がありがたい

と、このようなことでありました。転園イコールそれ

が悪いこととは我々市のほうでは考えておりませんの

で、そこら辺は十分に利用者とも相談しながら対応し

てまいりたいというふうに思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

私は転園が悪いことだとは思いませんけれども、子

どもたちの気持ちを考えて、納得できる説明ができる

かっていうことをちょっと疑問視しております。私は

３兄弟でおもだか保育園入りましたけれども、私事で

大変恐縮ですが、年長組に入ったときに幼稚園に行く

ように言われて、今までいた友達や保育士さんが全然

いなくなったので、大変緊張してしまいまして吃音障

害が出てまいりまして、私はできるだけ喋らないよう

にして、そして友達がいなくても寂しくても我慢する

っていう内向的な性格になったなと思うんです。本来

であれば、お兄さんが卒園したところ、弟も卒園した

いっていう気持ちはあると思うんですけれども、それ

を全うできないで、民間の保育園に相談されるってい

うのはどうかなというふうに思いまして、通常、保育

が順々に終わっていく、１年ずつ終わっていくわけで

すけれども、入った人は卒園するまで通常保育をして

あげたらどうかなと思うんですがどうでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

まずはですね、先ほども申し上げましたとおりに、

再編については子ども子育て会議の提案を議決を尊重

したいなと思っております。

議員仰るとおり、最後まで同じ保育園ということも

ありますけれども、これは弟妹入園ということであり

ますと、実際におもだか保育園の入所はどれぐらいに

なるのかなということを考えますと、10名いない場合

も考えられます、同じ学年で。他の民間保育園は数十

名ということになりますと、通常的なお遊戯会やら運

動会なりの開催についても影響が出てくるのかなと思

っておりますので、そこら辺も含めて検討してまいり

たいなと思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

募集をしないのですから、０歳から５歳児まで６学



年ありまして、１年ずつ卒園していくわけですから、

６年かかります。今年１学年終わりますので、順番に

１年ずつ経過していくと、令和９年で通常保育は終わ

るだろうと。しかし、今の相談体制を聞きますと、お

兄さんお姉さんが卒園したら別のところに行ってくだ

さいと言うと、通常保育の人数はどんどん迫ってきて、

３年ぐらいで終わってしまうのかなと私は考えており

ますけれども、ことわざに三つ子の魂百までというの

がありまして、子どものときの悲しみっていうのはず

っと残ります。私は５歳のときの記憶が、今65歳でま

だずっと鮮明に覚えていますので、そういったことの

ないようにぜひ考えて再考していただきたいと思いま

す。

次の質問ですけれども、特定保育を公立保育園では

扱うということで、病児・病後児保育と休日預かりの

保育２つありますけれども、最近の課題でありますイ

ンクルーシブ保育やケア児の保育などは考えていらっ

しゃいますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

ただいまの件では、具体的な考えはないんですけれ

ども、来年以降の第３次子ども子育て計画、こちらの

ほうで策定委員会の中で議論していくのかなと、この

ように思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

東根こども園の視察を私たちやってきました。東根

こども園は、公設公営でインクルーシブ保育、医療的

ケア児の保育を行っているようでした。その具体的な

例を見てきて、一緒に保育をすることがどんなに大切

かというのが理解できたと思います。

医療的ケア児については、胃ろう、たんを取るお子

さんですけれども、医療的ケア児支援法というのは去

年成立しまして、保育園・幼稚園・小学校・中学校・

高校、ずっと医療的ケア児を支援していかなければな

らないという義務づけがされております。それはやは

り公設公営でまずやるのが先ではないかと考えており

まして、東根市長さんの考え方がすばらしいと思って

聞いてきました。そして、例えばインクルーシブ保育

というのはどういう意味かといいますと、インクルー

シブっていうのは包摂的という、包み込む、仲間外れ

にしない、障害があってもなくても仲間外れにしない、

インクルーシブ保育をやるとすれば通常保育の普通の

お子さんと一緒に仲間はずれしないでやるのが必要だ

なというふうに思います。こういった特定保育を、今

後必要になってくれば、おもだか保育園でやっていた

だきたいと思うのですが、いかがでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

今初めて言われたわけでございますけれども、そこ

ら辺も検討して対応してまいりたいなと思っておりま

す。しかしながらですね、１つの課だけでなく、今は

ですね、保育というのは福祉課だけではなくてですね、

そういう子育て環境は、全ての課横断して対応しなけ

ればならない時代に来ているのかなと思っております。

インクルーシブについても、今鈴木議員仰ったとおり、

包み込むという意味、差別もしないということであり

ますけれども、我々は元々ノーマライゼーションのも

とにそういう保育をやってきたはずでございます。そ

の点は福祉の観点から申し上げればですね、個別性の

原理ということで、全ての人が同じ人はいないという

原点がございます。そこら辺も踏まえながらですね、

今後検討して子育て会議のほうにも、策定委員会のほ

うでも調査研究してまいりたいなと、このように思っ

ております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

インクルーシブ保育、医療的ケア児がいらっしゃれ

ば、そういったことをぜひ考えていただきたいと思い

ます。

安定的な職員雇用を維持するという形で、役割分担

というのが出てきました。先ほどの市長の答弁では、

４園で正職員が24名、会計年度任用職員が37名、併せ

て61名いらっしゃると。通常保育が年々なくなってい

けば保育士さんも少なくならざるを得ないっていうふ

うなことを聞きましたけれども、通常保育がなくなれ

ば何人ぐらいでおもだか保育園はできますか、センタ

ーと病児・病後児保育、休日預かり保育で何人いらっ

しゃれば、おもだか保育園は職員の全体が分かります

か。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

この中にはですね、障害児保育という加配しなけれ

ばならない部分もありますので、具体的な数字はちょ

っとこの場ではお答えできないんですけれども、子育



て支援センターについては、今現在４名で対応してお

りますし、病児・病後児保育につきましては、今のと

ころは何かあれば２名の方行ってもらうようになって

おりますけれども、通常保育についてはないというこ

とでありますけれども、それを含めると10数名はなる

のかなと思っておりますけれども、加配によって若干

誤差がございますので、その程度なのかなと思ってお

ります。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

今仰られたプラス休日預かり保育ってのは土日でし

たか、その部分も何人預かるかによってまた人数違っ

てきますけれども、大まかに減ることは間違いないな

という、正職員だけ残ればいいという問題ではなくて、

できるだけ雇用あったほうがいいですけれども、少子

化によってそういうところは仕方ないところもあると

私も認識しております。

おもだか保育園は無くさないっていう、おもだか保

育園という名前は無くさないということで理解してよ

ろしいですか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

当面の間は無くさないという考えでございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

おもだか保育園は、一番歴史が長くてレガシーがた

くさんあると私は思っております。一気に無くさない

で、公立の要として、今後考えていただきたいと思い

ます。次の質問にまいります。

３番目の特別養護老人ホームの待機者についてとい

う質問ですが、議長の許可を受けまして、資料を作ら

せてお渡しさせていただきました。この資料は、山形

県社会保障推進協議会、社会保障の拡充を求める自治

体要請キャラバンによるもので、各自治体の回答から

作成した表であります。手書きで待機者率を書いてい

るのは鈴木清が計算して書いております。これをもと

にちょっと質問をさせていただきたいと思います。

現在、第８期介護保険事業計画の３年間の中間年で

あります。その中で、特別養護老人ホームに入れない

人が、たくさん待機者がおりまして、私は昨年も令和

３年12月市議会定例会でも質問をしたのでしたけれど

も、少し改善されております。一番下のほうの待機者

が高い順番ということで、昨年尾花沢市は90.5％で３

番目です。今年は59.3％と30％余り減っているので、

素晴らしいなと思っておるところですけれども、どう

いったご苦労があったのかなっていうところをお話し

ていただきたいと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

要因といたしましては、まずは尾花沢市においては

複数の特別養護老人ホームを申し込んでいると、この

ような実態がございます。いわゆる待機者実数は１人

なんですが、施設においては複数というところがまず

あるんですけれども、それを踏まえまして、尾花沢市

においては、ケアマネジャー等による連絡協議会、こ

ちらのほうを開催しております。それによりますと、

やはり同じような案件が各施設でございます。そのよ

うな中でですね、ぜひ市内の特別養護老人ホームへ入

所したいという声もございますけれども、例えば隣町、

隣の市で空所があるよというふうな情報も、その中で

共有できるわけでございます。１つの施設のケアマネ

ジャー等だけじゃなくて、複数の施設によるケアマネ

ジャー等の協議会により情報共有できることにより、

このような待機者の解消が図られたものと、このよう

に思っております。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

ケアマネジャーさんの努力があるというふうなこと

を理解しました。さらに待機者を減らしていただきた

いというのは私の願いであります。待機者率というの

は正確な表現はないです。先ほど市長の答弁でも要介

護３以上が老人福祉ホームに入れるというふうなこと

で、１でも２でも入っている人が各自治体であります。

１でも２でも待機している人があるということで私、

合計して書いているような次第ですけれども、今第８

期ということで、あと残り１年どういう努力をしてい

ただければいいのかなって自分で考えておりますけど

も、各自治体の回答によりまして、いろいろな第８期

で努力しているっていうのが見えてきました。

例えば山形市だと、22人待機者が減って、低い順番

の４番目で34％になっている。寒河江市は去年と比べ

て67人待機者が減って25.1％と待機率が低くなってい

ると。回答を見ていきますと、寒河江市は特別養護老

人ホーム１ヵ所を改築して定員増が予告されておりま

すとか、山形市は30床程度を増やしていますと、第８



期の中で増やしますと、米沢市は１施設60人の定員を

令和６年３月までに整備するとか、それから２番目に

多い上山市も、第８期で10床を増床しますっていう計

画があるようです。各自治体によっていろいろ計画し

ているわけですが、私の願いとしては、第９期介護保

険事業計画、令和６年・７年・８年の３年間に10床程

度増やしていただいてはどうかなと思うんですけれど、

いかがでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

第８期のほうにも増床計画というのもあったのかな

と思いますけれども、いろいろなケアマネージャーさ

んなり、介護のほうに携わっている方で、やはり大変

苦労なさっているのかなと思っております。第９期介

護保険事業計画でありますけれども、こちらのほうは

３年を１期とする介護保険事業計画でございます。要

支援・要介護認定者の推計結果をもとに、今後のサー

ビスこちらのほうを決定するわけでございますけれど

も、今現在、市長答弁でもありましたとおり、アンケ

ート調査をやっております。今月発送いたしました。

その結果をもとにですね、今現在のもとの結果で行け

ば、やはり必要な部分も出てくる場合もございます。

しかしながら、今後先ほどの市長答弁のとおり、高齢

者の減少がなれば、施設側の経営悪化にも繋がること

がありますので、そこら辺はですね、市としましても

高度な判断が必要になってくるのかなと思っておりま

す。これは入所とかじゃなく、その場合もありますけ

れども、大幅な増床は介護保険料の増加にもつながる

こともありますので、そこも含めて検討していかなけ

れば、今介護保険料というのは、県内においても尾花

沢市というのは下から２番目ぐらいなのかなと思って

るぐらい介護保険料は低いわけでございます。その保

険料を維持しながら、しかも今度はサービスの提供も

となってくると、両方とも二重取りというのはなかな

か厳しい状況でございまして、やはり何か取るには何

かを捨てなければならないっていう部分があるのであ

れば、そこも含めてですね、策定委員会のほうで検討

しなければならないのかなと思っております。

中期につきましては、まずは来年度数回ほど策定委

員会を開催しましてですね、高度な判断で対応してま

いりたいと、このように思っております。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

大変丁寧なご回答していただいたなと思って感謝申

し上げます。

仰られたとおり、介護保険料の問題とも兼ね合いが

ありますけれども、私昨年から介護認定５なのに入れ

ないっていう相談を受けておりまして、92歳になって

100番待ち、１カ所は100番待ち、こっちは30番待ちと

いうふうなことで、なかなか待っても待っても音沙汰

がないので、今年また11月に行って、一緒に行ってき

ましたけれども、変わらないというふうなことでした。

昨年の質問では、その待機者が安心して待てるように

途中段階でこれくらいの順番になってきていますよと

か、何か通知をいただければいいと思って喋ったんで

したけれども、それも一切ないので、一日千秋という

思いで待っているというふうなことなので、連絡を取

ってあげたり、親身な相談をしていただきたいと思い

ます。老人ホームの定員数を見ますと、200を下回っ

ているのは尾花沢市だけなんです。ですから10床ほど

増やしていただければ、男女比に関係なく、順番が回

ってくると思うんですけれどね、そういうふうなこと

で、介護保険を社会で介護すると、家庭で介護するの

ではなくて、社会で介護するという精神にのっとって

改善していただきたいと思います。市長、いかがでし

ょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市長（結 城 裕 君）

いわゆる特別養護老人ホームへの入所待機者におか

れましては、本当に申し込みをしてですね、今議員の

お話のとおり首を長くして待っておられる方もおられ

るということでしょうから、何とかそこを解消してあ

げられればなというふうには思っているところであり

ます。一方で、病床いわゆるベッドを増やしていくと

増床していくということも、これも先ほど申し上げた

とおりですね、これから推測していく減少傾向という

ものは、これは間違いなくあるわけで、そういうとこ

ろを勘案して、いわゆる今現時点でどのぐらい増やせ

ばいいのか、もしくは増やす必要がないのか、そうい

うことも含めてしっかりした議論をしていく必要があ

るんだろうと思います。先ほどちょっとこのお話とは

少し観点が違うのかもしれませんが、東根市の例がち

ょっと出てまいりましたが、これもまさにこの話と基

本的には同じような例でございます。おおよそ人口減

少、もしくは少子高齢化、これも長いスパンで見てい

ければ当然増えたり減ったりするところは見えてくる

わけでありまして、その子どもさんの数も然りであり



ます。したがいまして、先ほどのようないわゆる子ど

もさんの大きい病気でなかなか通院ができない方の施

設、これもおそらく昨日今日できた話ではないだろう

と思います。したがいまして、これからしっかりそこ

の議論をして、長い期間、５年・10年の期間をしっか

り議論して、必要なものは手当しなければいけないし、

そういう何ていうんでしょうか、計画的な物事がやっ

ぱり進めていかないと、やっぱりなかなかこういうも

のも来年、再来年ですぐできるということでもないで

しょうし、そういう計画的なものをしっかり議論して、

やっぱりやるべきものの１つなのかなというふうに思

います。したがいまして、これからしっかりそういう

部分も含めてですね、議論させていただきたいなとい

うふうに思っておりますのでよろしくお願いをいたし

ます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木清議員。

◎９番（鈴 木 清 議員）

ありがとうございます。市長からは東根の例も取り

上げてお子さんの気持ちや、それから順番を待ってい

る高齢者の気持ちも含めてぜひ検討していただきたい

と思います。以上で私の質問を終わります。ありがと

うございました。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で、鈴木清議員の質問を打ち切ります。

ここで換気のため10分間休憩いたします。

休 憩 午後２時01分

再 開 午後２時10分

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

再開いたします。

次に、12番 奥山格議員の発言を許します。奥山格

議員。

〔12番 奥山 格 議員 登壇〕

◎12番（奥 山 格 議員）

12月定例会にあたり、先に通告しております項目に

つきまして、一般質問させていただきますので、答弁

のほうをよろしくお願いいたします。

まず、病児・病後児保育についてお尋ねいたします。

本市の病児・病後児保育の実績が、この２年間で登録

者数、利用者数、利用延べ日数と事業費の割合に極め

て少ない状況になっております。また、本市の施設を

利用せずに、他市の施設を利用している市民もいるよ

うであります。であれば、本市単独で事業するよりも、

広域的に村山市や東根市のある施設を利用するように

切り替えるべきではないかと思いますが、どのように

考えますか。

次に、尾花沢待合所についてお尋ねいたします。パ

レットスクエアが閉鎖になるために、尾花沢待合所は

使えなくなるのではないかが心配されましたが、解体

されるまではまだ待合所は利用できることになりまし

た。

しかし、トイレもないし、暖房もないという、また

電気も通らないと。これでは冬期間利用するには大変、

尾花沢の場合、寒くて利用者が過酷な状況に置かれま

す。本市の高齢者にとって、バスは利用者の足である

ので、ぜひ待合所は快適で安心できる待合所にすべき

ではないかと思いますが、どのように考えますか。

次に、東北中央自動車道の東根村山間の開通につい

てお尋ねいたします。10月29日東北中央自動車道の東

根北インターチェンジから村山本飯田インターチェン

ジが開通し、首都圏と尾花沢市が高速道路で繋がりま

した。これは観光を含めた地域産業の活性化や重篤患

者の救急搬送時間の短縮などの効果が期待されていま

す。本市ではこれを具体的に、本市の活性化にどのよ

うに繋げていくべきと考えているか、お尋ねしたいと

思います。

次に、小中学校の隣接される構想についてお尋ねい

たします。尾花沢市小中学校の建設用地として５つの

候補地の中から、若葉町の悠美館東側が最適であると

するのが、尾花沢市小中学校建設検討委員会のアドバ

イザーの評価でありました。小学校を建設して、中学

校を令和８年度まで福原中学校と統合して、当面、統

合中学校の校舎は現在の尾花沢中学校の校舎を使用す

るということでありますが、やがて尾花沢中学校の校

舎が老朽化して建て替えの時期になったときに、尾花

沢小学校の隣に併設する考えであると思われますが、

その場合に、若葉町に小学校、中学校、文化体育施設

などの避難所機能を持った大規模な公共施設が集中す

ることになり、避難所機能を持った公共施設のバラン

スの良い配置という点で、バランスを失するのではな

いかが心配されます。この点についてどのように考え

るかお尋ねしたいと思います。

最後に、最近続いた豪雨災害の復旧状況と今後の対

策についてお尋ねいたします。最近、大きな豪雨災害

が続きました。平成30年には、８月にさまざまな地区

で河川の氾濫による被害がありました。また令和２年

には、７月28日最上川氾濫による名木沢地区の用水機

場の浸水被害、毒沢地区の河川氾濫による一帯の土砂



侵入、また堤防等の破損、また水源地であります豊田

水源場の浸水被害などであります。その復旧状況につ

いてお尋ねしたいと思います。また今後の対策は万全

かについてお尋ねします。課題等があればお聞きした

いと思います。

以上で、壇上よりの私の一般質問を終わりますが、

答弁のいかんによりましては、再質問させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

奥山議員からは、大きく５点についてのご質問をい

ただきました。順次お答えいたします。

はじめに、病児・病後児保育についてのお尋ねであ

りますが、旧尾花沢幼稚園園舎を改築し令和２年７月

27日にオープンした病児・病後児保育施設なないろは、

子どもが病気の時やその回復期にどうしても仕事を休

めない保護者に代わり、安全で安心な保育の受け皿と

して開設したものであります。

本市の病児・病後児保育施設は、尾花沢市保育施設

保護者会連絡協議会からの要望や、市議会からのご意

見、第２期子ども・子育て支援事業計画策定時に実施

したアンケートの調査結果から、子育て世帯の高いニ

ーズに応える形で設置をいたしました。

子どもの安全な居場所の提供と、保護者が安心して

就労するためのサービスであること、市内に施設があ

ることによる安心感や、利用者の利便性が図られるこ

とから、サービスの継続は必要であると考えておりま

す。

利用実績については、今年度は11月末時点で延べ10

日、利用児童は２名、昨年度は延べ19日、利用児童は

９名となっています。また、他市町村の病児・病後児

保育施設を利用した実績は、延べ18日、村山市２日、

東根市16日となっています。

なお、令和２年度に18名だった登録者は現在32名に

増加しており、子育てのセーフティネットとして欠か

せないものと捉えております。

また、近年、他市町の企業等に勤務されている保護

者の方も多い状況であり、勤務地内の病児・病後児保

育施設が利用できることは保護者にとって安心して就

労できる環境が提供されるものと考えます。７市７町

における山形連携中枢都市圏の連携事業では、病児・

病後児保育施設の相互利用が既に行われており、本市

在住者だけでなく他市町からの児童も受け入れており、

広域的な受け皿としての役割も担っているものと認識

しております。

次に、尾花沢待合所についてのお尋ねでありますが、

尾花沢市では、民営の銀山線を含め８路線のバスが運

行されており、市内各地に200カ所以上の停留所があ

ります。その中で尾花沢待合所は、本市と他市町村を

結ぶ民間の路線バスと、市内各地に広がる市営バスと

の結節点となる重要な拠点停留所となっていることか

ら、パレットスクエア閉鎖後も引き続き借用できるよ

う施設所有者と協議し、当分の間、利用させていただ

くことで了承を得ております。また、トイレにつきま

しては、隣接する民間事業者様のご厚意により借用さ

せていただくことで対応してまいります。

冬期間、待合所を利用する市民のために、暖房が必

要ではないかとのご提案でありますが、暖房を設置す

るには、工事を伴うような改修が必要であること、ま

た、これまでも尾花沢待合所には暖房はなく、無人の

施設での暖房器具の設置は、防火管理上安全が確保で

きないことから、設置を見送ったところであります。

近隣市町村におきましても、公共施設や駅などに隣

接している待合所には、空調設備が完備されている所

もありますが、ほとんどの待合所は、シェルター型と

言われる屋根のみの停留所となっているようです。や

はり無人の施設における安全管理上の課題が多く、そ

のように判断しているものと考えております。

次に、東北中央自動車道がもたらす効果についての

お尋ねでありますが、東北中央自動車道の東根尾花沢

間が全線開通し、本市と首都圏が新たに高規格道路で

繋がりました。

平成28年度には国道347号の通年通行が開始されま

したが、仙台圏域からの観光客等の人流が増加し、ま

た、市内企業では新たな取引が始まるなど大きな効果

がみられました。

東北中央自動車道の開通から約１カ月が経過し、正

確な数値はございませんが、土日を中心に市街地での

交通量が増加し、特に、福島以南の車両が見受けられ

るように感じています。

また、道の駅ねまるでは、平日でも駐車場への車の

往来が多く、銀山温泉や徳良湖周辺、市内の飲食店な

どでも利用者の増加がみられているようであります。

高速道路は、特に人や物の移動において大きな効果

をもたらすものでありますが、地域の活性化や生活環

境の向上など間接的な効果も大きいものがあります。

具体的には、特に東北中央自動車道の開通に伴う、本

市へのアクセス性が飛躍的に向上するため、観光地等



への誘導のほか、移動時間の短縮に伴った本市での滞

在時間の延長を目指す取り組みが重要だと考えており

ます。

一方、縦軸と横軸の交通網が整備され、広域的な道

路ネットワークが強化されたことによる観光客の素通

り、いわゆるストロー効果が課題と捉えております。

そのため、開通以前から人気のある銀山温泉がありま

すので、この資源を最大限活かすことが重要だと考え

ております。

現在、銀山温泉組合ではマイカーで訪れる観光客に

対し、有料シャトルバスを運行し駐車場不足への対応

を図っていますが、先月の組合との意見交換会の際に

も銀山エリアに限定したＤＭＯを設立し、千年廻廊等

のイベントでも収益性を追求し、持続可能な観光地を

目指していくという方針が出されております。

当面は、銀山温泉地区での観光サービスの強化と、

市では徳良湖を中心とした景観整備を着実に推進して

まいります。市内商店街や飲食店においては、価値の

あるサービスが提供できるよう、これまでより一歩前

進した取組みを期待するものであります。

道路ネットワークの強化は、さらに追い風となって

地域経済の発展に寄与するものです。観光振興だけで

なく、雇用の場の確保や移住定住にも繋がるよう、官

民一体となって取り組んでまいります。

次に、小中学校の建設についてのお尋ねであります

が、私からは小中学校の建設に際し、長きにわたり市

民の方々や議会の皆様と話し合い、決定してきた経過

を改めて説明させていただきます。

本市の小中学校のあり方については、平成29年度よ

り検討を進め、令和４年２月に尾花沢市の小中学校の

あり方に関する基本方針を決定いたしました。小学校

については、市内に１校とする考えであり、新たな統

合小学校を建設し、令和９年度の開校を目指し、中学

校については、将来的には、統合小学校に隣接した場

所へ、新たに整備する考えであります。

統合小学校の建設場所については、平成30年度より

２カ年に渡り、尾花沢市学校教育検討委員会よりご検

討いただき、その検討結果として「統合小学校の建設

場所については、小・中併設する面積を考慮するとと

もに、将来的なまちづくりの観点においても配慮する

必要がある」との提言を受けております。

この提言を受けて、市街地で小中学校を隣接して整

備できる７㏊～８㏊の敷地をイメージした５カ所を建

設候補地として選定し、今年度、小中学校建設検討委

員会を設置し検討を進めてまいりました。その後、総

合教育会議が開催され、教育環境、通学環境、まちづ

くりの３つの視点で高く評価された中新田地区を学校

施設の最終的な建設予定地として決定しております。

これらの基本方針や提言を尊重し、本市の子どもた

ちにとってより良い教育環境となるようしっかり取り

組んでまいります。

なお、小中学校の隣接については、教育的な視点で

の考えについては教育委員会より答弁いただきます。

次に、豪雨災害における復旧状況と今後の対策につ

いてのお尋ねでありますが、近年の気候変動が起因す

る自然災害の激甚化や頻発化とともに、人口減少と高

齢化による地域防災力の低下など、私たちの生活や暮

らしを脅かす災害リスクは増大傾向にあります。

本市においても、豪雨による被害が多発しており、

特に令和２年７月豪雨では、最上川からの越水により

豊田水源場が冠水したために上水道区域が断水した被

害をはじめとし、道路や河川等の施設に甚大な被害を

受けました。

こうした被害の復旧にあたり、公共土木災害復旧事

業ならびに単独災害復旧事業により迅速な対応に努め

てまいりました。

また、災害復旧事業に関しての課題でありますが、

災害復旧工事は原型復旧が原則となっております。そ

のため、補助事業や起債事業では予防対策までの工事

はできないことになっておりますので、予防対策工事

は単独予算にて対応しております。

なお、被害の詳細な復旧状況については、担当課長

より答弁いたさせます。以上で、私からの答弁といた

します。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

こども教育課長。

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君）

私のほうから、小中学校の隣接について、教育的な

視点での考えについてお答えいたします。

これからの本市の小中学校のあり方に関して、市の

基本方針でもお示ししているとおり、まずは、令和９

年度の開校を目指し、統合小学校の整備を進めていく

考えでありますが、将来的には中学校も併設していく

考えであります。こうした環境が整うことで、より一

層小中学校が連携しやすくなり、本市の教育目標であ

る「幼保・小・中が連携し、人間力に満ちた子どもの

育成」を目指す中で、義務教育９年間を見通した系統

的・継続的な教育の充実が図られると考えております。

特に、小中学校が併設することでのメリットとして、

小学校と中学校が共同で行事を行ったり、学習で協力



したりするなど、学校の枠を超えての交流に取り組み

やすくなる点、また、子どもに関する情報交換もしや

すくなり、中１ギャップの解消に向けての効果が期待

できます。さらには、小中お互いの様子を見合うこと

で、先輩の姿が目標となったり、小さい子への配慮や

思いやりの心を育てたりすることなどが期待できます。

施設の利用面でも、体育館や駐車場など、双方の施

設を共有して利用できるなど小学校と中学校を併設す

ることでの教育的なメリットは大きく、少子化が進む

本市において、これからの子どもたちにとって望まし

い教育環境を考えた場合、小学校と中学校が近くにあ

る教育環境は、本市の教育目標を実現する上でも、目

指すべき姿であるというふうに考えております。

また、市の中心部における学校施設の一体的な整備

については、昨年度策定した都市計画マスタープラン

や立地適正化計画に掲げる、公共施設の集約化による

効率的な集約型都市構造の構築を目指す考えにも結び

付くものであります。

こうしたことから、今回決定した建設予定地への、

小学校と中学校を併設する形での学校施設の整備に取

り組んでいく考えであります。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

建設課長。

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君）

それでは私のほうから道路関係の復旧状況について

お答えいたします。

まず、公共土木災害については、令和２年７月豪雨

による被災数は宝栄牧場周辺を含む市道３箇所で、令

和３年度中に全て復旧が完了しております。また、令

和４年７月豪雨による被災は袖原地区の市道１箇所と

なっております。こちらの部分につきましては、令和

５年度中の復旧を見込んでおります。

次に、単独の災害については、令和２年度に復旧し

たカ所数は52箇所、令和３年度に復旧した箇所数は３

箇所、令和４年度に復旧した箇所数は９箇所となって

おります。

市道の予防対策としましては、単独予算にてアスカ

ーブを設置するなど状況に応じて対策を講じておりま

す。また市管理河川については、小規模な災害が頻発

する箇所については年次計画を立てて予防対策を行っ

ております。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

農林課長。

◎農林課長（岸 栄 樹 君）

道路に続きまして農業関連施設についてであります

けれども、令和２年７月の豪雨災害においては、最上

川流域にある揚水機場５箇所が水没の被害を受けまし

たが、国の災害復旧事業により、翌年の耕作時期まで

に復旧しております。その他100箇所を超える農地・

農業用施設の被災が確認されましたけれども、小規模

災害復旧事業費や農地等農業用施設災害復旧事業など

を活用して、年度内に復旧してございます。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

環境エネルギー課長。

◎環境エネルギー課長（本 間 孝 一 君）

令和２年７月の豪雨では、最上川の水位が大石田観

測所で観測史上最高を記録したことから、最上川が氾

濫し豊田水源場が冠水しました。このため、尾花沢市

で3,300世帯、大石田町で2,129世帯、合わせて5,429

世帯で断水となりました。その後、国土交通省、管工

事組合等から協力を得て水源場の復旧を行い、８月２

日に断水が解消しております。断水期間は最長で５日

間でございます。

豊田水源場においては、応急用の土のうを常備する

とともに、ドレン管の逆流対策を施したところです。

また、断水時の給水対策として圧送式給水車購入の契

約を締結し、12月27日に納車される予定です。

なお、氾濫した最上川については、豊田地内の越流

した箇所に盛土整備を施工し、河川の氾濫防止対策が

図られていることを今年度確認しております。以上で

す。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

奥山格議員。

◎12番（奥 山 格 議員）

それでは、まず病児・病後児保育から再質問させて

いただきます。

なないろの利用状況でありますけれども、ひと月に

１人ぐらいの利用になっているのではないかというよ

うな感じがします。10月は１人もいなかったというこ

とを聞いておりますけれども、これ申し込み、やはり

利用者がかなり少ないんじゃないかなっていう感じが

しております。そして申し込みがあると、何か職員と

看護師さんが計２名、これおもだか保育園からのほう

でしょうか、行っておられるようであります。そんな

状況で、今年度でも延べ10日利用児童者数が２名とい

うのは、やはりこれあまりにちょっと少ないんではな

いかなという感じがしております。

昨年度は延べ19日の利用児童は９名ということであ

ります。このような状況ですと、やはり何か単純に言

えば、これよその民間の病児・病後児保育施設に預け



た場合、１日2,000円ぐらいの利用料で済むわけであ

ります。延べ10日であれば２万円で済むわけでありま

すね、だからこのような金額でありますけれども、本

市で事業を行った場合は、施設の賃借料から職員、看

護師とか、保育士さんの人件費からいきますと、かな

りの事業費になるわけです。これについてやっぱり山

形連携中枢都市圏の中で、広域的にお互いに相互利用

しているから、これはやっぱり必要な施設なんだとい

うようなご答弁でありましたけれども、連携中枢都市

圏の連携事業というのは、個々にやっぱり必要な方が

必要だと考えた場合に、その事業に参加するわけであ

りますので、尾花沢市があまりにも費用対効果が悪い

ような事業をやっている場合には、参加しないで民間

の施設を利用すればいいわけであります。その辺につ

いてどのようにお考えになりますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

山形連携中枢都市圏、広域的なことでありますけれ

ども、この病児・病後児保育設置している市町におい

ては、７市１町でございます。８市町で運営しており

ますけれども、先ほど市長の答弁でもありましたとお

り、子どもの安全な居場所の提供と保護者が安心して

就労するためのサービスでありますので、市内で施設

があることによる安心感を提供しているのかなと思っ

ております。実際にですね、使わなくても安心できる

というのは本当に心強いことでありまして、確かに尾

花沢市の方が市外、村山市、東根市のほうを利用して

いる場合もございました。

先月ですかね、先月の11月20日に、市保連との市長

と語る会がございました。その中でもですね、やはり

病児・病後児保育の必要性に関しては意見が多々ござ

いました。それらを尊重したいなと、このように思っ

ております。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

奥山格議員。

◎12番（奥 山 格 議員）

この病児・病後児保育はやはり利用される方にとっ

ては大変ありがたい施設だと思います。それは本当は

こういったサービスが、尾花沢市でも本当に事業とし

てできればやっぱり良いことだと思うんですけれども、

その財政的な見地から言いますと、かなりのやっぱり

この費用対効果から見ると、事業的に効果としてはど

うかなと思われるところがあると思っております。

また、施設なんですけれども、ちょっと施設の状況

としても部屋が狭いということもあります。職員がい

るような部屋のスペースもすごくちょっと天井が低か

ったり、間に合わせの部屋になっているんじゃないか

なっていう感じがします。トイレに行く通路、これも

非常に狭くて、行き違いなんかできないような細い通

路になっておりますので、この辺の施設もやっぱり問

題でないかなというような感じがしております。また

学童保育の施設でありますけれども、隣が隣接してい

るわけなんですね、ここで子どもさんたちがやっぱり

賑やか、20人ぐらい学童保育されておりますので、や

っぱり環境としては少し静かではないような環境にな

っているのではないかと思いますけれども、この点に

ついてはどのように考えておられますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市長（結 城 裕 君）

先日、場所をですね、初めて見させてもらいました。

今議員が仰ったようにですね、隣が児童クラブという

ところではあるんですが、しっかりとした仕切りを設

けてですね、いわゆる個室として２名の方が入所でき

るような入院っていうんでしょうか、できるような体

制になっておりました。ただ既存の施設を再利用した

ということがこれありますので、必ずしも新品のもの

と比較いたしますと、若干古さはあるんだろうと思い

ます。しかし、逐次そういう不備なところはですね、

少し前回立ち上げるときにも整備したものでしょうけ

れども、さらにまた不便が生じるようであれば、逐次、

補修していく必要はあるのかもしれない。ただ、やは

り考え方としてですね、先ほどのように利用者が少な

いからいらないんじゃないかということではなくて、

先ほどから私の答弁でも申し上げたとおり、あること

で安心感を皆さん持っていただく。そしてまた、こう

いうふうに考えれば、いわゆる健康なお子さんが多く

なっているというふうに考えていただければですね、

非常にそれはそれでよろしいのかなと。ただやはり何

かあったときのためにという施設を各市町村それぞれ

が準備し、しかしそれでも仕事の都合やらそれぞれの

個人のいろんな都合で、他の市町村でお願いしなきゃ

いけない職場に近いところでお願いしなければいけな

い、そういうときのためにも、しっかり広域圏で融通

をつけてやろうという考え方になっているものだとい

うふうに私は認識しております。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

奥山格議員。

◎12番（奥 山 格 議員）



確かに利用される児童にとっては、また保護者にと

っては大変ありがたい施設だと思います。ただやはり

財政的な見地から言いますと、尾花沢市でもいろいろ

な他にも事業を抱えておりますので、その他の件も、

やっぱりやっていかなくちゃいけないっていうことを

考えますと、やはりもう少し費用対効果のある事業に

していかなければならないんじゃないかと思いますけ

れども、例えば場所を変えるとか、おもだか保育園な

んかの中で、その病児・病後児保育のスペースを設け

るとか、そんなふうに考えていけば、だいぶ財政的に

は切り詰められるのではないかと思いますけれど、そ

の辺の考え方はしておりませんか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

まず病児・病後児今、旧尾花沢幼稚園の施設のほう

を利用してやっておりますけれども、こちらのほうは

令和７年度までの債務負担行為で、市議会の皆様から

もご可決いただいている案件でございます。おもだか

保育園という話ありましたけれども、ただいま先ほど

の鈴木清議員の答弁にもありましたとおりですね、来

年度も通常保育はするわけでございまして、人数の観

点からしましてもちょっと手狭になっちゃうのかなと

いうこともありますので、そこら辺は十分検討してま

いりたいと、このように思っております。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

奥山格議員。

◎12番（奥 山 格 議員）

その辺のところも検討してやっぱりこれからの事業

の見直しなんかもしていっていただきたいなと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。病児・病

後児保育についてはこの程度にとどめたいと思います。

次に、尾花沢待合所についてでありますけれども、

これやっぱり答弁にありましたように、路線バス、こ

れ８路線ですか、その他に北村山公立病院行きのバス

あとは仙台行きの48ライナー、これが全て止まる尾花

沢の待合所であります。大変重要な拠点停留所であり

ます。そこの拠点停留所がパレットスクエアの閉鎖と

いう理由によりまして、オイルも使えない、暖房も使

えない、電気も来ない。こんな状態を放置しておくの

では、やっぱり市民の方から喜ばれるわけないと思い

ますね。ここをやっぱり少し頑張って改修していただ

いて、あの電柱を建てて、電気を引いて、そうすれば

エアコンなんか付ければそんなに危なくないわけです

から、そういったところをやっぱり一生懸命やらない

と、やっぱりこれは市の担当者としてまずいんじゃな

いかと、そういうふうに思うわけです。特に高齢者が

利用される方が多いわけですので、あそこの待合場は

今まですごく良かったわけですよね。業務スーパーも

あって、待っていながら買い物もできると、そういっ

たところもありますし、なんとなく遊べるような雰囲

気もありますので、すごく良かった施設だと思います

ので、そういった施設が閉鎖によって市民が大変不便

になったというようなことになってはまずいのかなと

思うんですけれども、その辺について再考する考えは

ないでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市長（結 城 裕 君）

パレットスクエアにつきましては、やはり私もなん

とか従来営業したまま何とかもう少し延ばしていただ

けないかなというようなことで交渉をしておったとこ

ろでありますが、やはり先方さんのほうもご都合があ

るというようなことで、なかなかそういう形にはなり

ませんでした。

一方で、当初そういうことから全く使えないという

ことで、何とか待合所の分だけは別にセットしないと

いけないんだろうというようなことで進めておったと

ころ、先方さんのほうから「待合所の分だけはお困り

でしょうからお使いください」と、来春までなんでし

ょうが、取り壊すまではですね使っていいというよう

なことで、ただその待合所そのものも、従来からその

暖房というものが設置されていなかったというような

こともあり、とりあえず若干暑かったり寒かったりと

いうことがあったんだろうと思いますが、そこはちょ

っと大変な思いをされるとは思いますが、何とかそこ

を凌いでいただいて、トイレのほうにつきましては、

近隣の事業者さんのほうからお使いくださいというよ

うなことを本当にありがたく手を差し伸べていただい

ているということであります。

先ほど議員のほうからもお話のあったように、金額

も、ひょっとすればそんなに大きい金額ではないのか

もしれません。ただ、もう一つ先のご質問のように、

少しずつ金額を使うことで、これがやはり大きい金額

になってくるということも事実であります。今当面は

パレッドスクエアがなくなった後につきましては、早

急にどういうものにするのかということを今準備して

いるところであります。こちらの財政的な面もかなり

厳しいものがある中で、これから準備していかなけれ

ばいけませんので、そちらのほうに何とか財源もしっ



かり振り分けられるように、可能な限り今の建物の一

部分の利用につきましては、できるだけ市民の皆さん

には本当にご苦労、ご面倒をおかけする部分ではある

んでしょうけれど、ちょっと我慢いただきながら、次

のしっかりしたものになるほうを何とか早急に実現で

きるようにですね、進めていきたいというふうに思っ

ているところであります。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

奥山格議員。

◎12番（奥 山 格 議員）

そこの考え方なんですね。だからいわゆる先ほど費

用対効果って言いましたけれども、事業どこにやっぱ

りお金をかけるか、こういったところにやっぱり引き

続き高齢者が安心してバスを待てるような、電気とか

暖房とか、それを速やかに設置して、これから寒い冬

が来るわけですから、そこで寒い思いをさせないよう

にさせると、この考え方がやっぱり市政に必要なんで

はないかと思うんですけれども。その辺のところ市長

もう１回お願いします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市長（結 城 裕 君）

あの決して、いわゆる市民の方々に、永久にそうい

う形にさせていただくということではなくて、当面の

間ということで、次の待合場はどういうものになるか、

今お示しするわけにはいきませんが、そこでしっかり

したものにさせていただくための暫定期間というふう

に考えていただいて、何とかそちらのほうをしっかり

できるようにしていきたいという思いであります。以

上であります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

奥山格議員。

◎12番（奥 山 格 議員）

待合所の開閉については、尾花沢タクシーさんが施

錠の開閉をすると、トイレのほうも尾花沢タクシーさ

んのほうを使わせてもらうというわけであります。だ

からこの暖房の管理に、ただやっぱり話によりますと

電気の引き込み線ぐらいいるんじゃないかっていうそ

ういった話もあります。そういったことをやっぱりぜ

ひ持ち主の方、パレットスクエアの所有者の方に協議

していただいて、ぜひ電気を引っ張ってくれないか、

これぐらいはやっぱりぜひやっていただきたいと思い

ます。これは暫定的にも簡単にできることだと思いま

す。そういうふうなお話を私もお聞きしたところです

ので、検討していただきたいなと思いますのでよろし

くお願いします。

それでは次の質問に移らせていただきます。

東北中央自動車道の東根村山間の開通であります。

これは考えてみますと、この陸のほうで、この首都圏

から尾花沢までが直結したと、そういった意味で東北

中央自動車道が尾花沢にもたらす効果というのはすご

く大きいんじゃないかなと思います。私も３回程往復

含めて乗ってみました。やはり天童まででも25分くら

いしかかからないんですよね。山形まで40分くらいか

なと、ちょっと正確ではないですけれども、すごく時

間が短縮されたところです。やっぱり信号がなくてノ

ンストップというところが、すごく高速になっている

なという感じがしたところであります。そこでやっぱ

り銀山温泉、徳良湖周辺、あと市内の飲食店、こうい

ったところにやっぱり高速道路の利用者に降りていた

だいて来ていただくと。そういったことをやっぱり頑

張っていかなくちゃならないんじゃないかなと思いま

す。やっぱりストロー効果じゃなくて、降りていただ

くと、そういったことが尾花沢市の本市の活性化にと

って大事なんじゃないかなと思っています。そこでで

すね、何か前の市長の時から、その尾花沢インターチ

ェンジのそばに、何か道の駅的なものか何か、降りた

方がそこに入って産直とか何とかそういったものを利

用できる施設を計画しているということでありますけ

れども、その計画については、今現在どのようになっ

ておりますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

建設課長。

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君）

尾花沢ＩＣ周辺の観光拠点施設の関係のご質問かと

思います。昨年度策定しました、尾花沢市都市計画マ

スタープランと立地適正化計画、そちらのほうの全体

構想におきまして、また尾花沢ＩＣ周辺において新た

な観光、こういうゲートとしての観光拠点施設を整備

していることということで明記しております。

それを受けまして、今年度、観光交流ゲートとして

の施設機能の提案、あとは建設工事の抽出を行う関係

で、業務委託のほうを発注しております。その中で今

回報告書ができあがりまして、その状況については産

業厚生常任委員会のほうにもご説明させていただきま

した。この中について、まずその業者さんのほうの提

案としましては、やはり施設形態としては道の駅とし

て整備することが望ましいという報告を受けておりま

す。そのようなことから、道の駅の整備手法につきま

してこの報告書を基にですね、国・県と打ち合わせを



行いながら、現在名木沢のほうに尾花沢の道の駅があ

ります。こちらの部分との機能の差別化を踏まえなが

ら検討していきたいというふうに考えております。以

上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

奥山格議員。

◎12番（奥 山 格 議員）

尾花沢インターチェンジは、やはり道の駅ねまるあ

りますけれども、東北中央自動車道ですね、道の駅が

高速道路を降りてすぐあるっていうところは、尾花沢

はこれはあのすごくメリットのあるところでないかな

と思います。他のところだと、例えば村山だと今道の

駅は13号線沿いになりますので、遠いわけですよね、

これから新しいのを造るかもしれませんけれども、ど

こにできるかまだ分からないので、河北なんかだと、

高速道路を降りてから２㎞ぐらい行かないと道の駅が

無いというような状況になっておりますので、尾花沢

市のこの道の駅のメリットというのは、今すごくある

んじゃないかなという感じがします。それを大いにや

っぱり利用していただいて、農産物の販売とかそうい

ったものに活用していかなきゃいけないんじゃないか

なと思います。物流の拡大という点では、高速道路は

すごく大型トラックで荷物を運べる、農産物を運べる、

あと資材を運べるっていうことでありますので、大変

利用価値があると思いますので、これはやっぱり産業

の尾花沢市の既存企業における物資の流通という点で

もすごくメリットがあるわけです。また企業の誘致っ

ていう点でも、福原工業団地がインターチェンジから

すごく近いですので、ここは今、１区画しか残ってな

いようです。やはり少し何区画か持っていないと、い

ざというときにやっぱりうちで空いてるところありま

すって言えないから、やっぱり企業が来れないと思い

ますね。その辺のところも考えていかなきゃならない

と思うんですけれども、どのように考えておられます

か。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市長（結 城 裕 君）

今企業誘致というお話がございましたが、今空いて

るところが１カ所ということでありました。ただ、今

空いているところのみならず、企業さんで、尾花沢市、

いわゆるこの非常に良い自然豊富な銀山温泉を抱え、

徳良湖を抱える素晴らしい観光地、まさにこういう地

にぜひ立地されたいというような企業さんがあるので

あれば、それはそれでしっかりその場所の選定も含め

てこれから検討していきたい。

要するに、事前にたくさん一杯抱えたところで、そ

れはそれで、まさに今議員が仰るように、無駄なもの

になるのでは、これはこれで意味がないものになりま

すので、しっかりそういうものは今準備したからとい

うことではなくてですね、来ていただける企業さんが

あるのであれば、どんどん私のほうもＰＲさせていた

だいて、進めていきたいというふうに思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

奥山格議員。

◎12番（奥 山 格 議員）

よろしくお願いしたいと思います。

次に、小中学校の隣接される構想についてでありま

す。小中学校の連携については、小学校から中学校の

移行に伴って中１のギャップの解消ということは、や

っぱりどこの小学校でもあるようでありますので、こ

の点については良いと思うんですけれども、ただ、そ

れ以外の連携ってあんまりないんじゃないかなってい

う感じがしているところです。だからどのような連携

をしていくのかということなんです。時間もありませ

んので、体育館の相互利用ということですけれども、

今まで私たちの小学校時代なんかでも、中学校の部活

で小学校の体育館を利用したことはないんです、ほと

んどないです。今の小学校の先生方なんかにもお聞き

しましても、小学校の体育館を中学校の部活で利用す

るってことがないようですね。そんなにやっぱりあの

利用しなくていい、利用すればメリットのあるものな

のかどうか、管理上の問題もあると思うんです、小学

校は小学校の校長先生が学校を管理しているわけです

ので、中学校は中学校の校長先生が体育館を管理して

いるわけですよね、その管理上の問題もあるので、難

しい面もあると思うんですけれども、その辺のメリッ

トっていうか、そういったものはどのように考えてい

ますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

教育長。

◎教育長（五十嵐 健 君）

小中学校の連携ということで一言お話しさせていた

だきます。先日、ある小学校の６年生の英語の授業参

観に行ってきました。そこには小学校の担任の先生と

中学校の英語の先生がお２人で担任と協力しながら中

学校の先生も入った授業を展開しておりました。これ

は、わざわざ中学校の先生が出張で尾花沢市のイング

リッシュプランということを実行するために行った授

業ですけれども、もしこれが隣同士の校舎であれば、



すんなり授業協力ができるということがあると思いま

す。あと、中学校の部活が小学校の体育館を今まで使

っていないんじゃないかというのは、やっぱり使える

ような距離になかったというか、授業終わってすぐ会

場に移動できるなんていうのも隣接しているからこそ

だと思います。

何よりも一番は、義務教育９年間を一貫した方針で、

これは校長先生が１人でやるという一貫もあるかもし

れないし、小学校は小学校の校長先生、中学校は中学

校の校長先生、それぞれが協力して９年間で育てる姿

を共有しながら、お互い実際の子どもを見合って育て

ていくなんていうのも大きな連携だと思っております。

隣接する意味合いというのは、私は大きいものだと思

っているところです。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

奥山格議員。

◎12番（奥 山 格 議員）

教育長の英語教育のメリットということもあるとい

うお答えだと思います。そういったメリットは確かに

あるかもしれませんけれども、それは距離的な問題じ

ゃないんじゃないかなという感じもしておるところで

す。少し離れても、やっぱりいけるんじゃないかなと

思うんですけれども。あと避難所ですね、避難所はや

っぱり小学校の体育館というのは、やっぱり投票所と

か市の事業の説明会とかがあるので、やっぱりその地

域に密着したところにやっぱりあると大変役に立つん

じゃないかなと思いますので、私はその点でバランス

を失するんじゃないかなっていうこと言った次第なん

ですけれども、その点について答弁お願したいと思い

ます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

防災危機管理課長。

◎防災危機管理課長（間 宮 明 君）

避難所施設という視点でお答えさせていただきます。

議員からは避難する住民の分布図的なものが歪になる

のではないかというご質問かと思います。

こちらについては、９月でもお答えさせていただい

たところでございますが、令和９年度廃校予定となっ

ている現尾花沢小学校につきましては、昭和45年に建

築して約50年間が経過しているところでありますが、

平成22年に校舎と屋内運動場を耐震工事をして改修工

事を行っております。

尾花沢中学校についても、新耐震基準をクリアして

いるということで、両校とも耐震性は満たされており

ますので、またあの近隣の施設にそういった堅牢な建

物がないということもありまして、廃校となった後の

校舎や屋内運動場は、その後の使い方、また取り壊し

が決まるまでの間は引き続き、指定避難所として活用

してまいりたいと考えているところでございます。

また、新しい学校におきましても、学校施設は子ど

もたちの学習、そして生活の場であるとともに、非常

災害時には地域住民の避難所として役割を果たすとい

うことになってございます。そして避難所となる学校

施設の防災機能の強化、これを一層推進するよう、新

しい学校では学校施設避難所として活用していくとい

う形を考えているところでございます。今後のその空

き公共施設利活用検討委員会、こちらのほうで今後ど

うなるかによりますけれども、本市の指定避難所40ヶ

所あるうち単独での指定避難所というのはございませ

ん。ですので、今後もそういった単独となる指定避難

所を建設するということは現時点では考えておりませ

ん。ですので、今ある堅牢な建物を利用しながら避難

するという形を考えているところです。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で、奥山格議員の質問を打ち切ります。

これにて一般質問を終結いたします。

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。これ

にて散会いたします。ご苦労様でございました。

散 会 午後３時11分



令和４年１２月８日



◎副議長（塩 原 未知子 議員）

皆さん、おはようございます。

出席議員も定足数に達しておりますので、直ちに本

日の会議を開きます。

本日の会議は、議事日程第９号によって進めます。

これより、議案の審議を行います。

お諮りいたします。日程第１、議第61号「令和４年

度尾花沢市一般会計補正予算（第８号）」から、日程

第16、議第77号「尾花沢市教育委員会委員の任命につ

いて」までの16案件の審議については、会議規則第37

条３項の規定により、委員会付託を省略したいと思い

ます。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、16案件の審議につ

いては、委員会付託を省略することに決しました。

まず、日程第１、議第61号「令和４年度尾花沢市一

般会計補正予算（第８号）」を議題といたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。鈴

木由美子議員。

◎13番（鈴 木 由美子 議員）

おはようございます。何点か質問させていただきた

い、お伺いいたしたいと思います。

初めに、２款３項１目12節の戸籍住民基本台帳費に

ついてでありますけれども、その中に、さまざまな委

託料、申請書作成支援システム導入業務委託料とか、

引越しワンストップ支援サービス導入業務委託料とか

ありますけれども、こちら書かない窓口を目指してい

ただいているということと思いますけれども、具体的

にいつ頃から運用のご予定か、と、あと利便性はどの

ように向上するのか、お伺いいたしたいと思います。

次に、10款５項３目18節になりますけれども、コロ

ナ禍ということと、あと地域の選手がなかなか選出で

きないということで、元気おばね絆駅伝大会が中止に

なったりしまして、そちらの駅伝大会の負担金が250

万円ほど減額されているようですけれども、こういっ

た地域の元気を取り戻すような事業、これに代わるよ

うな事業、何かお考えなのか、今後のお考えをお聞き

したいと思います。

もう１点ですけれども、13款１項１目、予備費にな

りますけれども、今回ここに750万円ということで、

プラスの補正されております。750万円と言っても、

決して少なくない額だと思いますけれども、具体的に

これは何に使う予定、想定で、そうされたのかという

ことをお聞きしたいと思います。お願いします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市民税務課長。

◎市民税務課長（永 沢 八重子 君）

それでは２款３項１目、戸籍住民基本台帳費につい

てお答えさせていただきます。

書かない窓口の運用予定ということでございますが、

今回、この補正を計上させていただきましたのは、ま

ず、来年２月から全国一斉に開始されます引越しワン

ストップサービスの開始に合わせまして、導入するも

のでございます。したがいまして、まずは引越しワン

ストップサービスの中で運用を開始いたしまして、

徐々に対象となる申請を拡大していきたいと考えてお

ります。これまでのやり方とだいぶ変わってくる面も

ございますので、まずは引越しワンストップサービス

でスモールスタートという形を取りまして、運用する

中で、いろいろと試行錯誤を重ねまして、徐々に対象

となる届け出を拡大させまして、尾花沢市にあった書

かない窓口になるように、導入を進めていきたいと考

えているところです。

あとは、どういった形で利便性の向上が図られるか

ということでございますが、これまでは窓口にいらっ

しゃいますと、まずは届け出をするにしても、何か証

明書を発行していただくにしましても、申請書をまず

書くという市民の負担がございました。それがこれを

導入することによりまして、マイナンバーカードであ

ったり、または運転免許証などの身分を証明するもの

がありますと、それを読み取りまして、申請書のほう

に住所、氏名、生年月日等が転記されるようになりま

すので、これまでのように申請書を書く、まず届け出

の申請を書く必要がなくなります。そのほかに、その

届け出に合わせた、それぞれの申請書にも一つひとつ、

これまでは住所、氏名等を記載する必要がございまし

たが、そういった申請書のほうにも自動で転記される

ようになりますので、市民の負担というのはだいぶ軽

減されるのかなと思っているところです。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

社会教育課長。

◎社会教育課長（鈴 木 敏 君）

絆駅伝大会の今後についてでございます。絆駅伝大

会につきましては、今年度、それぞれの地区のほうか

らいろいろ意見をいただきまして中止になったところ

でございますけれども、今後といたしましては、駅伝

にこだわらない形での絆をつないでいくということの

活動は続けていくということで、話し合いのほうは行

っております。まずはスポーツ推進委員を中心といた



しまして、地域の皆さんが参加しやすい新しい形での

大会を検討していきたいというふうに考えております。

具体的には今後のスケジュールとしまして、２月ぐら

いまでスポーツ推進委員会を何回か開催しながら、次

期のイベント内容の検討をしながら、３月にまた絆駅

伝の実行委員会を開催して、次期のイベントの提案で

すとか、意見や要望の集約を行いたいというふうに考

えております。

翌年度、令和５年度にですけれども、次期のそのス

ポーツイベントの実行委員会を立ち上げて、皆さんが

参加しやすい、参加できるようなイベント開催に向け

て内容のほうを詰めていきたいというふうに考えてい

るところです。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

財政課長。

◎財政課長（菅 野 智 也 君）

それでは13款１項１目、予備費の補正についてでご

ざいますが、予備費につきましては、当初予算のほう

で1,500万円の予算措置となっております。ただ予備

費の充用につきましては、これまで16件ほど充用して

おります。内訳としましては、施設修繕が13件、工事

請負が２件、備品修繕が１件というようなものでござ

います。支出額につきましては、既に1,100万円強ほ

ど支出しておりまして、残りが400万円弱というよう

な状況でございます。

今後降雪期を迎えまして、施設修繕、あるいは緊急

な除排雪等が必要になることも想定されますので、そ

ういったことに対応するため、今回750万円を補正お

願いするものでございます。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木由美子議員。

◎13番（鈴 木 由美子 議員）

書かない窓口の推進に当たっては、これからまた市

民の利便性向上を図っていただきたいと思います。ま

たスポーツ推進のことについては、地域の活性化、元

気をなくさないような取り組みをこれからも続けてい

ただきたいと思います。またこの予備費のことであり

ますけれども、やはりある程度理由をはっきりさせて

いただいて丁寧なご説明もいただければ、市民も納得

いくのではないかと思いますので、この予備費につい

ては慎重に補正とか組んでいただければと思います。

予備費は補正というよりも理由を伝えていただければ

と思います。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

星川議員。

◎２番（星 川 薫 議員）

補正予算書の19ページ、３款２項４目、子育て支援

対策費、17節、備品購入費1,260万円でありますが、

基幹集落センター内の徳良湖室内遊び場に掛かる費用

なわけでございますけれども、内訳として事務関連費

30万9,000円、授乳室費40万1,000円、遊び場関連費

1,189万円となっておりますけれども、財源は何から

なのかお伺いしたいと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

星川議員にお答えいたします。こちらの財源につき

ましては、ふるさと尾花沢応援基金の繰入金を充当し

ての対応を考えております。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

星川議員。

◎２番（星 川 薫 議員）

ふるさと尾花沢応援基金を活用するということであ

ります。基幹集落センターの改修においては、指定避

難所機能強化工事として、緊急防災減災事業債、充当

率100％、交付税算入率が70％を活用してですね、

5,000万円の事業費に対して、3,500万円は交付税措置

ということで、実質1,500万円の自主財源であったわ

けですけれども、この備品購入費、購入事業費に対し

て充当できる補助事業はなかったのかお伺いいたしま

す。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

福祉課長。

◎福祉課長（吉 野 真 広 君）

調べましたところ、屋内遊び場関連の補助事業はあ

りませんでした。例えば山形市のシェルターインクル

ーシブプレイスコパルでありますけれども、国の補助

事業がないため、パブリックプライベートパートナー

シップ、頭文字を取りましてＰＰＰで、いわゆる公民

が連携して公共サービスの提供を行うスキームを活用

したとのことでございます。このことを踏まえまして

ですね、今年５月に開催されました13市副市長会議の

際にも、屋内型児童遊戯施設の整備及び運営維持管理

に関する支援について、こちらのほうでも、国、県に

対して支援を求めていくことを決議したとのことでご

ざいます。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

星川議員。

◎２番（星 川 薫 議員）

13市副市長会において、国、県に対しても支援を求



めていくことを議決したということであります。本市

もですね、公園整備計画を策定することとなっており

ますけれども、補助事業がないとすると、ちょっと痛

手であります。もちろん私どもからも国に対して補助

事業の整備を訴えてまいりますけれども、市として、

これからの見解をお伺いしたいと思います。市長、お

願いします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

今、補助事業がないということでございましたんで

すが、なかなかそういう意味では厳しい財源、これか

ら、大規模事業も次から次へと目白押しの中で、財源

確保が非常に厳しいということであります。とは言い

ながらも、極力歳出の見直し、そしてこれから新規で

来るものの平準化、そういうやりくりをしながら、な

んとか財源を確保するとともに、今議員のほうから仰

せの内容、いわゆる国と県にさまざまな機会を見つけ

て支援をしていく。併せて、ふるさと納税、これも今

執行しようとしているわけでありますが、それをさら

に引き伸ばせるような形を、しっかり確保していきた

いというふうに思っているところであります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ほかに、ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようですので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第61号を採決いたします。本案を原案

のとおり決することに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第61号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第２、議第62号「令和４年度尾花沢市国

民健康保険特別会計補正予算（第２号）」を議題とい

たします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第62号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第62号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第３、議第63号「令和４年度尾花沢市簡

易水道特別会計補正予算（第２号）」を議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第63号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第63号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第４、議第64号「令和４年度尾花沢市農

業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」を議題

といたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第64号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第64号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第５、議第65号「令和４年度尾花沢市介

護保険特別会計補正予算（第３号）」を議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第65号を採決いたします。本案を原案



のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第65号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第６、議第66号「令和４年度尾花沢市後

期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）」を議

題といたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第66号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第66号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第７、議第67号「尾花沢市職員の定年等

に関する条例の一部を改正する条例の制定について」

を議題といたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第67号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第67号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第８、議第68号「尾花沢市一般職の職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」を議題といたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第68号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第68号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第９、議第69号「尾花沢市職員の高齢者

部分休業に関する条例の設定について」を議題といた

します。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第69号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第69号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第10、議第71号「尾花沢市老人福祉セン

ターの指定管理者の指定について」を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第71号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第71号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第11、議第72号「尾花沢市共同福祉施設

の指定管理者の指定について」を議題といたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第72号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。



〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第72号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第12、議第73号「尾花沢市中心商店街活

性化センターの指定管理者の指定について」を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第73号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第73号は、原案

のとおり決しました。

次に、日程第13、議第74号「尾花沢市徳良湖周辺施

設等の指定管理者の指定について」を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。和

田議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

議第74号、尾花沢市徳良湖周辺施設等の指定者管理

の指定について、３点お尋ねいたします。

こちら指定管理者の指定については、令和４年10月

５日の産業厚生常任委員会の中で、方向性が報告され

ております。今回の指定管理者制度の指定であります

が、こちらは非公募としたいというものであります。

また、指定期間は３年間を考えているということであ

りましたが、また非公募３年とする理由としては、こ

れまでの活動等を考慮して非公募にしたいということ

でありますが、これにつきまして、改めまして３点お

伺いします。

まず１点目、活動報告の実績等を考慮し、とは具体

的にどのようなものを考慮しているのか。

２点目、指定管理者制度を３年とした理由について、

理由は何か。

３点目、これは前回、現在の受託者が公募によって

指定管理者を受託しておりますが、前回こちらが受託

される場合にですね、上程された中で、これまで５年

としてきたものが３年となってきたわけであります。

当時その３年間で、次に公募に向けて３年間を取り組

んでくる、取り組むんだということでありましたが、

これまでの３年間、公募に向けてどのような取り組み

をされてきたのか。３点についてお尋ねします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。徳良湖周辺等の指定管理につき

ましては、今回非公募ということで、議員仰るとおり

でございます。この活動報告ということでございます

けれども、これまでの活動としましては、現在の指定

管理者でありますふるさと振興公社におきましても、

この３年間、コロナ禍においても、また物価高騰等も

ありましても、努力をしてまいりまして、経常収支に

ついても、令和２年度におきましては黒字会計、あと

令和３年度におきましても80万円ほどのちょっと赤字

にはなりましたけれども、その中でも努力されてきた

と考えてございます。

また、３年間にした理由といたしましては、前回更

新の際、令和元年度になりますけれども、これまでの

結局各施設の老朽化等も含めて、これからの指定管理

のあり方というものを見直した際に、その３年間での

評価というものを踏まえてやっていこうと。これまで

５年間としてきた期間を短くして、ある程度評価期間

を設けてというようなことでございました。前回３年

間からという部分も含めますと、これまでの評価とい

たしましては、一定程度の努力が認められるというよ

うなこともございまして、先日行われました指定管理

選定委員会の中でも、一定の評価を得ているとござい

ます。今回の指定につきましても、さらにこのコロナ

禍、アフターコロナを見据えて、これからの努力とい

うものも踏まえながら、その指定をしながら運営して

いただき、またこれからも評価を続けていくという意

味での今回の３年間でもございます。よろしくお願い

します。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

観光課長、もう少し質問があったと思います。総合

政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

３点目の前回からのこれまでの経過になります。ま

ず外部の民間事業者で、そういうところがないのかと

いうことがあります。全国のそういう事例、やはり３

セクのあり方については、いろんなところで議論にな

っている中で、民間事業者が受託したいというところ

もやっぱり出てきていました。その中で、具体的な名

称は別としまして、福島県で実績を上げているような



民間事業者があります。主にホテル経営等を中心とし

ている事業者です。ここが全国でそういうふうな取り

組みをやっているということで、その事例またはその

方から来てもらって説明を受けております。その中で

例えば私たちのほうとしては、こういうサービス業の

部分を何とかやってもらうことは可能なのかというふ

うな話をさせてもらっております。その中で事業者と

しては、本市の規模であれば年間２億円の事業を求め

るんだと。その中では、事例として、他市町村では、

例えば公共交通も受託しているんだと。そういう公共

交通と指定管理施設の一体となって、自分たちはそう

いうサービス業として営業をしていきたいんだという

ような話がありました。ただ私たちの今の望みとして

は、ここに上がっているような指定管理施設について

いかがかという部分については、それについての答え

としては、ここだけの施設は難しい。全ての指定管理

として以外の、公共交通の部分も含めた営業をぜひや

っていきたいというふうな意向が相手方にはあったと

いうことです。

これ以外で、全国で具体的な例というのは、実際近

隣ではないというふうに確認しておったところであり

ます。ですので、一旦あのこういうふうな流れの中で、

今回の判断に至っているというふうなものとして、ご

承知願えればと思っています。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田哲議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

１点目の活動実績等を考慮した内容については、こ

れまでの令和２年と令和３年の経常収支結果を見ても、

受託者側が非常にご尽力いただいている姿が見えると

いうことで、考慮されたということであります。また、

指定管理３年につきましては、一定程度の努力が見え

る。この２つにつきましては、前回、公募という形で

手を挙げていただいて、受託して運営していただいて

いる民間企業、市がこの出資をしている株式会社ふる

さと振興公社さんでありますが、こちらの今の受託者

側の努力については、私も同じように感じております。

ただですね、尾花沢市としてこの営業施設を含む、こ

の議第74号のですね、周辺施設等の指定管理者につき

ましては、やはりこれまで受託者側が努力してきて、

これからも続けてほしいというのであればですね、私

はこの公募に至るまで謳ってほしかったなと思って質

疑をさせていただいております。この３年間というこ

とがありますけれども、応募があるかないかは別とし

てですね、やはり公募するべきではなかったかなと思

いますが、もう１点、この公募に至るまでの今、総合

政策課長のほうからご答弁いただいた、これまでの経

過については、理解したところではありますが、冒頭

申し上げましたように、10月に産業厚生常任委員会の

ほうで示されて、今回の12月定例会まで至るまでにで

すね、最後までこの公募に至るような取り組みという

のはあったんでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

10月５日の常任委員会でもご説明させていただきま

して、ご理解いただいたと承知していましたので、非

公募の準備をしてまいりました。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

そのほか、ご質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第74号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議がありますので、起立によって採決いたしま

す。

賛成の議員の起立を求めます。

〔起立多数〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

起立多数であります。よって、議第74号は、原案の

とおり決しました。

次に、日程第14、議第75号「尾花沢市徳良湖温泉

「花笠の湯」の指定管理者の指定について」を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。鈴

木由美子議員。

◎13番（鈴 木 由美子 議員）

この件に関しまして、11月24日にふるさと振興公社

に関する勉強会がありまして、公社の経営状況につい

て、石山社長からお話をいただきました。特にこちら

の花笠の湯での赤字が、公社全体の経営を圧迫してい

るとのことでありました。つきましては、引き続き３

年間この花笠の湯を、指定管理を行うという本市の基

本的な考え方についてお伺いいたします。平成20年度

から令和３年度までの経営状況を見ますと、コロナ前



の平成29年度から令和３年度までの５年間継続して赤

字が続いており、累積赤字は2,737万2,000円となって

おります。これをどのようにして黒字に転換していく

のか、いくことができるのか。具体的な市としての道

筋をお示しいただきたいと思います。

また指定管理制度の目的については、多様化する住

民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の

施設の管理に民間の能力を活用しつつ、住民サービス

の向上を図るとともに、経費の節減等などを図ること

とされております。しかし実態は、平成21年度12万人

ありました入れ込み客数は、６万人台まで減少してお

りまして、逆に指定管理料は、年額にして前回の指定

管理料390万5,000円から令和５年度の指定管理料、年

額にして1,028万4,000円、率にして62％と、大幅な増

額が提案されております。経費は倍以上に膨れ上がっ

ております。このようなことから、花笠の湯がこれか

らも指定管理制度にふさわしい施設なのかどうか、市

長にお伺いいたしたいと思います。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

まず、ふるさと振興公社さんに今指定管理をお願い

しているということでございまして、その中で非常に

厳しい運営を強いられているということではあります。

そういう中にあっても、いわゆる、ふるさと振興公社

さんのほうで、いろいろ、なんて言うんでしょうか、

お客様に来ていただけるような方策を逐次、検討しな

がら進めていると。例えばその食事の面についても、

新たなメニューを考えたり、割引サービスなんかもい

ろいろ工夫しているという中でやっておられる。ただ、

今、議員のほうが仰ったような、ほかの民間の企業さ

んのほうで、仮にこの花笠の湯を、なんて言うか別の

形でですね、またもっともっとこう利益の出るような

方法があるということがあるのであればですね、そう

いうことも必要なのかもしれませんが、現状の段階で

ですね、改めてそういう新たな方にやっていただける

ということになりますと、おそらくそれはその、これ

からいろいろ話をする中で決めていかなければいけな

いんでしょうけれども、いわゆる管理料も今の財源の

中では、なかなか厳しいんだろうなと。今までのいわ

ゆる経営してきたものが既にあるわけですので、それ

を基本として、今現状で進めているというものが、全

く新たなものになるということになってきますと、ま

たそこに掛かる経費、財源が必要になってくるという

ようなことも、これ考え合わせていかなければいけな

い。いずれにせよそういう中で、何とか経営努力、い

わゆる内容ももう少し吟味しながら進めていかれると

いうことを、しっかり公社さんのほうの気持ちも、考

えもお聞きした上でですね、もう一度、少なくても３

年間の中で、しっかり軌道にのせてもらえるようにと

いう思いを込めてですね、もう一度お願いをするとい

うふうに思っております。

先ほどのご質問ともちょっと関連するんですが、失

礼しました。いわゆる徳良湖周辺そのものがですね、

これからどういう管理をしていくかというところが、

マスタープランというものができているんでしょうけ

れども、やはりもう一度見直しをする時期に来ている

んだろうなというふうには思っております。そういう

議論の中で、そういう指定管理のあるべき姿、そうい

うものもこれから検討していかなければいけないんだ

ろうと。例えば、先日来お話のあったお花畑もそうな

んですが、まだまだ目に見える形で良いものにしてい

こうということは、いわゆる財源抜きで考えることは

いくらでもおそらく出てくるんだろうと思います。し

かしその中で、限られた財源で、市民の方、観光で来

ていただける方に、いかに満足していただけるような

形が一番いいのかということを考え合わせて、徳良湖

全体をしっかりどういう位置付けで、いわゆる尾花沢

市にとっては、銀山温泉というすばらしい観光資源が

ありますので、そことさらに徳良湖、松尾芭蕉、いろ

いろその尾花沢市にある観光資源を、まだまだ有効に

使っていくための、その中の１つに徳良湖が位置付け

られるとすれば、そこをどういうふうにしていくか。

そういう全体の姿がしっかりできてこないと、先ほど

議論になりました部分も含めてですね、指定管理につ

いても、どういうふうにしていくのが一番いいのかと

いうことも、併せて考えていきたいというふうに思っ

ているところであります。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木由美子議員。

◎13番（鈴 木 由美子 議員）

これまで、ふるさと振興公社では数々の努力をされ

てきたことと思いますけれども、この徳良湖の花笠の

湯に関しましては、もうその営業努力だけでは乗り切

れないんじゃないのかなと。公社の努力だけでは、な

かなか盛り返せないんじゃないかなと思うところです。

令和２年以降は、コロナ感染症の影響もかなりありま

したでしょうが、そのあとも原油高騰補填金や売上補

填金といった営業外利益を、かなり令和２年度は891

万2,000円、令和３年度は976万1,000円もの補填をし



ております。２年間だけで2,700万円の赤字となって

おりまして、これは普通の民間企業さんであれば、こ

れ以上営業を続けることはできないという状況だと思

います。これから公社さん努力されまして、今、温泉

への入れ込み客数を戻すことができたとしても、その

間の収支報告の赤字だったことも考え合わせますと、

単に入れ込み客数に期待するということではなくてで

すね、これからもますます上昇する光熱費、あと販売

管理費の見直しも含めまして、これからの３年間で黒

字にできるという、指定管理として市が公社にお願い

するという環境作り、そういった、黒字にできるとい

う明確な改善策というのも、市でお示しいただくこと

も、市の責任ではないのかなと思いますが、その辺は

いかがでしょうか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

本当に今ご指摘いただいたようなことが必要なんだ

ろうと思いますが、そもそもふるさと振興公社を立ち

上げた経緯、そういうものもあるでしょうし、そもそ

も花笠の湯が、やはり私が聞くところでは、やはり市

民の方々には幅広くご利用いただいて、なおかつあそ

こで癒されるというふうに仰っている方々も多数いる

ことは、これは間違いないことでもあります。したが

いまして、今議員のほうから仰せのとおりですね、こ

れはもう市民の方々も、しっかりご意見をいただきな

がら、そして市と公社と、いわゆる一体となって、ど

ういうふうに改善していくか、もしくは指定管理をこ

の先本当に続けられるのかということも、本当に真剣

に議論していきたい、そういうふうに思っているとこ

ろであります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木由美子議員。

◎11番（鈴 木 由美子 議員）

ふるさと振興公社の出資者は、ほとんど市民であり

ます。98％ぐらいの出資ということをお聞きしており

ますので、これからも市民サービスの向上を図られる

ような施設整備、指定管理であるのか、業務委託であ

るのか、その辺をこれからも早急にですね、議論して

いただければと思います。よろしくお願いします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

そのほか、ございませんか。鈴木裕雅議員。

◎９番（鈴 木 裕 雅 議員）

今、鈴木由美子議員のほうからも、いろいろと質疑

ありましたけれども、私のほうからは、先日行われま

した勉強会の中でですね、我々議会議員のほうに、任

意の勉強会であったんですけれども、コンサルさんと

一緒に経営改善計画を今作成しているという説明があ

りました。この改善計画ですけれども、できあがりま

したら、議会のほうにも説明いたしますという説明を

受けています。改善計画を議会のほうに示していただ

きながら、本来であれば、この案件は上程されるべき

だと思いますが、市長いかがですか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

現時点でその経営改善計画ですか、これが早急にと

いうことではあるんでしょうが、これがいわゆる一過

性で終わるような内容でも、これはこれで困りますの

で、当面、花笠の湯は、やはり私が今申し上げたとお

り、市民の方々の癒しの場であることは間違いありま

せんので、とりあえずそこは継続的にこれからも実施

していきたい、継続営業していきたいという思いであ

ります。そういう中で、早急にその改善計画というと

ころ、こちら市のほうでもしっかり話をしながら、早

急にお示しできるように努力していきたいというふう

に思いますので、もうしばらくお待ちいただいて、こ

ちらのほうはこれでとりあえず当面、進めさせていた

だきたい。要するに営業は続けさせていただきたいと

いうところであります。以上であります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木裕雅議員。

◎９番（鈴 木 裕 雅 議員）

経営改善計画、早急に取り組むということでありま

すけれども、商工観光課長、早急に答えはいつ出てき

ますか。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。先日の公社の、市議会との勉強

会の中でも、ふるさと振興公社の社長のほうからも申

し上げたとおり、これから、これまでも役職者会議等

を通じながら、いろいろと改善をしてきているわけで

すけれども、それらを踏まえまして、その最終的な計

画については、年度内を目標にというふうなことでお

話があったかと覚えております。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

鈴木裕雅議員。

◎９番（鈴 木 裕 雅 議員）

今回上程されています指定管理者の指定につきまし



ては、令和５年４月１日からになっています。本年度

いっぱいは現在の公社さんが指定管理される、営業で

きるわけですけれども、今年中に改善計画が示される

のあれば、12月定例会ではなく、３月定例会、もしく

は臨時会を開いてからでも遅くはないのではないかと

私は思います。やはり計画、改善計画示された上で審

議するべきだと思います。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

そのほか、質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第75号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

これより、議第75号を起立により採決いたします。

本案を原案のとおり決するに、賛成の議員の起立を

求めます。

〔起立多数〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

起立多数であります。よって、議第75号は、原案の

とおり決しました。

次に、日程第15、議第76号「尾花沢市花笠高原施設

等の指定管理者の指定について」を議題といたします。

これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。和

田哲議員。

◎11番（和 田 哲 議員）

１点だけお伺いします。先ほども議第74号において

質疑させていただいた内容と全く同じ質疑になります

が、場所が徳良湖と場所が変わりますので、あらため

ましてお伺いさせていただきます。

こちらも同じように、前回同様、これまでの３年間

で公募に向けて取り組んできたわけでありますが、こ

ちらの周辺施設に関するこれまでの取り組みについて

お伺いします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。花笠高原施設につきましては、

花笠高原荘、あと御所の湯、交流施設等々がございま

す。こちらにつきましても、令和２年からなりました

コロナ禍におきまして、かなりその打撃を受けたとい

うようなこともございます。しかしながら令和３年、

４年という形で、国の施策ですとか旅行支援などを使

いながら、さまざまな施策を打って努力をしてきてご

ざいます。

２年度につきましては、ほとんど動かなかったとい

うようなこともございますが、先日の勉強会でもお示

ししたとおり、徐々に売り上げも戻ってきているよう

な状況でございました。花笠高原はこれだというもの

が必要というようなことも、先日の中でもご意見いた

だきましたけれども、今移住されて冬のウィンタース

ポーツ関係の仕事をされている方なども含め、いろい

ろと鶴子地区も含め、移住されてきている方などもご

ざいますし、そちらとの連携もして、今、花笠高原荘

のほうでもいろいろな企画を打って、努力されている

ことだと思います。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

先ほど民間事業者とのお話させてもらいましたけれ

ども、その民間事業者の強味がホテル経営という部分

でした。さっきの話の主体的な部分は、実際はこの花

笠高原荘という部分の利活用ということだったのでし

た。その中でやはりそこだけではないと。今あの公社

に指定管理しているような部分、または業務委託で給

食センターとか、図書館とか、全ての施設の運営を、

最低でも２億円の費用を持って委託していただく、指

定管理していただくというふうなものが１つの条件だ

ったのかなというふうに思っております。ただその後

というか、コロナ禍において、そういう機運がだいぶ

ちょっと薄まってきたような形で、この民間事業者に

ついても、そういうものに対する積極的な姿勢につい

ては、そのあとここ２年間は、実は何もないんです。

ですので、またこの状況なんですよね、世の中の状況

がまた変われば、そういうふうな機運の盛り上がりの

中で、再度そういう可能性は探ることはあるかもしれ

ません。コロナ禍中で今、コロナ禍においては、少し

弱いのかなというふうには思っておりますし、その条

件と合致しなかった部分について、そのあと話するよ

うな機会もなかったというのが現実ですので、もうち

ょっと世の中の流れが変われば、さらにそういうふう

な選択肢も増えてくるのかなというふうに考えている

ところであります。以上です。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

和田哲議員。

◎11番（和 田 哲 議員）



これまで、さまざま取り組んでいただいたことに関

しましては、私も承知しております。現状、状況もそ

もそも変わりますし、未曾有のコロナということも発

生しました。指定管理者が良い悪いという話ではなく

てですね、やっぱり、これまで公募に向けてきて取り

組んできたのであれば、やはり公募するべきではなか

ったのかなと思います。例え公募に対して、現在の受

託者側がもう一度手を挙げていただいて、１社しかい

なかったとしても、公募というプロセスは、営業施設

を抱える以上、大事なプロセスではないのかなと思い

ます。もしもそれで応募がなかったなら、これは受託

者の責任ではありません。やはり尾花沢市が、その徳

良湖をどのように魅力ある、指定管理者制度を導入し

ようとしても、そこに応募がなかったというのは大事

な答えだと思います。

最後にですね、改めまして、当初の質問に戻るよう

で大変恐縮ですが、商工観光課長、どうしてこれは、

こちらの議第76号、非公募３年としようとしたのか、

改めてお伺いします。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君）

お答えいたします。前回の指定管理の指定の際にも

ございましたし、あと花笠高原施設自体の施設の老朽

化等も含め、そのあり方というものを、これまでも議

論されてきたところでございました。それも含め、こ

れまでのこの２年度から３年間というのは、評価とい

うふうな期間で、先ほどから申し上げているとおりで

ございますけれども、コロナ禍によって適切な評価が

できなかったというようなことも含め、もう３年間き

ちんとした評価ができるような環境を作っていきたい

というようなことから、今回再度非公募という形でお

願いしているところでございます。以上でございます。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

そのほか、質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようでありますので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第76号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

これより、議第76号を起立により採決いたします。

本案を原案のとおり決するに、賛成の議員の起立を

求めます。

〔起立多数〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

着席願います。

起立多数であります。よって、議第76号は、原案の

とおり決しました。

次に、日程第16、議第77号「尾花沢市教育委員会委

員の任命について」を議題といたします。

この際、お諮りいたします。本案件については、人

事案件でありますので、先例により、質疑、討論を省

略し、直ちに採決いたしたいと思います。これに、ご

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第77号について

は、質疑、討論を省略し、直ちに採決することに決し

ました。

これより、議第77号を採決いたします。本案はこれ

を同意することに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第77号は、これ

を同意することに決しました。

この際、申し上げます。皆様のタブレットに掲載し

ておりますが、市長より「尾花沢市特別職の職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」の議案が提出されております。

お諮りいたします。本案件について、日程第17とし、

本日の議事日程に追加いたしたいと思います。これに、

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、本案件は、本日の

議事日程に追加することに決しました。

これより、追加議案の上程を行います。

日程第17、議第78号「尾花沢市特別職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例の制定について」

を上程いたします。

市長より、提案理由の説明を求めます。市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

今定例会に追加提案しました議案の概要について、

説明申し上げます。

議第78号「尾花沢市特別職の職員の給与に関する条



例の一部を改正する条例の制定について」ですが、特

別職の職員に対して支給する期末手当の支給割合を改

定するため、提案するものであります。

以上が、今定例会に追加提案いたしました議案の概

要でありますが、本件につきましても、慎重なるご審

議の上、原案のとおりご可決くださいますようお願い

を申し上げて説明を終わります。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

続いて、議案の審議を行います。

この際、お諮りいたします。日程第17、議第78号

「尾花沢市特別職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」の審議については、会

議規則第37条３項の規定により、委員会付託を省略し

たいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、本案件の審議につ

いては、委員会付託を省略することに決しました。

次に、日程第17、議第78号「尾花沢市特別職の職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」を議題といたします。

これより、質疑に入ります。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

質疑もないようですので、終結いたします。

次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。

これより、議第78号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

ご異議なしと認めます。よって、議第78号は、原案

のとおり決しました。

以上で、今定例会に付託されました議案の審議につ

いては、全部終了いたしました。

慎重なるご審議、誠にありがとうございました。

この際、市長より発言の申し出がありますので、こ

れを許します。市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

12月定例会の閉会に際しまして、一言ご挨拶を申し

上げます。

議員の皆様には、去る11月30日から９日間にわたり、

慎重にご審議を賜り、提出いたしました各種重要案件

につきまして、原案のとおりご可決、ご同意をいただ

き、厚く御礼を申し上げます。審議を通して賜りまし

たご意見を十分尊重し、今後の市政運営に努めてまい

ります。

さて、国では、令和５年度当初予算案の作成が進め

られており、本市におきましても、今月から来年度予

算についての編成作業を本格的に進めてまいります。

本議会でも答弁させていただきましたが、今後は大規

模事業が控えており、予算については取捨選択をして

いく必要があります。事業内容や市民ニーズを再確認

し、事業の見直しや廃止を検討しながら、新規事業に

も取り組んでまいりたいと考えております。来年度予

算につきましては、３月定例会で議員の皆様にご審議

いただければと思いますので、しっかり精査してまい

ります。

また、12月に入りまして、これから本格的な降雪を

迎えますが、10日には花笠高原スキー場のスキー場開

きが開催されます。安全な施設運営のもと、今シーズ

ンも多くの来場者で賑わうことを祈りたいと思ってお

ります。

結びになりますが、議員の皆様方には、本年１年間、

市民の代表としての重責を全うされ、本市の発展と市

民福祉向上のために、絶大なるご尽力を賜りましたこ

とに対し、深く敬意を表するとともに、心からお礼を

申し上げます。

寒さも本格的になってまいりました。議員の皆様に

は、くれぐれもご自愛をいただき、希望に満ちた新春

をお迎えくださいますようご祈念申し上げ、ご挨拶と

いたします。誠にありがとうございました。

◎副議長（塩 原 未知子 議員）

以上で、令和４年12月定例会を閉会いたします。大

変ご苦労様でございました。

閉 会 午前11時13分


